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街八街市民憲章

わたくしたちの八街は、開拓の歴史と恵まれた自然環境の中で、先

人の努力によって栄えてきたまちです。

わたくしたちは 「ヒューマンフィールドやちまた」を目指して、、

調和のとれたよりよいまちづくりのために、この憲章を定めます。

１．郷土を愛し、文化のかおり高いまちにしましょう。

１．自然を大切にし、潤いのある美しいまちにしましょう。

１．きまりを守り、明るい住みよいまちにしましょう。

１．おもいやりのある、心のかよった豊かなまちにしましょう。

． 、 。１ スポーツに親しみ 健康で働くたくましいまちにしましょう

〈 〉平成４年９月２８日制定

八 街 市

健全 宣青少年健全育成都市宣言

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまたを大きく

発展させ、次代の八街を創る者は、青少年です。

青少年が、夢、希望を持ち、自由と責任を自覚しながら、たくまし

く生きていく力を蓄え、広く社会に役立つ人材に成長することは、市

民すべての願いです。この願いを実現するため、青少年自らの努力を

期待するとともに、家庭、学校、地域社会が一体となり、優しさと潤

いのある環境の中で青少年を心身共に健やかに育てることを決意し、

ここに八街市を『青少年健全育成都市』とすることを宣言する。

〈 〉平成２０年３月１９日制定

八 街 市
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１月 「 教育１１月１２日は「やちまた教育の日」

八街市教育委員会では 「ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフ、

ィールドやちまた」の具現化に向け、明日の八街市を担う、夢をいだ

き心豊かでたくましく生きる子ども達を育てるため、様々な施策を展

開しているところであります。

次代を担う人々が、八街で生まれ育ったことを誇りとし、健やかに

成長していくためには、学校・家庭・地域の相互の連携を推進すると

ともに、市民一人ひとりが教育に対する理解と関心を深め、それぞれ

の場で役割を担い、やちまたのひとづくりに積極的に参加していただ

くことが不可欠であります。

八街市教育委員会では 〈学校改善 〈継続指導 〈学校・家庭・地、 〉 〉

域との連携〉の３つの柱を視点とした『幼小中高連携教育』を全国に

先がけ平成９年から取り組み、その成果を平成１６年に全国公開で発

表した、１１月１２日を「やちまた教育の日」と定め、併せて１１月

を「やちまた教育の日月間」として定めました。

〈平成２２年４月１日制定〉

八街市教育委員会

花『 』市の花『ヒマワリ』

市制施行２０周年の節目にあたり、市の花を「ヒマワリ」に指定し

ました。

天に向かって一直線に伸び、鮮やかな大輪の花を咲かせるイメージ

から『 ひ】かり輝き 【ま】わりを照らす 【わ】たしもあなたも、【 、 、

り っぱに育てよ と 次代を担う子どもたちへの思いを込め ヒ【 】 』 、 、「

マワリ」が市の花に決定しました。

〈 〉平成２５年２月１日制定

八 街 市
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政 運 法律 第地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項

育 検 いてに基づく教育委員会の点検・評価について（総括）

． の目 象１． 点検評価の目的及び対象

効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たして

いくため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に

基づき、教育委員会は、毎年その権限に属する事務（教育長に委任された事務

その他教育長の権限に属する事務を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表しなければならないとされました。

そこで、教育委員会では平成２７年度執行の教育委員会の権限に属する全て

の事務事業について、決算状況を踏まえた上で点検評価を行いました。

． の期２． 点検評価の期日

①担当課による一次評価 平成２８年５月２７日

②教育委員会による二次評価 平成２８年７月１５日

③教育に関して知見を有する者を活用した総合評価 平成２８年８月１８日

． の方３． 点検評価の方法

１） 教育委員会事務局等の評価

平成２７年度の点検及び評価の実施にあたっては 「八街市教育委員会事務、

事業評価実施要領」により作成された、教育委員会事務事業評価シートにより

評価を実施しました。

評価の評定は、昨年度と同様に、Ａ,Ｂ ,Ｃ ,Ｄの４段階で評価しました。

担当課評価は一次評価として位置づけ、関係職員から事情を聴取することに

よって評価を実施しました。

二次評価については、昨年度と同様に教育委員５名による評価とし、シート

の評価欄については、５名の総合評価を記載しました。

細目にわたる５項目の評価（必要性、有効性、妥当性、効率性、公平性並び

総合）についても参考として添付しました。

さらに、この評価結果について外部（教育に関して知見を有する方２名）の

評価を受け、それぞれの事務事業の総合評価といたしました。

点検評価の結果については、別添事務事業評価結果一覧表のとおりです。

２） 幼稚園、小中学校の評価

平成２７年度においても、教育委員会の所管する全ての幼稚園、小中学校の

教育委員会訪問を行いました。その際、授業の状況などを参観するともに、

学校長等から学校運営、学校の課題、学校の現状などの説明を受け、質疑応答

を行うことなど、学校の状況を把握することに努めました。

なお、学校が行った学校評価は、内部評価、外部評価を実施していますが、
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学校ごとに調査方法、質問事項、まとめ方等も異なっていることから、この

うち保護者を対象としたアンケート調査の結果のうち、千葉県の「みんなで

取り組む『教育立県千葉』プラン（千葉県教育振興基本計画 」に数値目標が）

掲げられている、①子どもの様子（規範意識や協調性）に関する項目、②学習

指導に関する項目、③学校・家庭・地域が連携して子どもを育てる項目の３項

目に関する結果を抜粋し検証することとしました。

なお、評価項目については、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階評価を採用している

。 、 、ところがほとんどでした また 結果は最終の実施のものを評価することとし

学校等に示し、運営にあたっての参考に資することいたします。

． 年度 要４． 平成２７年度事業の概要

八街市教育委員会では、平成２７年度においては、八街市総合計画2015にお

「 みど ー「ひと・まち・みどりが輝くヒューける、八街市がめざす将来都市像である

、 『 』、フ ド たフ ド たマンフィールドやちまたマンフィールドやちまた」」の実現に向け Ⅰ 子どもの教育・健全育成の充実

Ⅱ『自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進』、Ⅲ『市民文化の創造と継承』、

Ⅳ『豊かな心を育む交流の推進』に努め、様々な事業を展開したところであり

ます。

基本的な方向といたしましては、

Ⅰ 『子どもの教育・健全育成の充実』では、

《子どもたちが健全に成長し、人間性豊かな心を育むために、学校教育

の充実を図るとともに、社会教育では、家庭教育支援の充実を図り、

学校・家庭・地域が連携した青少年健全育成に取り組む 》。

Ⅱ 『自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進』では、

《市民の多様化・複雑化・高度化するさまざまな学習課題に対応できる

社会教育機会の充実に努める。また、学校施設の開放の充実を図る

ことにより、市民に広くスポーツ・レクリエーションの機会を提供

できるように努める 》。

Ⅲ 『市民文化の創造と継承』では、

《芸術文化活動の推進を図るとともに、文化財の保護、郷土資料館の

充実、市史編さん事業の推進に努める 》。

Ⅳ 『豊かな心を育む交流の推進』では、

《ピーナッツ駅伝大会や市民体育祭などのスポーツ大会や市民文化祭、

市民音楽祭などの芸術文化活動をとおして、市内外の人々が交流する

場の提供に努める 》。

と定め、この方針に基づいた事業に取り組んでまいりました。

具体的な事業内容等については、平成２７年度教育要覧及び平成２７年度

八街市歳入歳出決算に係る主要施策の成果の説明書をご覧ください。
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．５． まとめ

今回教育委員会が行った事務事業の評価結果は、事務事業評価結果一覧表の

とおりであります。

教育委員会の平成２７年度に執行した事務事業については、総じて厳しい

財政状況の中で、工夫・努力し推進しており、全体を通して事務事業において

概ね適正であったと評価をいただきました。

総合評価（外部評価）としては、平成２２年度（平成２１年度実施分）から

、 。２名の方にお願いしており 相違はありますがそれぞれの評価を記載しました

二次評価（教育委員）の意見等

・厳しい財政の中、施設・設備の老朽化に伴う修繕、改築、また耐震補強と

各所管のご苦労が伺えます。限られた予算ですので、全体を平均して縮小

していくのではなく、八街市が将来的にどのような方向でどういう街に

進んでいくのかを見据えた上で、ある意味では大胆に各事業を見つめ直す

ことも必要かと思います。

、 。・限りある予算の中で 特に省くことなく事業を成し遂げていると思います

工夫・努力の成果であると思料されます。時には思い切った改革も必要な

時もあると思います。

・大地震発生に備えて、校舎の耐震補強工事に引き続き屋内運動場非構造

部材改修工事が計画的に進められていることは、子どもたちが安全な学校

生活を送る上でとても大事なことです。同様に、特に次の学習指導要領

改訂に伴う小学校英語については、英語担当指導主事の配置、ＡＬＴの

増員、地域人材の活用、研修会の開催、小中・小小連携、教材備品の購入

等、子どもたちの学力向上のために今から検討・準備をしていく必要が

あります。

・市民からの要望を聞き、より良い結果を出すことは大変だと思いますが、

安全で安心できる学校づくり、各施設の整備、細かい部分の修繕等、計画

的に取り組んでいただきたいと思います。

・限られた厳しい予算の中、適切な事業が展開されていたと考えます。今後

も工夫された運営が大切と考えます。教育の効果が現れるには時間がかか

ります。今後も計画的かつ継続的な予算配当の必要性を感じます。

三次評価（総合評価）の意見等

・今まで二次評価はあまり気にしていなかったが、今回拝見させていただい

たが、皆さん異口同音に「厳しい予算」の中で、特に通年の行事を省くこ

となく成し遂げていることに対し、工夫、努力されている事に対し、各学

校に一応の評価をしている様であり、私も通年思っていることなので同感

した。

２７年度の朝陽小学校の校舎建て替えを終了し、これからは小中学校に

対し、予算の増額を望んでいるところであります。
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また、ピーナッツ駅伝の参加人数が大分減少しているのは人口減少のみ

だけではないような気がする。１００万円近くの予算が計上されており、

ピーナツを題しているので、富里のスイカのように参加者にピーナツを

配布するとか、マンネリではなく一考を望む。

更に、育て八街っ子推進事業は回数が少ない。これでは推進は浸透しない

のではないでしょうか。

・教育予算は大切…厳し い財政 状況 にあって学 校教育・社会 教育に良好な

環境を整えることは至難でありますが、当局は努力・工夫されていると

思います。

・見直しは必然…少子高齢化・温暖化などの社会状況・自然条件を考慮する

と、関係する事業の統合・廃止・改編などの視点が必要と考えます。

・児童生徒数の減少…減少を見据えての策定（学区の編成等）

・ 熱い学校”…小・中学校にエアコンの設置が必要と思いました。“

・体育の日…市民体育大会の発想・構成の転換（学校地区対抗から市民の

体力健康の日）を図る。

・郷土愛…将来の納税者となる子どもたちに、郷土に対する興味・愛情を

育てる事はとても大切なこと。郷土資料館を一層充実させたい。

・予算的に困難は有するものの教育関係予算は削る方向にならないように

極力進めるべきと思います。

・子どもの成長・教育のために必要なあらゆる支援体制（経済的・制度的）

は拡大こそすれ縮小してはいけないものと思います。

なお、この評価結果につきましては、ホームページで公表しております。



必要性 有効性 効率性 公平性

総 括

評 価

1 9 1 1 教育総務課 教育委員会諸費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

2 9 1 2 教育総務課 教育委員会事務局諸費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

3 9 2 1 教育総務課 小学校施設整備事業費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

4 9 2 1 教育総務課 小学校管理諸費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

5 9 2 1 教育総務課 小学校施設維持管理費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

6 9 2 3 教育総務課 朝陽小学校改築事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

7 9 2 3 教育総務課 小学校施設改修事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

8 9 3 1 教育総務課 中学校施設整備事業費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

9 9 3 1 教育総務課 中学校管理諸費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

10 9 3 1 教育総務課 中学校施設維持管理費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

11 9 3 3 教育総務課 中学校施設改修事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

12 9 4 1 教育総務課 私立幼稚園就園奨励費補助事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

13 9 4 1 教育総務課 私立幼稚園運営費補助事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

14 9 4 1 教育総務課 幼稚園諸費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

15 9 4 1 教育総務課 幼稚園施設維持管理費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

16 9 1 3 学校教育課 教育指導諸費 Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ

17 9 1 3 学校教育課 外国語指導助手事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

18 9 1 3 学校教育課 教育支援センター管理運営費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

19 9 1 3 学校教育課 教育センター運営費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

20 9 1 3 学校教育課 育て八街っ子推進事業費 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

事務事業の評価

（教育委員会評価）

総合評価

（外部評価）

事務事業評価一覧表 〔平成２７年度事業の評価〕

番

号

款 項 目 所管課等 事務事業名

－7－



必要性 有効性 効率性 公平性

総 括

評 価

事務事業の評価

（教育委員会評価）

総合評価

（外部評価）

番

号

款 項 目 所管課等 事務事業名

21 9 1 3 学校教育課

実践的防災教育総合支援事業費

   (平成２７年９月補正予算)

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

22 9 1 3 学校教育課

発達障害早期発見継続支援事業費

   (平成２７年６月補正予算)

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

23 9 2 2 学校教育課 小学校教育振興費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

24 9 2 2 学校教育課 小学校教材備品等購入費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

25 9 2 2 学校教育課 小学校理科教育振興用備品購入費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

26 9 2 2 学校教育課 小学校児童援助奨励費 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

27 9 3 2 学校教育課 中学校教育振興費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

28 9 3 2 学校教育課 中学校教材備品等購入費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

29 9 3 2 学校教育課 中学校理科教育振興用備品購入費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

30 9 3 2 学校教育課 中学校生徒援助奨励費 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

31 9 6 2 学校教育課 学校保健管理費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

32 9 6 2 学校教育課 学校保健諸費 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

33 9 5 1  社会教育課 生涯学習振興事業費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

34 9 5 1  社会教育課 文化財保護費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

35 9 5 1  社会教育課 青少年健全育成費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

36 9 5 1  社会教育課 社会教育総務費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

37 9 5 1  社会教育課 文化振興費 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

38 9 5 1  社会教育課 こども１１０番支援事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ

39 9 5 1  社会教育課 社会教育施設管理運営費 Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ

40 9 5 5 郷土資料館 郷土資料館管理運営費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

41 9 5 6 郷土資料館 市史編さん費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

－8－



必要性 有効性 効率性 公平性

総 括

評 価

事務事業の評価

（教育委員会評価）

総合評価

（外部評価）

番

号

款 項 目 所管課等 事務事業名

42 9 6 1 スポーツ振興課 市民体育祭運営費 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

43 9 6 1 スポーツ振興課 八街市ピーナッツ駅伝大会運営費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

44 9 6 1 スポーツ振興課 学校開放推進費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

45 9 6 1 スポーツ振興課 保健体育総務費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

46 9 6 1 スポーツ振興課 体育振興費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

47 9 6 1 スポーツ振興課 郡市民体育大会運営費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

48 9 6 3 スポーツ振興課 体育施設維持管理費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

49 9 6 4 スポーツプラザ スポーツプラザ管理運営費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

50 9 6 4 スポーツプラザ スポーツプラザ整備事業費 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

51 9 5 2 中央公民館 中央公民館管理運営費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

52 9 5 2 中央公民館 中央公民館整備事業費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ

53 9 5 3 図書館

図書館管理運営費

（臨時職員の雇用、施設等の維持管理）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

54 9 5 3 図書館

図書館管理運営費

（資料収集、読書の普及、利用促進）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

55 9 5 4

視聴覚教材

センター

視聴覚教材センター管理運営費 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

56 9 5 4

視聴覚教材

センター

視聴覚教材整備費 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

57 9 6 5

学校給食

センター

学校給食センター一般管理費 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ

58 9 6 5

学校給食

センター

学校給食センター調理場維持管理費 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ

59 9 6 5

学校給食

センター

学校給食センター調理場給食事業費 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

－9－



教育委員評価判定内規

各項目の判定にあたって、各委員の評価の取りまとめ方について

ⅰ委員 ⅱ委員 ⅲ委員 ⅳ委員 ⅴ委員

例① A A A A A 評価 A

例② A A A A B 評価 A

例③ A A A B B 評価 B 下位が２以上あれば下位評価とする

例④ A A A B C 評価 B

例⑤ A A A A C 評価 A 下位評価が１の場合は上位評価とする

例⑥ A A A C C 評価 B

例⑦ A A B B C 評価 B

例⑧ A A B C C 評価 B

例⑨ A B B C C 評価 C

例⑩ B B B C C 評価 C 下位が２以上あれば下位評価とする

この他の評価パターンが生じた場合は上記の基準に照らし判断するものとします｡

Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

市民からのニーズ、手段、及び市が関与することの妥当性について検証します。

＊市民ニーズ

ａ・・・増大若しくは極めて高い．

ｂ・・・高い

ｃ・・・やや低い

ｄ・・・低い

＊妥当性

ａ・・・法定受託事務や、市が直接関与するよう法律や法令で定められた事業など。

ｂ・・・公共性や収益性の観点から市が関与すべき事業

ｃ・・・役割分担可能であるが、市関与が望ましい事業。

ｄ・・・市で関与することは妥当性が少ない。（民営化または縮小・廃止を検討すべき）

期待された成果に対する実施成果を検証します。

ａ・・・期待された成果以上の高い成果が得られた。

ｂ・・・概ね期待通りの成果が得られた。

ｃ・・・成果はやや低い

ｄ・・・成果は低い

事業効率の向上、コスト低減の可能性などについて検証します。

ａ・・・向上の余地なし（低減の余地は全くない）

ｂ・・・向上の余地はあまりない（低減の余地はあまりない）

ｃ・・・向上の余地あり（低減の余地あり）

ｄ・・・向上の余地は大きい（低減の余地は大きい）

事業効果の配分や受益者負担の公平性について検証します。

ａ・・・検討の余地なし

ｂ・・・検討の余地はあまりない

ｃ・・・検討の余地あり

ｄ・・・検討の余地は大きい

事務事業の総括及び実施上の課題について検証します。

期待された成果に対する実施成果を検証します。

ａ・・・適切に実施されており、検討の余地はない。

ｂ・・・概ね適切に実施されており、検討の余地はあまりない。

ｃ・・・検討の余地あり

ｄ・・・検討の余地は大きい
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総合評価

員評員評教育委員評価教育委員評価のの判定判定に いに いについてについて

教育委員会の評評価基準

必要性

有効性

効率性

公平性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 回

2 回

3 人（団体）

1 件
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

負担金 １３０

168

旅費  １

需用費 ３７

千円 217 195 225 222

千円決算額

千円 213 189 168

一般財源 千円 213 189

特定・その他財源（ ）

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・教育委員会議において、市の教育行政に係る基本方針や重要施策を審議・決定し、適正な実施・運営に努めた。また、その構成

員である教育委員においては、県並びに印旛郡市の協議会が主催する研修等に積極的に参加し、能力の向上が図られている。

・教育、学術、文化又はスポーツに関し、功績が顕著であった個人又は団体を顕彰し、優秀な人材の育成に寄与した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

教育委員会表彰被表彰者 36 25 17 20

教育委員会議案審議件数 49 54 55 55

15 15 15

教育委員の研修等への参加 3 3 3 3

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

教育委員会定例会・臨時会・協議会開催数 17

事業目的

（～という状態に

するために）

・教育行政について、広く社会の常識や市民のニーズを反映させるため、大所高所から審議を行い、基本的方針や具体的な

施策の 実施内容について合議制により決定する。

・教育委員会の活性化を図るため、教育委員の資質・能力の向上を図る。

・教育、学術、文化又はスポーツの振興に関し、優秀な人材育成に資する。

具体的な事業

内容

（～を行う）

・教育委員会定例会及び臨時会の開催する。

・教育委員による学校等教育機関の訪問を実施する。

・教育委員の研修等への参加。

・教育委員会表彰を実施する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

実施方法 実施根拠

八街市教育委員会表彰規程

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

事務事業名 教育委員会諸費
所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

主査補・富谷和恵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

シート番号
１

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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事務事業の今後

の方向性

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

教育を取り巻く環境が激変する中で、教育委員会は実態を把握し、より実効的な活動をするため、１７年度から実施している教育機関

訪問を引き続き実施し、議事録は非公開部分を除き、引き続きホームページで公開していく。また、「やちまた教育の日」のＰＲに努める。

取り組み方向

教育委員会議は、教育行政の重要事項を審議、決定する機関であり、継続して実施していかなければならない。

さらに現状を把握し、教育委員会の一層の活性化を図る。

市のホームページで議事録（非公開部分を除く）を公開し、透明性に努めるととも

に市民のニーズに応えていく。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

A A

外部総合評価

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

月１回の定例会において、集中的に審議を行うことで、効率的な執行を行ってい

る。また、審議の内容により臨時会を開催することもあるが、経費等には影響しな

い。

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

教育委員会で決定された教育施策は、市の教育行政全

体へ反映されるため、公平性に問題はない。

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a 法に基づき市教育行政の重要事項を審議、決定する機関であり不可欠である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

月１回の定例会及び臨時会の開催に合わせ、教育機関の訪問を実施し、現状の

把握に努めた。

AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市の教育行政に対する市民のニーズは高くなっており、、また、その教育行政の重

要施策を審議・決定する教育委員会議は、市民の生活に直接関係があるため、必

要である。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 人

2 件

1 千円

2 千円
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事業の効果

臨時職員共済費   １，２５７

負担金及び補助金  ２７１

その他  ２１２

④

事

業

コ

ス

ト

2,289

決算額

2,289

特定・その他財源（ ） 千円

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

一般財源 千円 2,267 2,240

教育長交際費 １８０

需用費 ３６１

報償費 ８

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

教育施策を実現するため、教育委員会事務局内の事務が円滑に進められた。

千円 2,267 2,240

2,584 2,439

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 2,658 3,351

２６年度 ２７年度区分 単位 ２５年度

教育長交際費 161 180 180

教育総務課臨時職員賃金

（H27は総務費から支出）

245 0 760

24 27 25

教育総務課臨時職員 1 0 1

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

1

教育長交際費

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

具体的な事業

内容

（～を行う）

・教育委員会が雇用する臨時職員に係る労働保険料の支払い及び教育総務課に臨時職員を配置する。

・教育委員会事務局の代表である教育長に係る経費を支出する。

・事務事業の点検・評価を実施する。

直接の対象者

（～に対して）

教育委員会事務局

最終的な

受益者

市民

２

事業目的

（～という状態に

するために）

教育委員会が実施する施策等を円滑かつ効果的に行う。

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

（八街市総合計画）

当該事業が該当

する個別計画等

kyousou@city.yachimata.lg.jp

シート番号

教育委員会事務局諸費
所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

主査補・富谷和恵

443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

基本構想



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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a

多種・多様なニーズに対し、現状の限られた予算・人員でいかに迅速かつ的確に

対応していくか。

事務の円滑化が図られることにより、教育施策の早期実現が可能となる。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

外部総合評価

A A

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

毎年度ごとに事務事業の評価・点検を実施することにより、常に見直しを行ってい

る。

AA

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

平成２６年度に策定した教育振興基本計画をベースとした教育施策に基づき、教育行政を行う。

取り組み方向

教育振興基本計画をベースとした教育施策に基づき、教育委員会事務局内の事務を円滑に進められるよう努める。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

事務事業の今後

の方向性

AAAA

施策が実現されることにより、効果が広く市民に還元され

る。

総括及び事業実施上

の課題

判定理由

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

AA

市の関与は妥当です

か

a

教育施策を実現するため、教育委員会事務局内の事務の円滑化を図ることが重

要であるため。

AA

教育に対する関心・注目が高まっている中、各種要望等に対応しなければならな

い。

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

a

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

一次総合評価

二次評価（総括）



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

1 千円

2 千円

工事請負費 10,533
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小学校施設整備事業
所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

副主幹 川名弘晃

443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

公立の義務教育諸学校等施設の整備

に関する施設整備基本方針

具体的施策 五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

実施計画 2017

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

（八街市総合計画）

直接の対象者

（～に対して）

小学校

最終的な

受益者

小学生・教職員

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

３

事務事業名

48,200

事業の効果

事業効果に関する

外部要因

・施設設備の老朽化に伴い実施しなければならない改修工事箇所の増加により、適正な環境保全の要望が多い状況になってい

る。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

13

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

4

10,533

業務委託契約数

工事請負契約数 11 8

6,000

業務委託の実施

施設設備の改修工事の実施 47,616 5,972

事業目的

（～という状態に

するために）

・施設設備等の改修工事を行い、良好な学校生活を過ごせるようにするために。

具体的な事業

内容

（～を行う）

・学校施設の改修、設備の交換等を行う。

事業の実績

10,533

・危険度、緊急度、必要性を考慮し、優先度の高いものから改修、整備を行い良好な学校環境の整備に務めた。

・限りある予算の中で、13件の施設の維持管理工事を発注した。

・主な工事として、川上小学校のプール改修工事、実住小学校の救助袋交換工事、小学校9校全校の電話回線(光)改修工事等を

実施した。

6,000

２６年度 ２７年度

10,535

２８年度（目標）

6,000

区分 単位 ２５年度

地域の元気臨時交付金

（最終）予算額 千円

5,995 5,972

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

特定・その他財源（ ） 千円 41,621

④

事

業

コ

ス

ト

千円 5,972 10,533

決算額

47,616

一般財源 千円



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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必要不可欠な改修工事等において、優先度を考慮して経費の節減を図りながら実

施しており、おおむね要望に対応することができた｡。

総括及び事業実施上

の課題

a

積算時の経済設計にあたっては、ランニングコスト等を考慮し、効率的な改修に務

めており、改善の余地はあまり無い。

B

期待された効果は得ら

れていますか

市の関与は妥当です

か

緊急性に配慮し、学校間の調整を行いながら実施してお

り、おおむね公平性は確保されている｡

事業の効率性を高め

られますか

b

AA

公平性

a

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

a 市立学校であり、市が行う事業である｡

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性

a

学校施設の適正な維持管理を恒久的に続けていかなければならない。

施設の老朽化により修繕要望は増えているが、緊急性に配慮しつつおおむね適

切な維持管理がされている｡

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・予算額6,000千円の中で、緊急性・危険性・必要性を考慮して実施していく。

取り組み方向

・施設設備の老朽化が進んでいることから、計画的な改修を実施するともに、大規模な改修工事も検討し、学習環境の整備を図る必要

がある。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

一次総合評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

有効性

施設の老朽化に伴い、学校からの改修要望等は多くなっていることから、学校施設

の適正な維持管理をする必要性がある。

二次評価（総括）

AA

AAAA

効率性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 ■ その他 （ ）

単位

1 千円

2 千円

3 千円
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需用費   ６６，２７４

役務費          ５，１３４

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

その他   ３６６臨時職員賃金・共済費  １０，６４８

一般財源 千円 81,800 87,051 82,422

決算額

千円 81,800 87,051 82,422

特定・その他財源（ ） 千円

千円 83,083 90,048 79,735

２７年度

86,710

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

施設・設備等の維持管理を含め、円滑な学校運営に寄与した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

需用費（通信運搬費）１３校分 3,713 3,610 4,068

11,132 11,335

需用費（光熱水費）１３校分 47,218 49,951 46,157

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

需用費（消耗品費）１３校分 11,023

事業目的

（～という状態に

するために）

学校運営に必要な需用費等経費

具体的な事業

内容

（～を行う）

臨時職員(用務員）の共済費及び賃金・消耗品費・光熱水費・通信運搬費等

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

全市立小学校児童

最終的な

受益者

市民

（八街市総合計画）

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

教育総務課

主査補・富谷和恵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 小学校管理諸費
所

管

課

等

シート番号
４

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

教育委員会



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a 学校現場において、経費の節減に努めるように依頼をし、実施してもらっている。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

学校を運営するうえで、必要な経費のみを計上し、更なる経費の節減に努める。

取り組み方向

学校を円滑に運営できるよう、必要な経費の確保に努める。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

施設の老朽化に伴い、需用費等の必要な経費が増加する傾向にある。また、電気

料金・燃料費等の価格の変動に伴い必要額を把握することが難しい。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 義務教育を受けるもの全てが対象である。 AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a

学校運営に必要不可欠な臨時職員・需用費・公共料金等を確保しなければならな

いため。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 必要な経費を確保することにより、学校生活を安定させることができた。 AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

教育に対する関心の高まりもあり、学校運営を行ううえで必要な施設・設備等の経

費である。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

3 件

4 件

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

7,144

1,440

12,862
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費（消耗品、修繕）

委託料 24,953

1,075

役務費（手数料） 備品購入費 2,433

28,690

一般財源 千円 30,328 28,690 24,953

千円

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

決算額

計

特定・その他財源（ ）

（最終）予算額 28,837

使用料及び賃借料

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・危険度、緊急度、必要性を考慮し、優先度の高いものから修繕、整備に務めた。

・物品についても耐用年数・老朽化度を考慮し、必要なものを購入した。

・平成２３年度から引き続き、東日本大震災に伴う、福島第一原発の事故による大気中の放射線量測定を実施した。

２８年度（目標）

24,953千円 30,328

２６年度

千円 28,837

3,860 3,105

20

12各種検査、調査、樹木剪定等の契約数

30,895 32,192

２７年度

・施設設備の老朽化に伴う修繕等の増加により、適正な環境保全の要望が多い状況になっている。

管理用備品（消耗品を含む）の購入 3,496 3,248

22,653

30

5,716 5,400

13,937

30

1,018 890 1,440 1,034各種検査、調査、樹木剪定等の実施

修繕等による施設設備の適切な機能の維持確保 5,572 5,394

小学校施設維持管理事業

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街施策の大綱

・施設設備等の維持管理を適正に行い、良好な学校生活を過ごせるようにするために。

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

学校施設の修繕契約数 63 79 79

２８年度（目標）区分 ２５年度

事業の実績

12

学校施設の保守管理業務委託契約数 19 22 20

70

14 8

・学校施設の修繕、樹木の伐採、簡易専用水道管理状況検査、浄化槽法定検査等の実施。

・校舎警備、浄化槽維持管理、貯水槽維持管理、電気工作物保守点検、給食用エレベーター・リフトの保守点検、消防設備

保守点検、プール循環浄化濾過装置保守点検、樹木害虫駆除業務等の業務委託、特殊建築物定期調査業務委託、校務

用コンピュータ保守管理業務委託、消火器・ＡＥＤ・複写機の賃借を行う。

・学校管理用消耗品及び備品の購入。

公立の義務教育諸学校等施設の整備

事業目的

（～という状態に

するために）

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

当該事業が該当

する個別計画等

５

基本構想

①

事

務

事

業

の

概

要

所

管

課

等

に関する施設整備基本方針

副主幹 川名弘晃

443-1442

直接の対象者

（～に対して）

小学校

最終的な

受益者

小学生・教職員

kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名

（八街市総合計画）

具体的施策

教育委員会

教育総務課

業務委託による適正な維持管理の実施 18,603 18,375

五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

実施計画 2017

２６年度 ２７年度

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

学校管理用備品（消耗品を含む）購入契約数 11 24

②

「めざそう！ね（値）」

実施根拠実施方法

具体的な事業

内容

（～を行う）



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・技術の進歩にあわせ、ランニングコストの費用を削減できる新製品の導入などを検討し、経費の節減を図る。

（例：照明器具をＬＥＤなどの省エネ型に替えて交換する。又は改修工事の際、全面的な更新をするなど。）

・消火器(全校)の賃借については、平成２７年度から８年間のリース、またAED(全校)及び複写機(全校)の賃借について、

実住小は平成２６年から、その外の学校は平成２８年から５年間のリースとし、点検の効率化及び経費の削減を図る。

・平成２３年５月から大気中の放射線量を測定しているが、引き続き平成２８年度も測定を行う。

取り組み方向

・児童の安心安全な学校生活を確保するため、学校施設の定期的な保守点検、修繕、機器の交換等は必要不可欠であり、限られた

予算の中で、効率的で先進的な維持管理を図ってまいりたい。

AAAA

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

区分

B

施設の経年劣化により、学校からの要望は多く、学校施設の適正な維持管理のた

め必要である。

同種の業務などについては、幼･小･中学校で一括して発注し経費の削減を図ると

ともに、軽易な修繕については小規模工事登録業者へ発注し、地元業者育成にも

配慮しつつ効率的な執行を図るようにしている。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

緊急性に配慮し、学校間の調整を行いながら実施してお

り、おおむね公平性は確保されている｡

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

施設の経年による修繕等必要な箇所は増えているが、緊急性を考慮しおおむね

適正な維持管理が実施されている｡

AA

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b

必要不可欠な修繕、定期的な部品の交換・補修などにおいて、優先度を考慮して

経費の節減を図りながら実施し、おおむね要望に対応することができた｡

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

一次評価 判定理由

AA

市の関与は妥当です

か

a 市立学校であり､市が実施する事業である｡

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

3 件

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

11

0

475 計：
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②

H27年度事業完了

1

529

6

事業の実績

建築確認等の申請数

２６年度 ２７年度

5 2

２８年度（目標）

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

・学校生活環境の向上やプレハブ校舎の解消を図るために。

・プレハブ教室数が多く、校舎も何棟にも分かれており、全校集会等に移動時間を要し、非常に不便であるとの声があがっている。

・プレハブ教室の解消要望も多い。

2

区分 ２５年度

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

副主幹 川名弘晃

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

等に関する法律

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担

小学生・教職員

・校舎、及び屋内運動場の改築工事を実施する。

・校舎改築後、プレハブ校舎の解体を行う。（７棟）

・付帯設備の改修（キュービクル設備、受水槽の更新等）を行う。

・グラウンド整備工事を行う。

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

（八街市総合計画）

具体的施策 五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

2017

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

朝陽小学校改築事業

443-1442

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

小学校

最終的な

受益者

実施計画

事業目的

（～という状態に

するために）

・老朽化した鉄骨校舎の改築事業や老朽化した狭隘の屋内運動場の改築を行い、児童の学校生活環境の向上やプレハブ校舎の解消

を図るために。

具体的な事業

内容

（～を行う）

事業の効果

工事請負契約数 4

決算額

35,103 H27年度事業完了

２６年度 ２７年度

35,100

特定・その他財源（ ） 千円 84,075 318,851

千円 95,959

811,292 24,847一般財源

委託料：

改築工事の実施 92,260 1,070,916

54

役務費： 工事請負費： 34,560

34,560

（最終）予算額 千円

事業効果に関する

外部要因

・耐震性のない校舎等について、平成27年度までに構造体の耐震補強を完了するよう文部科学省より強く要望されている。

・鉄骨校舎、プレハブ校舎及び屋内運動場の老朽化（危険建物）のため、校舎及び屋内運動場を改築し、プレハブ校舎を解消す

る。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

千円

1,130,143

10,253

102,123 1,145,828

業務委託契約数 4

工事に伴う消耗品、燃料費及び備品

学校施設環境改善交付金

・平成１９年度に用地測量、平成２０年度に基本計画を実施し、建設に向けて準備を進めました。平成２３年度から平成２４年度にか

けて調査・設計を行い、平成２５年度には、基礎工事を実施しました。平成２６年度に校舎及び屋内運動場を建設し、２７年度に

グラウンド整備を実施し、目的を達成しました。

２８年度（目標）

H27年度事業完了

使用料及び賃借料：

11,884

単位 ２５年度

備品購入費： 35,100

業務委託の実施

６

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費：

0

④

事

業

コ

ス

ト

区分

271 11

33,995

建築確認等の申請の実施 240

3,699



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 ■ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・H26年度で校舎及び屋内運動場の改築工事が完了、H27年度でグラウンド整備を行い、改築事業が完了した。

取り組み方向

・平成２７年度で、グラウンド整備工事を実施して本改築事業を完了した。

AA

危険校舎及び危険屋内運動場の解消、学習環境の向上を図れるものと思われる。

a

児童数の将来推計、地域活動の場としての学校を考慮して事業を進めていく。平

成２５年度～平成２７年度に国庫負担金及び交付金補助事業として実施。

その外、太陽光発電設備工事を環境省の補助事業を活用して整備、国の制度を

有効に活用して、市の負担軽減に配慮した。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

AAAA

効率性

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分

耐震診断の結果、昭和４３年度建築の鉄骨校舎は耐震性が低く、改築すべきであるとの判

断であり、併せてプレハブ校舎も経年劣化があり、環境もあまりよくない。屋内運動場も狭く、

劣化があるので、校舎と屋内運動場を合わせて改築する要望が高い。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a AA

a 公立学校の施設整備であり、公平である。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性

事業の効率性を高め

られますか

a

事業の実施に向けて、工事に着手できるよう計画的にかつ繊細な調査・設計を進

めていく。

二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

一次評価 判定理由

AA

市の関与は妥当です

か

a

市が実施する事業である。

学校の中に地域コミュニティーの場としての施設整備を取り入れてまいりたい。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

1 千円

2 千円

3 千円

137

4,218

121,417 計 125,772
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委託料

工事請負費

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度

特定・その他財源（ ） 千円 22,132 114,545学校施設環境改善交付金

需用費(消耗品費)

42,817

２８年度（目標）

137 364

一般財源 千円 10,553 189,637 82,955

千円 285,403 342,724 278,325 110,264

事業効果に関する

外部要因

・避難所である屋内運動場の天井等の非構造部材について、平成２７年度までに耐震化を完了するよう文部科学省より強く要望され

ているが、全て完了していない。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・朝陽小学校の浄化槽の放流水の水質改善のための改修工事を行った。(H25)

・耐震補強工事について、国庫補助制度(学校施設環境改善交付金)を活用して、3校の補強工事を実施して、耐震性を確保した。(H26)

・実住小学校便所改修工事を実施し、学校生活環境の向上を図った。(H26)

・朝陽小学校に防災備蓄倉庫と災害用トイレを備えた、屋外倉庫棟建築工事を実施した。(H26)

・交進小学校、二州小学校、八街東小学校の３校の屋内運動場における天井等の非構造部材耐震化の調査設計業務の委託を行い(H26)、H27

に改修工事を実施した。

決算額

千円 32,685 304,182 125,772

（最終）予算額

7 6 4

業務委託契約数 4 10 7 3

２７年度

5,900

事業の効果

施設設備の改修工事の実施 32,685 283,100 121,417 104,000

設計及び監理業務の実施 19,678

ｏ 事ｏ 事Ｄｏ 事務事業の実施Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

工事請負契約数 1

工事に伴う消耗品

21,082 4,218

具体的な事業

内容

（～を行う）

・朝陽小学校の浄化槽の放流水の水質改善を行う。

・補強が必要な川上小学校、交進小学校、八街東小学校の校舎の耐震補強工事及び工事の監理業務を行う。

・実住小学校便所改修工事を実施し、学校生活環境の向上を図る。

・朝陽小学校に防災備蓄倉庫と災害用トイレを備えた、屋外倉庫棟建築工事を行う。

・避難所となる小学校屋内運動場における天井等の非構造部材耐震化の調査設計業務委託を行う。

・調査に基づき、屋内運動場の非構造部材耐震改修工事を行う。

・川上小学校の空調設備設置工事設計業務の委託を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

・学校生活環境の向上を図るために。

・八街東小学校(S56)・川上小学校(S49)・朝陽小学校(S58)、二州小学校沖分校(S54)等の便所が老朽化しており、異臭を放ち衛生上

好ましくないので、改修してほしいとの意見がある。

・議会の一般質問にて、教室への空調設備の設置要望がある。

直接の対象者

（～に対して）

小学校

最終的な

受益者

小学生・教職員

事業目的

（～という状態に

するために）

・老朽化した学校施設・設備について、耐震化を含め計画的な改修を行い、児童の安全確保および学校生活環境の向上を図るため

に。

kyousou@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策 五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

公立の義務教育諸学校等施設の整備

に関する施設整備基本方針

H28予算

2,500

H27から繰越し

107,764

７

会 事務 シ教育委員会の事務事業評価シート

ｌ 務Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 小学校施設改修事業
所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

副主幹 川名弘晃

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-24-

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

積算時の経済設計にあたっては、ランニングコスト等を考慮し、効率的な改修に

務めており、改善の余地はあまり無い。

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

施設の老朽化に伴い、耐震性のない校舎があり児童の安全を確保するため、早

急に耐震改修を実施する必要性がある。

老朽化した便所は、悪臭等があり、生活環境が悪く改善する必要性がある。

事務事業の今後

の方向性

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

耐震性のない校舎の改修、避難所の機能向上、児童の

生活環境の確保するもので公平である｡

AA

務 の 価Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

AAAA

市の関与は妥当です

か

a 市立学校であり、市が行う事業である｡

有効性

期待された効果は得

られていますか

a

耐震改修工事を実施することにより、児童の安全が確保できる。

防災備蓄倉庫、災害用トイレの設置により、避難所としての機能が向上する。

の 業のＡｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・笹引小学校、川上小学校の屋内運動場における天井等の非構造部材耐震改修工事及び工事監理業務を行う。

・八街北小学校の屋内運動場の非構造部材の耐震化を図る為の調査設計業務を委託する。

取り組み方向

・屋内運動場の非構造部材の耐震改修は、児童の安全確保と避難所という観点から早急に実施し、工事前年度に調査した学校に

ついては、翌年度中に完了させることが重要である。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

施設の老朽化により、耐震性のない校舎等や非構造部材は早急に耐震改修し、

児童の安全を確保しなければならない。

地域の避難所としての機能や児童の良好な生活環境は、確保しなければならな

い。

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

AAAA

外部総合評価

A A



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

1 千円

2

3,810

-25-

業務委託契約数

千円 4,000 5,007

２６年度

一般財源 千円 3,833

千円 3,833

4,993 3,810

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

工事請負費：

決算額 特定・その他財源（ ） 千円

4,993

3,862 13,000

２７年度

3,810

・施設設備の老朽化に伴い実施しなければならない改修工事箇所の増加により、適正な環境保全の要望が多い状況になってい

る。

施設設備の改修工事の実施

（最終）予算額

２５年度

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・危険度、緊急度、必要性を考慮し、優先度の高いものから改修、整備を行い良好な学校環境の整備に務めた。

・八街中学校屋上改修工事、八街中学校非常放送用増幅器交換工事等を実施した。(H26)

・限りある予算の中で、9件の施設の維持管理工事を発注した。(H27)

２８年度（目標）

事業の実績

3,833 4,993 13,000

事業の効果

業務委託の実施

単位 ２５年度

教育委員会

会 事務 シ教育委員会の事務事業評価シート

ｌ 務Ｐｌａｎ 事務事業の概要

副主幹 川名弘晃

所

管

課

等

443-1442

当該事業が該当

する個別計画等

事務事業名

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街施策の大綱

中学校施設整備事業

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

教育総務課

８

基本構想

kyousou@city.yachimata.lg.jp

3,810

ｏ 事ｏ 事Ｄｏ 事務事業の実施Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分

2 4 9

２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

3工事請負契約数

④

事

業

コ

ス

ト

区分

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

具体的施策

実施方法

事業目的

（～という状態に

するために）

・施設設備等の改修工事を行い、良好な学校生活を過ごせるようにするために。

中学生・教職員

に関する施設整備基本方針

具体的な事業

内容

（～を行う）

・学校施設の改修、設備の交換等を行う。

・八街南中学校の受水槽が漏水しているため、交換工事を行う。(H28)

（八街市総合計画）

公立の義務教育諸学校等施設の整備

五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

中学校

最終的な

受益者



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-26-

施設の老朽化に伴い、学校からの改修要望等は多くなっていることから、学校施

設の適正な維持管理をする必要性がある。

a

必要不可欠な改修工事等において、優先度を考慮して経費の節減を図りながら

実施しており、おおむね要望に対応することができた｡

必要性

市民からのニーズは

高いですか

効率性

事業の効率性を高め

られますか

有効性

期待された効果は得

られていますか

市の関与は妥当です

か

a

区分

務 の 価Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

一次評価 判定理由

積算時の経済設計にあたっては、ランニングコスト等を考慮し、効率的な改修に

務めており、改善の余地はあまりない。

BBBBb

二次評価（総括）

の 業のＡｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・限りある予算4,000千円の中で、緊急性・危険性・必要性を考慮して実施していく。

・八街南中学校の受水槽が漏水しているため、交換工事を実施する。

取り組み方向

・施設設備の老朽化が進んでいることから、計画的な改修を実施するともに、大規模な改修工事も検討し、学習環境の整備を図る必要

がある｡

AA

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

学校施設の適正な維持管理を恒久的に続けていかなければならない。

施設の老朽化により修繕要望は増えているが、緊急性に配慮しつつおおむね適

切な維持管理がされている｡

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

緊急性に配慮し、学校間の調整を行いながら実施してお

り、おおむね公平性は確保されている｡

⑤

事

務

事

業

の

評

価

AA

市立学校であり、市が行う事業である｡

AAAA

A

事務事業の今後

の方向性

a

外部総合評価

A



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 ■ その他 （ ）

単位

1 千円

2 千円

3 千円

-27-

需用費    ４６，４５７

役務費        ３，０１８

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

その他 ２９７臨時職員共済費・賃金  ６，１０９

一般財源 千円 60,024 59,362 55,881

決算額

千円 60,024 59,362 55,881

特定・その他財源（ ） 千円

千円 61,209 62,803 53,713

２７年度

60,082

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

施設・設備等の維持管理を含め、円滑な学校運営に寄与した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

需用費（通信運搬費）４校分 2,093 2,142 2,368

7,409 7,509

需用費（光熱水費）４校分 33,232 35,008 31,794

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

需用費（消耗品費）４校分 7,417

事業目的

（～という状態に

するために）

学校運営に必要な需用費等経費

具体的な事業

内容

（～を行う）

臨時職員(用務員）の共済費及び賃金・消耗品費・光熱水費・通信運搬費等

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

全市立中学校生徒

最終的な

受益者

市民

（八街市総合計画）

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

教育総務課

主査補・富谷和恵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 中学校管理諸費
所

管

課

等

シート番号
９

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

教育委員会



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-28-

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a 学校現場において、経費の節減に努めるように依頼をし、実施してもらっている。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

学校を運営するうえで、必要な経費のみを計上し、更なる経費の節減に努める。

取り組み方向

学校を円滑に運営できるよう、必要な経費の確保に努める。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

施設の老朽化に伴い、需用費等の必要な経費が増加する傾向にある。また、電気

料金・燃料費等の価格の変動に伴い必要額を把握することが難しい。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 義務教育を受けるもの全てが対象である。 AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a

学校運営に必要不可欠な臨時職員・需用費・公共料金等を確保しなければならな

いため。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 必要な経費を確保することにより、学校生活を安定させることができた。 AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

教育に対する関心の高まりもあり、学校運営を行ううえで必要な施設・設備等の経

費である。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

3 件

4 件

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

5,868

299

5,913 675 計

-29-

13,736

事業目的

（～という状態に

するために）

・施設設備等の維持管理を適正に行い、良好な学校生活を過ごせるようにするために。

具体的な事業

内容

（～を行う）

・学校施設の修繕、樹木の伐採、簡易専用水道管理状況検査、浄化槽法定検査等の実施。

・校舎警備、浄化槽維持管理、貯水槽維持管理、電気工作物保守点検、給食用エレベーター・リフトの保守点検、消防設備保守点検、

プール循環浄化濾過装置保守点検、樹木害虫駆除業務等の業務委託、特殊建築物定期調査業務委託、校務用コンピュータ保守

管理業務委託、消火器・ＡＥＤ・複写機の賃借を行う。

・学校管理用消耗品及び備品の購入。

事業の実績

事業の効果

2,113

13,736

委託料

一般財源 千円

備品購入費

千円

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

299 305各種検査、調査、樹木剪定等の実施

学校施設の保守管理業務委託契約数 17 1617

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

（八街市総合計画）

直接の対象者

（～に対して）

中学校

実施計画

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

最終的な

受益者

中学生・教職員

公立の義務教育諸学校等施設の整備

に関する施設整備基本方針

具体的施策 五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

１０

2017

「めざそう！ね（値）」

実施根拠

所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

副主幹 川名弘晃

443-1442

kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 中学校施設維持管理事業

事業効果に関する

外部要因

施設設備の老朽化に伴う修繕等の増加により、適正な環境保全の要望が多い状況になっている。

1,711 1,846

9,136 9,387

52

5 4

11

業務委託による適正な維持管理の実施

4,691 4,500

6,700

4各種検査、調査、樹木剪定等の契約数

338

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

4,891

２８年度（目標）

16

学校施設の修繕契約数 38 45 52

管理用備品（消耗品を含む）の購入 1,553

・危険度、緊急度、必要性を考慮し、優先度の高いものから修繕、整備に務めた。

・物品についても耐用年数・老朽化度を考慮し、必要なものを購入した。

・平成２３年度から引き続き、東日本大震災に伴う、福島第一原発の事故による大気中の放射線量測定を実施した。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

④

事

業

コ

ス

ト

15,499 15,364

14,98416,170

15,499 15,364

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 16,170 19,535

２６年度 ２７年度区分 単位 ２５年度

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費（消耗品、修繕） 使用料及び賃借料

194

13,736

787

役務費（手数料） 原材料費

6

学校管理用備品（消耗品を含む）購入契約数 11 12 11

12,617

修繕等による施設設備の適切な機能の維持確保 4,500

310

特定・その他財源（ ） 千円



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・技術の進歩にあわせ、ランニングコストの費用を削減できる新製品の導入などを行い、経費の節減を図る。

（例：照明器具をＬＥＤなどの省エネ型に替えて交換する。又は改修工事の際、全面的な更新をするなど。）

・消火器(全校)については、平成２７年度から８年間、AED(全校)は平成２５年度から５年間、複写機(中央中)については平成２６年から、そ

の外の学校は平成２８年から５年間のリースとし、点検の効率化及び経費の削減を図る。

・平成２３年５月から大気中の放射線量を測定しているが、引き続き平成２８年度も測定を行う。

取り組み方向

・生徒の安心安全な学校生活を確保するため、学校施設の定期的な保守点検、修繕、機器の交換等は必要不可欠であり、限られた

予算の中で、効率的で先進的な維持管理を図ってまいりたい。

期待された効果は得ら

れていますか

AAAA

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

一次総合評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

有効性

総括及び事業実施上

の課題

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

緊急性に配慮し、学校間の調整を行いながら実施してお

り、おおむね公平性は確保されている｡

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

必要不可欠な修繕、定期的な部品の交換・補修などにおいて、優先度を考慮して

経費の節減を図りながら実施し、おおむね要望に対応することができた｡

二次評価（総括）

⑥

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

市の関与は妥当です

か

a

B

a 市立学校であり、市が行う事業である。

AA

一次評価 判定理由区分

学校施設の経年劣化などにより学校からの要望は多くなっている｡

事務事業の今後

の方向性

外部総合評価

A A

a

同種の業務などについては、幼･小･中学校で一括して発注し経費を削減を図ると

ともに、軽易な修繕については小規模工事登録業者へ発注し、地元業者育成にも

配慮しつつ効率的な執行を図るようにしている。

a

施設の経年による修繕等必要な箇所は増えているが、緊急性を考慮しおおむね

適正な維持管理が実施されている｡



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

1 千円

2 千円

3 千円

0

3,078

0 計 3,078
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費(消耗品費)：

委託料：

工事請負費：

3,078

特定・その他財源（ ） 千円 学校施設環境改善交付金 21,989 21,019 0

H28予算 H27から繰越し

24,182 98,883

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・八街南中学校の浄化槽の放流水の水質改善のための改修工事を行った。(H25)

・耐震補強工事について、国庫補助制度(学校施設環境改善交付金)を活用して、1校の補強工事を実施して、耐震性を確保した。

(H26)

・八街南中学校屋内運動場における天井等の非構造部材耐震化の調査設計業務委託を行った。(H27)

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 50,592 50,592 101,961 123,065

決算額

千円 38,518 42,421 3,078

一般財源 千円 16,529 21,402

事業効果に関する

外部要因

・耐震性のない校舎等について、平成27年度までに耐震補強を完了するよう文部科学省より強く要望されている。

・避難所である屋内運動場の天井等の非構造部材について、平成２７年度までに耐震化を完了するよう文部科学省より強く要望さ

れている。

118,000

設計及び監理業務の実施 9,061 4,104 3,078 4,732

工事に伴う消耗品 333

施設設備の改修工事の実施 29,400 38,317 0

工事請負契約数 1 1 0 2

業務委託契約数 3

ｏ 事ｏ 事Ｄｏ 事務事業の実施Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

1 2 1

事業の効果

事業の実績

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

公立の義務教育諸学校等施設の整備

に関する施設整備基本方針

具体的な事業

内容

（～を行う）

・八街南中学校のの浄化槽の放流水の水質改善を行う。

・補強が必要な八街中学校の校舎について、耐震補強工事及び工事の監理業務を行う。

・避難所となる八街南中学校屋内運動場における天井等の非構造部材耐震化の調査設計業務委託を行う。

・調査に基づき、屋内運動場の非構造部材耐震改修工事を行う。

・八街中学校の避難階段設置工事と監理業務を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

・生徒の学校生活環境の向上を図るために。

・議会の一般質問にて、教室への空調設備の設置要望がある。

直接の対象者

（～に対して）

中学校

最終的な

受益者

中学生・教職員

事業目的

（～という状態に

するために）

・老朽化した学校施設・設備について、耐震化を含め計画的な改修を行い、生徒の安全確保および学校生活環境の向上を図るために。

１１

員会 事 価教育委員会の事務事業評価シート

ｌ 務Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 中学校施設改修事業
所

管

課

等

教育委員会

教育総務課

副主幹 川名弘晃

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策 五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

実施計画 2017



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 耐震性のない校舎を改修するもので公平である｡ A

の 業のＡｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・八街南中学校の屋内運動場における天井等の非構造部材耐震改修工事及び工事監理業務を行う。

取り組み方向

・屋内運動場の非構造部材の耐震改修は、生徒の安全確保と避難所という観点から早急に実施し、工事前年度に調査した学校に

ついては、翌年度中に完了させることが重要である。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

・施設の老朽化により、耐震性のない校舎等や非構造部材は早急に耐震改修

し、生徒の安全を確保しなければならない。

事務事業の今後

の方向性

外部総合評価

A A

務 の 価Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

施設の老朽化に伴い、耐震性のない校舎等があり生徒の安全を確保するため、

早急に耐震改修を実施する必要性がある。

AA

市の関与は妥当です

か

a 市立学校であり、市が行う事業である｡

有効性

期待された効果は得

られていますか

a

・耐震改修工事を実施することにより、生徒の安全が確保できる。

・浄化槽改修工事を実施することにより、排水基準を確保できる。

AA

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

積算時の経済設計にあたっては、ランニングコスト等を考慮し、効率的な改修に

務めており、改善の余地はあまり無い。

A



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

□ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 園

2 人
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

補助金 ４４，０８０

一般財源 千円 36,035 34,320 31,187

特定・その他財源（ ） 千円 11,263 13,159 12,893幼稚園就園奨励費補助金

千円 48,221 48,517 46,804 45,331

決算額

千円 47,298 47,479 44,080

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

私立幼稚園に通園する園児の保護者の経済的負担の軽減が図られた。

④

事

業

コ

ス

ト

単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

19 17

補助対象者 381 353 330

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

私立幼稚園数 18

事業目的

（～という状態に

するために）

私立幼稚園に通園する園児の保護者の所得状況に応じて、保護者の経済的負担を軽減するとともに、公立・私立間の保護者

負担格差の是正を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市は国から幼稚園就園奨励費補助金の交付を受け実施。

私立幼稚園の設置者は、通園する園児の保護者の所得状況に応じて市に対し補助金申請を行い、補助金の交付を受け保護

者に還元する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

実施方法 実施根拠

八街市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱

直接の対象者

（～に対して）

私立幼稚園の設置者

最終的な

受益者

私立幼稚園に通園する園児の保護者

（八街市総合計画）

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

教育総務課

主査補・富谷和恵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 私立幼稚園就園奨励費補助事業費
所

管

課

等

シート番号
１２

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

教育委員会



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

国の補助制度の変更にあわせ、補助金額を決定する。該当する幼稚園に対し、対象となる保護者が制度を活用できるよう周知徹底を図る。

取り組み方向

子育て支援の一環として、国の補助基準に従い、継続して実施していく。

事務事業の今後

の方向性

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

幼児教育に対するニーズが高まる中で、保護者負担の格差是正を図り、幼児教育

振興に資するため必要である。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

外部総合評価

A A

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a 国の補助基準で補助しているため、効率性向上の余地はない。 AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

保護者の所得状況等に応じて補助金額が決定されてい

る。

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a 国と市で行っている事業であり、妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 国の補助基準と同額を補助しており、概ね期待通りの効果は得ている。 AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

公立幼稚園との格差是正及び保護者の経済的負担の軽減のため、ニーズは高

い。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

□ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 園

2 学級

3 人
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

補助金 ２，２６０

一般財源 千円 2,718 2,436 2,260

特定・その他財源（ ） 千円

千円 2,718 2,808 2,268 2,260

決算額

千円 2,718 2,436 2,260

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

私立幼稚園の健全な運営に資することができた。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

園児数 383 336 296

4 3

学級数 21 19 18

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

幼稚園数 4

事業目的

（～という状態に

するために）

私立幼稚園の設置者に対し補助金を交付することにより、私立幼稚園の健全な運営と通園する園児の保護者の費用負担の軽

減を図り、幼児教育の振興に資する。

具体的な事業

内容

（～を行う）

私立幼稚園の設置者からの申請に基づき、学級数及び園児数に応じて補助金を交付する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

実施方法 実施根拠

八街市私立幼稚園運営費補助金交付要綱

直接の対象者

（～に対して）

私立幼稚園の設置者

最終的な

受益者

私立幼稚園に通園する園児の保護者

（八街市総合計画）

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

教育総務課

主査補・富谷和恵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 私立幼稚園運営費補助事業
所

管

課

等

シート番号
１３

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

教育委員会



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市内の私立幼稚園３園に照会し、幼稚園の設置者からの申請に基づき補助を行う。

取り組み方向

今後園児数の減少が見込まれ、私立幼稚園の保護者の負担増が予想される。このため、継続的に運営費補助金を支出することにより、私

立幼稚園の円滑な運営を図り、ひいては保護者の負担軽減につなげたい。

事務事業の今後

の方向性

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a 私立幼稚園の健全な運営と保護者の経済的負担の軽減のため、必要である。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

外部総合評価

A A

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a 幼稚園設置者への直接補助であり、低減の余地はない。 AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

各私立幼稚園の学級数・園児数により決定しており適切

である。

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a 市内の私立幼稚園への補助事業であり、市の関与が必要。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 保護者の負担軽減につながり、概ね期待通りの効果を得ている。 AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 私立幼稚園の健全な運営と保護者の経済的負担の軽減のため、ニーズが高い。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2353

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 ■ その他 （ ）

単位

1 千円

2 千円

3 千円
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需用費      ６，４２３

役務費    ７８８

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

その他       ３７６臨時職員共済費・賃金 １０，６７６

一般財源 千円 12,419 14,489 18,263

決算額

千円 12,419 14,489 18,263

特定・その他財源（ ） 千円

千円 13,422 14,753 19,257

２７年度

18,885

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

施設・設備等の維持管理を含め、円滑な幼稚園運営に寄与した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

需用費（光熱水費）3園分 3,131 3,786 4,267

6,705 9,142

需用費（消耗品費）３園分 1,452 1,447 1,400

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

臨時職員賃金 5,158

事業目的

（～という状態に

するために）

幼稚園運営に必要な需用費等経費

具体的な事業

内容

（～を行う）

臨時職員（幼稚園教諭・特別支援員）の共済費及び賃金・消耗品費・光熱水費・通信運搬費等

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

全市立幼稚園園児

最終的な

受益者

市民

（八街市総合計画）

具体的施策 子供の教育・健全育成の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

教育総務課

主査補・富谷和恵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1442

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyousou@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 幼稚園諸費
所

管

課

等

シート番号
１４

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

教育委員会



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

幼稚園現場において、経費の節減に努めるように依頼をし、実施してもらってい

る。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

幼稚園を運営するうえで、必要な経費のみを計上し、更なる経費の節減に努める。

取り組み方向

幼稚園を円滑に運営できるよう、必要な経費の確保に努める。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

施設の老朽化に伴い、需用費等の必要な経費が増加する傾向にある。また、電気

料金・燃料費等の価格の変動に伴い必要額を把握することが難しい。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 幼稚園教育を受けるもの全てが対象である。 AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a

幼稚園運営に必要不可欠な臨時職員・需用費・公共料金等を確保しなければなら

ないため。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 必要な経費を確保することにより、幼稚園生活を安定させることができた。 AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

教育に対する関心の高まりもあり、幼稚園運営をするうえで必要な施設・設備等の

経費である。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2355

E-mail

学校施設の整備 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 件

2 件

3 件

4 件

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

1,019

90

1,546
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費（消耗品、修繕）：

委託料：

4,382

千円

4,382

1,507

役務費（手数料）： 備品購入費： 220

④

事

業

コ

ス

ト

千円 4,879

２６年度

千円 5,434

4,072

5,154 5,441

２７年度 ２８年度（目標）

実施方法

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

具体的な事業

内容

（～を行う）

・施設の修繕、樹木の伐採、浄化槽法定検査等の実施する。

・園舎警備、浄化槽維持管理、受水槽維持管理、消防設備保守点検、樹木害虫駆除業務、遊具点検業務の委託業務及び送迎用駐車

場・AED・複写機の賃借を行う。

・幼稚園管理用消耗品及び備品の購入。

各種検査、調査、樹木剪定等の契約数

幼稚園施設の修繕契約数 11 12 12

２８年度（目標）区分 ２５年度

3

12 13

13

3 2

に関する施設整備基本方針

公立の義務教育諸学校等施設の整備

実施根拠

事業の実績

254 586

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・危険度、緊急度、必要性を考慮し、優先度の高いものから修繕、整備に務めた。

・物品についても耐用年数・老朽化度を考慮し、必要なものを購入した。

・平成２３年度から引き続き、東日本大震災に伴う、福島第一原発の事故による大気中の放射線量測定を実施した。

736 587

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

593

業務委託による適正な維持管理の実施 3,454 3,364

修繕等による施設設備の適切な機能の維持確保 600

3,753

4

985

443-1442ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

教育委員会

幼稚園

最終的な

受益者

幼稚園児・教職員

1,000

3,053

２６年度 ２７年度

13幼稚園施設の保守管理業務委託契約数 12

3

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

幼稚園管理用備品（消耗品を含む）購入契約数 5 6 4

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

①

事

務

事

業

の

概

要
事業目的

（～という状態に

するために）

・施設設備等の維持管理を適正に行い、良好な幼稚園生活を過ごせるようにするために。

直接の対象者

（～に対して）

教育総務課

五の街 子供の教育・健全育成の充実－－－学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

事務事業名

（八街市総合計画）

具体的施策

施策の大綱

幼稚園施設維持管理事業

１５

kyousou@city.yachimata.lg.jp

所

管

課

等

副主幹 川名弘晃

各種検査、調査、樹木剪定等の実施 89 78 90 102

・施設設備の老朽化に伴う修繕等の増加により、適正な環境保全の要望が多い状況になっている。

管理用備品（消耗品を含む）の購入

区分 単位 ２５年度

決算額

計

特定・その他財源（ ）

（最終）予算額 5,159

使用料及び賃借料：

一般財源 千円 4,879 4,072

4,382



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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必要不可欠な修繕、定期的な部品の交換・補修などにおいて、優先度を考慮して

経費の節減を図りながら実施し、おおむね要望に対応することができた｡

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・技術の進歩にあわせ、ランニングコストの費用を削減できる新製品の導入などを行い、経費の節減を図る。

（例：照明器具をＬＥＤなどの省エネ型に替えて交換する。又は改修工事の際、全面的な更新をするなど。）

・平成２３年５月から大気中の放射線量を測定しているが、引き続き平成２８年度も測定を行う。

取り組み方向

・園児の安心安全な園生活を確保するため、施設の定期的な保守点検、修繕、機器の交換等は必要不可欠であり、限られた予算の中

で、効率的で先進的な維持管理を図ってまいりたい。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

AAAA

一次総合評価

効率性

事業の効率性を高め

られますか

総括及び事業実施上

の課題

a

施設の経年による修繕等必要な箇所は増えているが、緊急性を考慮しおおむね

適正な維持管理が実施されている｡

a

緊急性に配慮し、幼稚園間の調整を行いながら実施して

おり、おおむね公平性は確保されている｡

区分

B

同種の業務などについては、幼･小･中学校で一括して発注し経費を削減を図ると

ともに、軽易な修繕については小規模工事登録業者へ発注し、地元業者育成にも

配慮しつつ効率的な執行を図るようにしている。

AA

AA

市の関与は妥当です

か

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

一次評価 判定理由

a 市立幼稚園であり、市が行う事業である。

b

園施設の経年劣化などにより、幼稚園からの要望は多くなっている｡

a

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2367

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

件数

回

回

報酬 45 報償費 288 役務費

共済費 10,730 旅費 158 負担金及び交付金

賃金 39,071 需用費 2,019 公課費
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107

1626

18

一般財源 千円 30,953 46,781

38,169 55,701 55,59554,703

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

特定・その他財源（ ） 千円 6,410 7,281決算額

千円 37,363 54,062 0

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

カウンセリング件数の増加により、問題を抱えている児童・生徒・保護者の状態が好転している。

２８年度（目標）

千円

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度

（最終）予算額

53,628

1,945

51,683

事業効果に関する

外部要因

H25年度からカウンセラーの小学校巡回相談実施

事業の効果

学校評議員会議の開催 3 3 3 3

627 676 680

カウンセラーの小学校巡回相談 16 12 12

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

カウンセラーによるカウンセリング 543

具体的な事業

内容

（～を行う）

カウンセラーによるカウンセリングを行う。

カウンセラーの小学校への巡回相談を行う。

学校評議員会議の開催

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

直接の対象者

（～に対して）

幼稚園・小・中学校教職員

最終的な

受益者

市民

事業目的

（～という状態に

するために）

充実した学校生活や学習支援を実現し、より開かれた園や学校づくりを推進していくために、カウンセラーを雇用し、相談体制の

充実を図るとともに、学校評議員制度を活かした意見聴取や情報交換等を各園、各学校で展開する。

所

管

課

等

教育委員会

実施方法 実施根拠

法令等

八街市教育支援センターの設置及び管理に関する条例第４条

（八街市総合計画）

具体的施策 学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

学校教育課

指導主事・関戸将仁

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

事務事業名

シート番号
１６

の事 業教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

教育指導諸費



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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事務事業の今後

の方向性

一次総合評価

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

平成28年度よりカウンセラーに関する業務は教育支援センター費へ移行。

学校評議委員の提言については学校運営に更に生かしていけるように努めていく。

取り組み方向

カウンセリングのニーズは、年々高くなっている。各家庭の環境も様々であり、心理的な側面とともに福祉的側面での関わりも必要である。教

育委員会では、小学校に新たに校内適応指導教室を設置し、指導及び相談体制の構築に更に努めていく。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市内の教育相談体制や教育条件、環境の整備の向上に

結び付く事業であり、公平性に問題はない。

AA

総括及び事業実施上

の課題

b

学校運営を向上させていくために、幼児児童生徒の個々のニーズに対応するた

め、さらに効率性に努めていく。

外部総合評価

期待された効果は得ら

れていますか

b

カウンセリングについては件数の増加とともに、不適応を起こしている児童生徒の

変容が見られるケースが多い。また、学校評議員による学校運営への提言によって

望まし変容を生み出している。

B

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

カウンセリングに関しては、即効性があるわけではないが、学校や関係諸機関と支

援の方向性を連携することにより、効率を高めるよう努めている。学校評議員による

活動は、限られた回数の中で目標が達成できるよう努めている。

B

有効性

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

各学校からのカウンセリングの問い合わせや電話による教育相談の状況や、学校

評議員による学校運営への提言が開かれた学校という安心感を生み、市民からの

ニーズは高い。

A

市の関与は妥当です

か

a

カウンセリングについては学校では相談しづらいケースもあり、学校評議員による

学校運営への提言は客観性があり、不可欠である。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

B A



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2362

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

□ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

人

回

回

16,200

-43-

シート番号
１７

の事 業教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 外国語指導助手事業費
所

管

課

等

教育委員会

学校教育課

指導主事・礒辺邦彦

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策 学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

学校教育法施行規則

学習指導要領

直接の対象者

（～に対して）

市内幼稚園・保育園・小学校・中学校の全幼児・園児・児童・生徒が対象

最終的な

受益者

市内幼稚園・保育園・小学校・中学校

の全幼児・園児・児童・生徒

事業目的

（～という状態に

するために）

八街市の幼児・園児・児童・生徒の国際理解教育の進展、小学校低学年における異文化理解の進展、小学校高学年における

小学校外国語活動の推進、中学校における英語の基礎力の確立を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市内各小中学校へのALTの派遣

市内各幼稚園、保育園の行事への派遣

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

各学校から授業担当時数の確保の要望

ALTの直接雇用

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

小・中学校へのALTの派遣 4 4 5 5

各幼稚園への派遣 3 3 3 3

各保育園への派遣 3 3 3 3

英語に関する興味関心の高まり

英語の能力の向上

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

異文化に対する理解の深まり

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

ALTの授業を実施することにより、子どもたちの英語の質的な向上やコミュニケーション能力が高まった。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 16,805 16,200 16,200 16,200

決算額

千円 16,805 16,200 16,200 0

特定・その他財源（ ） 千円

一般財源 千円 16,805 16,200 16,200

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

委託料



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

２０１１年４月より小学校５・６年生で英語の授業が必修化され、ALTを活用した授業

の必要性を求める意識は高まっている。

AA

A

市の関与は妥当です

か

a

外国語活動及び英語の授業は学習指導要領にも記載され必修となっている。ALT

について他市町では直接雇用をしているところもあり、市の関与は妥当であると考

える。

A

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 英語での会話力やコミュニケーション能力が高まっている。 A

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

民間会社への業務委託を行っている。契約金額も他市町に比べて低く設定してい

る。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

各学校へ均等に派遣できるように配置計画をしているの

で、受益が偏ることはない。

事務事業の今後

の方向性

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

英語における児童生徒へのきめ細かい指導、教職員への研修支援などがさらに充実される。今後も本事業を継続するとともに拡充していく

必要がある。今年度で契約が終了するので、来年度からの契約方法について検討する。

取り組み方向

外国語活動、特に英語学習への関心は新聞等でも度々特集を組まれるほど高まっている。、英語における児童生徒へのきめ細かい指導、

会話力・コミュニケーション能力のを向上させていくためには、今後も本事業を継続するとともに拡充していく必要がある。

外部総合評価

A A

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

小学校における英語の授業の必修化が実施となってから３年目を迎える。外国語

活動、特に英語学習への関心は新聞等でも度々特集を組まれるほど高まってい

る。今後も本事業を継続するとともに拡充していく必要がある。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2367

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

人

件数

回

人

5,460 153

559 183

45

-45-

シート番号
１８

の事 業教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 教育支援センター管理運営費
所

管

課

等

教育委員会

学校教育課

指導主事・関戸将仁

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

法令等

八街市教育支援センターの設置及び管理に関する条例第２条

直接の対象者

（～に対して）

全児童生徒、全保護者

最終的な

受益者

市民

事業目的

（～という状態に

するために）

学校に登校できなくなった児童生徒の居場所を作り、心を安定させ学校に復帰させるために適応指導教室を設置し、学習支援

や教育相談活動を行う。

具体的な事業

内容

（～を行う）

不登校児童生徒の居場所を確保するとともに、学習支援やスキル学習、教育相談活動を行うとともに、学校と連携し児童生徒の

成長を支援する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

適応指導教室利用者 16 14 7 9

カウンセラーによるカウンセリング 543 627 676 680

カウンセラーの小学校巡回相談 16 12 20

学校復帰児童生徒数 7 4 2 3

事業効果に関する

外部要因

安全確保のため、26年度より通学時は、保護者による送迎をお願いしている。

事業の効果

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

通所している児童・生徒については、少しずつ通所できる時間が長くなったり、表情が柔らかくなっている。学校復帰に向けての取り組

みの成果は、年度内に学校復帰した人数の他、卒業生2名とも通信制高等学校への進路決定ができたことにも現れている。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 5,885 5,964 6,566 9,478

決算額

千円 5,828 5,900 6,400 0

特定・その他財源（ ） 千円 5,827 5,848 6,199

一般財源 千円 1 52 201

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報酬 需用費等

賃金 役務費

報償費



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-46-

二次評価（総括）

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

本市の長欠不登校児童生徒の支援については喫緊の課題であり、そのニーズは

年々増加している。

AA

A

市の関与は妥当です

か

a

不登校児童生徒へ支援や未然防止は、将来の引きこもりを防止することともなり、

市の財政に寄与するもので、必要である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

学校復帰も平成２４年度は増加しており、卒業後の進路も全員が決まる等、効果が

得られている。

A

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a すでに臨時職員で対応しており、コストの削減に努めている。 A

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

不登校になる原因は多様化している。教育支援センター

の維持は、全児童生徒・保護者の権利を確保することな

る。

事務事業の今後

の方向性

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

本年度は新設した電話相談員も活用し、家庭訪問担当学校教育相談員及びカウンセラー、各小中学校との連携を密にして、不登校児童

生徒の好転に努めていく。幼児・児童・生徒個々のニーズにさらに応えられるようにするため、平成２５年度より小学校の巡回相談を行い、よ

り活用を広げるとともに、ＰＲに努める。なお平成28年度からカウンセラーに関する業務を教育指導諸費より移行。

取り組み方向

学習及び進路指導について、必要と思われる教材・資料及び、施設設備について、コスト削減に努めながらも予算措置を要望し、充実した

支援を行っていく。

外部総合評価

A A

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

八街市における本事業は、必要性と有効性を持っている。コストの削減に努めなが

らも充実した支援事業に努めていく。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2363

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

回

校

回

回

数

20

188
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費

需用費

一般財源 千円 352 399 208

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 567 470 436 450

決算額

千円 352 399 208

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

研修会及び講演会の実施により、教職員の指導方法に工夫や改善が見られるようになり、児童生徒の授業アンケートから分かりやす

い授業や興味関心を高められる学習活動に対して、肯定的な回答が得られるようになってきた。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

他市町村も夏季休業中を中心に研修会を実施している。学校群研修会、中学校区への研究指定は、本市独自のものです。

事業の効果

講演会開催数 1 1 1 1

研究指定 1 ２校区 ３校区 ３校区

研究指定 1 ２校区 ３校区 ３校区

研修等実施数 20 20 24 23

20 24 23

講演会開催数 1 1 1 1

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

研修等実施数 20

事業目的

（～という状態に

するために）

教職員の指導力及び資質を向上させ、たくましく生きる力を持った園児・児童生徒の育成に努める。

具体的な事業

内容

（～を行う）

学級運営、教務主任、学校人権教育、教育相談、特別支援教育、小学校英語の領域について研修会を実施する。また、中学校

群研修会、教務主任優良校研修視察、八街市教育講演会を実施する。研究指定を中学校区で行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

幼稚園・小・中学校教職員

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

指導主事・宮内太郎

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 教育センター運営費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
１９

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・本年度は特別支援教育と道徳の研究会を増やす等、研修の見直しを図った。

・教職員の資質の向上と専門性を高めるための研修会への参加及び、各学校において教育活動の向上のための教育講演会を開催

  する。

取り組み方向

各学校における教育活動及び研修による教職員の指導力向上のため最低限の予算措置、継続しての研修が必要である。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

教育公務員特例法に「教員はその職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努

めなければならず、その機会を与えなければならない」とある。教員の資質を高める

ためには、継続して研修を実施する必要がある。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

教職員の異動や状況により、研修内容や取り組みの方法等に柔軟な対応が求めら

れるため、効率性の追求にあたっては慎重を要する。

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

研修会には、学校の実情で１校から最低１名参加し、その

効果は市内の園児・児童生徒に反映されると考えられ、公

平性に問題はない。

AA

A

市の関与は妥当です

か

a

教職員の資質向上と授業力アップについて、個人の研修だけでは目標を達成しに

くいところがあり、全市を上げての取り組みは必要かつ妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

千葉県標準学力テストの結果に僅かではあるが向上が見られるとともに、魅力的な

学校づくりに教職員の研修が活かされている。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

各園、各校におけるアンケートや保護者等による評価から一層の学校改善に対す

る関心や要望は高い。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2361

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

回

回

75

162
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費

使用料及び賃借料

一般財源 千円 378 317 237

0

特定・その他財源（ ） 千円 0 0 0

千円 388 375 425 578

決算額

千円 378 317 237

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

継続的な取り組みにより、学力向上の兆しが見られ、不登校児童生徒の出現率の減少傾向が確認できた。また、家庭学習の習慣化な

ど保護者の意識の変容もみられている。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

学力向上プロジェクト推進会議の開催 2 2 2 2

3 3 3

連携教育アンケートの考察 1 1 1 1

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

中学校区の連携教育プランの策定と

実施

3

事業目的

（～という状態に

するために）

園児・児童生徒の生活の安定と健全育成をめざして、八街市における連携教育の在り方について研究し実践する。

具体的な事業

内容

（～を行う）

１ 学力向上のために授業改善を推進する。

２ 継続的な連携指導項目の徹底指導を推進する。

３ 学校と家庭、地域社会との連携を強化する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

教職員及び児童生徒

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

主幹・森澤仁志

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 育て八街っ子推進事業費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２０

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

「継続」の重視、「情報発信」の重視、「子どもたち同士、学校間をつなぐ絆」を強化の３点を今年度の重点とし、市内の園児及び児童生徒の

生活の安定と健全育成のため、本市の幼小中高連携教育の一層の推進を図る。

取り組み方向

会議の開催や、実践記録の作成に継続して取り組むことで、成果の検証や改善点を明らかにし、次年度以降の本事業の発展につなげる。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

園児、児童生徒の基本的な生活習慣の確率と学力向上のために、本事業の継続

的な推進は必要な取り組みです。本事業の中核である連携教育は、その内容の修

正や改善を図りながら一層の充実を目指すものです。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

達成目標に向けて事業内容の見直しや方策の改善を進め、効率性の向上に取り

組んでいく必要がある。

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市内全体の教育条件及び教育環境の整備と向上に結び

つく事業であり、公平性が維持できる。

BB

「やちまた教育の日」の反響等から考えて、幼稚園や小・中学校で安心して生活し

学ぶことができることへの市民のニーズは高まっている。

A

市の関与は妥当です

か

b

市内保育園、公立幼稚園及び小･中学校の効果的な連携を推進するために、全市

をあげての取り組みは必要かつ妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b

推進会議の開催や各実践から目標とする連携教育の在り方に近づきつつあるが、

各園や学校間の活動を調整したり、広く市民のニーズに対応した実践を展開する

ために、一層の検討も求められる。

B

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

外部総合評価

B A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2362

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

□ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

人

千円

30

178

14
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費 バス賃借料 378

消耗品費 印刷製本費 40

通信運搬費

一般財源 千円 4 1

0

特定・その他財源（ ） 千円 622 640 639

千円 643 640 641 0

決算額

千円 626 640 640

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

被災地に立ってみて、空気を感じ、直接活きを聞くことは絶大なる説得力を持つことができた。帰校後の報告会において、生徒たちは

「人生を変える出来事」とも表現している。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

実践的防災教育総合支援事業 1715 626 640

31 55

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

実践的防災教育総合支援事業参加人

数

68

事業目的

（～という状態に

するために）

生徒たちが支援者「共助」としての視点から、被災地へのボランティア活動等を行うことを通じて、自覚を促し、地域の一員として

貢献する意識を育てる。

具体的な事業

内容

（～を行う）

被災地（宮城県石巻市）派遣ボランティアを行う。現地の仮設住宅への梅干し・みそピーナツ・菜の花の種・キャロットジュースの

配布、吹奏楽部員による演奏、現地視察。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

市立八街南中学校生徒

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

指導主事・礒辺邦彦

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 実践的防災教育総合支援事業費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２１

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 ■ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

平成２７年度をもって、県からの委託事業が終了した。

取り組み方向

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

ボランディア活動を通じて自助・共助の意識が高まり、まちづくりに役立つ態度も育

つので今後も継続したい。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

ボランディア活動を実施するに当たり、定期的に事前会議を開催し、計画的に準備

を進めることが出来た。

A

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b

市内４中学校あるが、派遣ボランディア活動できるのは、１

校であった。

BB

A

市の関与は妥当です

か

a

生徒たちがボランディア活動を行うことで、災害時において、活動の中心となること

が出来るため、妥当と考える。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

ボランディア活動に行った生徒たちの感想や発表を聞くと、ボランディアに対する

意識が高まったと考える

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市民の中にも被災地へのボランデュアを行っているので、必要性は充分考えられ

る。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2364

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

人

人

人

人

384 5

2,273 21

210

-53-

シート番号
２２

教 員 事 価 ト教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 発達障害早期発見継続支援事業費
所

管

課

等

教育委員会

学校教育課

指導主事・狩野正哉

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

実住小学校，八街中央中学校，八街高等学校児童・生徒・保護者

最終的な

受益者

市民

事業目的

（～という状態に

するために）

各学校より得られた児童生徒にとって有効な支援方法を次の学校へ系統的につないでいく

具体的な事業

内容

（～を行う）

チェックシート（保護者に児童生徒の生活面や学習面の状態や配慮を要する事項等を記入していただくシート）を前在籍校の保

護者に記入していただいき，それを担任が加筆しまとめたものを後在籍校へ渡し，必要である児童生徒については個別の指導計

画を作成して支援の方法をつないでいく。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

チェックカード記入 335 335

研修会参加 90 90

事業の効果

引継ぎが必要な児童生徒の引継ぎ人

数

15 20

研修会での教員の効果 90 90

事業効果に関する

外部要因

通常学級における支援の必要な児童生徒の引継ぎツール不足

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

職員の研修では，全職員が効果を感じ，特別支援教育に関して意識を高めることができた。また，チェックカードの基本形を作成するこ

とができ，系統的な引継ぎの柱をつくることができた。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 3,817 5,260

決算額

千円 2,893 0

特定・その他財源（ ） 千円 2,892

一般財源 千円 1

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

共済費 旅費

賃金 需用費

報償費 役務費



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

■ 新規 □ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-54-

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

保護者の関心も高く，チェックシートへの記入等の協力は非常によくやっているの

で，ニーズは高いと考えられる。

A

市の関与は妥当です

か

a

年3回の協議会や各校への学校間コーディネーターの派遣等で，事業の中心と

なっているため妥当と考える。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b

引継ぎをした段階なので，１００％有効であったかはわからないが，手立てとして活

用事例は徐々に上がってきている。

BB

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

チェックシートや個別指導計画の作成に関して，検討をすることで，さらに効率性を

高められると考える。

BB

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b

支援を必要とする児童生徒についてはより効果を得られ

る。

BBBB

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

保護者や先生方のニーズも高く，八街市の幼小中高連携教育にもつながる形で

行っているので，さらに広めていきたい。

外部総合評価

A B

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

 事業のまとめに向けて，チェックカード・個別指導計画（保護者記入・本人記入・教師記入）のツールを確立し，リーフレットの検討・作成をす

ることで，対象校だけでなく，広く市内，市外の学校で活用できることが期待できる。

事務事業の今後

の方向性

取り組み方向

チェックカード，個別指導計画等をより精選し，事業の成果をまとめ，リーフレットを作成することで，幼小中高の系統的な引継ぎ方法を確立

していく。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2362

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

需用費 5,441 委託料 1,382 備品購入費 473

役務費 1,002 使用料及び賃借料 9,927

負担金補助及び交付金 71

-55-

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

一般財源 千円 21,472 14,015 18,296

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 22,071 14,299 21,097 17,288

決算額

千円 21,472 14,015 18,296

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

学校教育の中で、外部人材を活用したり、学校図書館図書の充実図るなど、各校の実情に即した教育活動の工夫改善を図ることがで

きた。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

専門的な知識・技能の伝達

備品購入（図書）

児童の興味・関心の向上

156 158 160

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

ゲストティーチャー活用事業 小学校 144

事業目的

（～という状態に

するために）

地域の教育力を取り入れ、児童の興味関心を高めるとともに､新しい学習内容に適応した教材、図書を供与するため。

具体的な事業

内容

（～を行う）

ゲストティーチャーの招聘を行う。

図書の購入を行う。

各種大会出場のためのバスの借り上げを行う。

教育用コンピューターの保守業務を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

市内小中学校児童生徒

最終的な

受益者

市内小中学校児童生徒

具体的施策 学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

指導主事・礒辺邦彦

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 小学校教育振興費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２３

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

地域のゲストティーチャー活用事業を推進することで、地域の力が子どもたちの学びの力にも大きくつながっていく。また、図書の購入に伴

い、国語における読む力の向上に期待ができる。

取り組み方向

今後も学校教育に求められるものは多岐にわたる。時代のニーズに合わせた教育活動の実践のためにも、外部人材の活用や学校図書の

充実など市内各校の支援を充実させていく。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

各学校の教育活動を工夫・改善し児童生徒の学習意欲を高めるために重要であ

る。特に、児童生徒の読む力の育成は急務であり、事業の継続が求められる。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

市内各校が教育活動を工夫改善するために、各校の実情に即した執行をしてい

る。

A

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市内各学校において、取り組む事業であり、公平性が保

たれると考える。

AA

A

市の関与は妥当です

か

a

新しい学習内容に即した地域人材の活用・図書教材の購入は、学習意欲の向上・

国語力の育成等において重要であり、市の関与は妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

児童の体験的活動において、専門的な知識・技能を取り入れることにより、児童が

意欲的に学習に取り組むと考える。また、図書の購入に伴い国語における読む力

の向上が期待できる。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

学校教育が地域との連携で、地域人材を積極的に授業に取り入れていくことは、教

育効果を高める上で重要なことであるという認識は高まっている。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2365

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

校

千円

1,696

-57-

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

備品購入費

一般財源 千円 1,804 1,774 1,696

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 1,809 1,809 1,709 1,709

決算額

千円 1,804 1,774 1,696

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

市内各小学校が教科指導上必要とする教材備品を購入し、整備した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

教材備品購入費 1,804 1,774 1,696 1,709

9 9 9

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

教材備品購入学校数 9

事業目的

（～という状態に

するために）

小学校に対して、教科指導上必要な備品を整備することにより、学校教育の充実を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市立小学校全校に対して、教材備品を購入し、整備する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

学校教育法

直接の対象者

（～に対して）

市立小学校児童

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

副主幹・吉田美恵子

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 小学校教材備品等購入費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２４

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市の厳しい財政上市内の小学校全校に充分な教材備品の整備が難しく、引き続き限られた予算配分の中での整備するよう努めます。

取り組み方向

学校教育法により、学習指導要領による指導内容に基づき教材備品を継続して整備していかなければならない。各学校の現状に併せて整

備する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

学習指導要領により不足している教材等を点検し、教材備品を適正に選定し整備

をしているが、全体的に予算不足である。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

限られた予算配分の中、教科指導に必要な備品を各小学校の現状に合わせて整

備した。

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 市内全小学校に対し整備をしており、公平である。 AA

A

市の関与は妥当です

か

a

学校教育法により、設置者が経費負担し、学習指導要領による指導内容の充実、

学力向上に繋がる。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

備品台帳の活用により、現有備品の確認を行い、教科指導に必要な備品を整備し

ている。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 学習指導要領による指導内容の充実、学力向上に繋がる。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2365

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

％

千円

945

-59-

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

備品購入費

一般財源 千円 1,562 2,101 473

0

特定・その他財源（ ） 千円 1,560 2,100 472

千円 3,186 4,310 980 1,120

決算額

千円 3,122 4,201 945

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

市内各小学校が教科指導上必要とする理科備品を購入し整備した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

理科備品購入費 3,122 4,201 945 1,120

82.7 82.9 82.9

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

理科備品現有数 78.3

事業目的

（～という状態に

するために）

小学校に対して、教科指導上必要な理科備品を整備することにより、学校教育の充実を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市立小学校全校に対して、理科備品を購入し、整備する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

学校教育法

直接の対象者

（～に対して）

市立小学校児童

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

副主幹・吉田美恵子

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 小学校理科教育振興用備品購入費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２５

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市の厳しい財政上市内の小学校全校に充分な理科備品の整備が難しく、引き続き限られた予算配分の中での整備するよう努めます。

また平成２４年度から１校あたりの国の基準額が下がったことにより、備品台帳により廃棄等の見直しを行い、国の補助金を活用する。

取り組み方向

学校教育法により、学習指導要領による指導内容に基づき理科備品を継続して整備していかなければならない。各学校の現状に併せて整

備する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

学習指導要領により不足している教材等を点検し、教材備品を適正に選定し整備

をしているが、全体的に予算不足である。今年度は、国の補助金が追加交付され

たため、必要な備品が整備できた。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

限られた予算配分の中、教科指導に必要な備品を各小学校の現状に合わせて整

備した。

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 市内全小学校に対し整備をしており、公平である。 AA

A

市の関与は妥当です

か

a

学校教育法により、設置者が経費負担し、学習指導要領による指導内容の充実、

学力向上に繋がる。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

備品台帳の活用により、現有備品の確認を行い、教科指導に必要な備品を整備し

ている。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 学習指導要領による指導内容の充実、学力向上に繋がる。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2366

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

人

％

13,132

13,132
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

２０ 扶助費

   準要保護  

一般財源 千円 15,582 16,237 13,132

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 16,158 16,604 14,946 14,644

決算額

千円 15,582 16,237 13,132

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

経済的理由により教育の格差をなくし、円滑な学校運営にも寄与している。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

不安定な雇用形態やリストラ、離婚件数の増加

事業の効果

（3/31児童数）

準要保護童認定率 7.3 7.1 6.2 6

248 206 200

(実認定数)

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

準要保護児童認定数 268

事業目的

（～という状態に

するために）

経済的理由により就学が困難と認められる児童に必要な教育を受けさせるため。

具体的な事業

内容

（～を行う）

学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費等の援助を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

市内に住所を有し、経済的理由により就学が困難な児童の保護者

最終的な

受益者

児童の保護者

八街市要保護及び準要保護児童生徒に

対する就学援助実施要綱

具体的施策 学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

主査 宮澤美知子

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 小学校児童援助奨励費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２６

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

保護者の経済的理由による教育の格差を防止するため、学校と連携をし、制度のPRとともに児童・生徒の保護に努める。また、制度の公正

平を確保するため、基準の透明化・厳格化の推進を図る。

取り組み方向

教育の機会均等に資するため、継続的に実施する必要がある。基準の厳格化について、推進する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

b 教育の機会均等に資するため、継続的に

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b 認定基準の厳格化により、効率性は更に高められる。 B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b

全児童・生徒の保護者が対象であるが、認定基準上、少

数の特定市民対が対象となっているため、基準の透明化・

厳格化の推進が更に必要である。

BB

A

市の関与は妥当です

か

a 平成24年度に要綱を制定したため、妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b 教育の機会均等の見地から効果は得られている。 B

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

昨今の厳しい社会情勢により保護者のリストラや離婚等により、安定した収入が得

られない世帯が増加しているため、市民からの二ーズは高い。

外部総合評価

B A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2363

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

1,451

433 6,204

616 0
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費 負担金補助等 1,067 備品購入費 0

役務費 使用料

委託費 報償費

一般財源 千円 13,539 9,056 9,771

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 14,187 9,306 11,006 14,315

決算額

千円 13,539 9,056 9,771

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

学校教育の中で、外部人材を活用したり、学校図書館図書の充実を図るなど、各校の実情に即した教育活動の工夫改善を図る。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

外部人材の活用、図書の充実、コンピュータの保守業務については、市町村の状況に合わせた形で実施されている。大会への移動に

ついては、バスの保有等により様々である。

事業の効果

専門的な知識・技能の伝達

備品購入（図書）

生徒の興味・関心の向上

66 66 70

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

ゲストティーチャー活用事業 60

事業目的

（～という状態に

するために）

地域の教育力を取り入れ、生徒の興味関心を高めると共に、新しい学習内容に適応した教材、図書を供与するため。

具体的な事業

内容

（～を行う）

ゲストティーチャーの招聘、図書の購入、各種大会出場のための送迎用バスの借り上げを行う。また、教育用コンピュータ保守業

務を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

全中学校生徒

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

指導主事・宮内太郎

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 中学校教育振興費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２７

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

ゲストティーチャーの招聘、学校図書館の図書の購入、各種大会出場のため最低限の予算措置、及び事業の実施。教育用コンピュータ保

守業務を行う。

取り組み方向

各中学校生徒の学習意欲を高め、学力の向上のため継続して実施する。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

各中学校の教育活動を工夫・改善し、生徒の学習への意欲を高めるために重要で

ある。特に生徒の読む力の育成は急務であり、事業の継続が求められる。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

市内各中学校においてが教育活動を工夫改善するために、各校の実情に即した

執行をしている。

A

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市内各中学校において、取り組む事業であり、公平性が

保たれる。

AA

A

市の関与は妥当です

か

a

外部人材の活用、また新しい学習内容に即した図書教材の購入は生徒の国語力

を育成する上で重要と考える。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

生徒の体験的活動において、専門的な知識・技能を取り入れることにより生徒が意

識的に学習に取り込むと考える。図書の購入に伴い、国語力の向上が期待でき

る。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

学校教育が地域との連携を行う上で、地域人材を積極的に授業に取り入れていく

ことは重要なことと考える。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2365

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

校

千円

1,482
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

備品購入費

一般財源 千円 1,481 1,445 1,482

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 1,485 1,485 1,485 1,485

決算額

千円 1,481 1,445 1,482

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

市内各中学校が教科指導上必要とする教材備品を購入し、整備した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

教材備品購入費 1,481 1,445 1,482 1,485

4 4 4

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

教材備品購入学校数 4

事業目的

（～という状態に

するために）

中学校に対して、教科指導上必要な備品を整備することにより、学校教育の充実を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市立中学校全校に対して、教材備品を購入し、整備する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

学校教育法

直接の対象者

（～に対して）

市内中学校生徒

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

副主幹・吉田美恵子

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 中学校教材備品等購入費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２８

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市の厳しい財政上市内の小学校全校に充分な教材備品の整備が難しく、引き続き限られた予算配分の中での整備するよう努めます。

取り組み方向

学校教育法により、学習指導要領による指導内容に基づき教材備品を継続して整備していかなければならない。各学校の現状に併せて整

備する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

学習指導要領により不足している教材等を点検し、教材備品を適正に選定し整備

をしているが、全体的に予算不足である。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

限られた予算配分の中、教科指導に必要な備品を各小学校の現状に合わせて整

備した。

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 市内全中学校に対し整備をしており、公平である。 AA

A

市の関与は妥当です

か

a

学校教育法により、設置者が経費負担し、学習指導要領による指導内容の充実、

学力向上に繋がる。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

備品台帳の活用により、現有備品の確認を行い、教科指導に必要な備品を整備し

ている。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 学習指導要領による指導内容の充実、学力向上に繋がる。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2365

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

％

千円

790

-67-

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

備品購入費

一般財源 千円 1,329 395 423

0

特定・その他財源（ ） 千円 1,290 395 367

千円 2,661 790 820 1,020

決算額

千円 2,619 790 790

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

市内各中学校が教科指導上必要とする理科備品を購入し、整備した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

理科備品購入費 2,619 790 790 1,020

75.3 77.0 77.0

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

理科備品現有率 72.4

事業目的

（～という状態に

するために）

中学校に対して、教科指導上必要な理科備品を整備することにより、学校教育の充実を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市立中学校全校に対して、理科備品を購入し、整備する。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

学校教育法

直接の対象者

（～に対して）

市立中学校生徒

最終的な

受益者

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

副主幹・吉田美恵子

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 中学校理科教育振興用備品購入費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
２９

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市の厳しい財政上市内の小学校全校に充分な理科備品の整備が難しく、引き続き限られた予算配分の中での整備するよう努めます。

また平成２４年度から１校あたりの国の基準額が下がったことにより、備品台帳により廃棄等の見直しを行い、国の補助金を活用する。

取り組み方向

学校教育法により、学習指導要領による指導内容に基づき理科備品を継続して整備していかなければならない。各学校の現状に併せて整

備する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

学習指導要領により不足している教材等を点検し、教材備品を適正に選定し整備

をしているが、全体的に予算不足である。今年度は、国の補助金が追加交付され

たため、必要な備品が整備できた。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

限られた予算配分の中、教科指導に必要な備品を各小学校の現状に合わせて整

備した。

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 市内全中学校に対し整備をしており、公平である。 AA

A

市の関与は妥当です

か

a

学校教育法により、設置者が経費負担し、学習指導要領による指導内容の充実、

学力向上に繋がる。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

備品台帳の活用により、現有備品の確認を行い、教科指導に必要な備品を整備し

ている。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 学習指導要領による指導内容の充実、学力向上に繋がる。

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2366

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

人

％

14,812

14,812

-69-

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

２０ 扶助費

   準要保護  

一般財源 千円 14,172 16,378 14,812

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円 14,600 16,540 19,661 14,464

決算額

千円 14,172 16,378 14,812

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

経済的理由により教育の格差をなくし、円滑な学校運営にも寄与している。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

不安定な雇用形態やリストラ、離婚件数の増加

事業の効果

（3/31生徒数）

準要保護童認定率 7.3 7.9 7.5 8.0

164 152 165

(実認定数)

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

準要保護生徒認定数 156

事業目的

（～という状態に

するために）

経済的理由により就学が困難と認められる生徒に必要な教育を受けさせるため。

具体的な事業

内容

（～を行う）

学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費等の援助を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

市内に住所を有し、経済的理由により就学が困難な生徒の保護者

最終的な

受益者

生徒の保護者

八街市要保護及び準要保護児童生徒に

対する就学援助実施要綱

具体的施策 学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

主査 宮澤美知子

学校教育課

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 中学校生徒援助奨励費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
３０

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

保護者の経済的理由による教育の格差を防止するため、学校と連携をし、制度のPRとともに児童・生徒の保護に努める。また、制度の公正

平を確保するため、基準の透明化・厳格化の推進を図る。

取り組み方向

教育の機会均等に資するため、継続的に実施する必要がある。基準の厳格化について、推進する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

b 教育の機会均等に資するため、継続的に

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b 認定基準の厳格化により、効率性は更に高められる。 B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b

全児童・生徒の保護者が対象であるが、認定基準上、少

数の特定市民対が対象となっているため、基準の透明化・

厳格化の推進が更に必要である。

BB

A

市の関与は妥当です

か

a 平成24年度に要綱を制定したため、妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b 教育の機会均等の見地から効果は得られている。 B

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

昨今の厳しい社会情勢により保護者のリストラや離婚等により、安定した収入が得

られない世帯が増加しているため、市民からの二ーズは高い。

外部総合評価

B A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2368

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 人

2 園 学校数

3 人

1 人

2 園 学校数

3 人

9,213

10,230

463

-71-

３１

需用費

31,180 29,970 29,841

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費 役務費 1,541

賃金 委託料 8,532

29,979

特定・その他財源（ ） 千円

一般財源 千円

千円 32,821 30,693 32,306 30,673

決算額

千円 31,180 29,970 29,841

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・幼稚園児、児童、生徒及び教職員の健康管理及び学校環境を衛生的に保持した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

学校環境の衛生的な維持 16 16 16 16

安全で衛生に配慮した学校給食の提

供

18 18 18 18

給食補助員の数 18 18 18 18

健康保持増進及び疾病の早期発見指導及び

早期治療

7,407 7,150 6,941 6,644

6,941 6,644

環境検査（水質・空気・照度等） 16 16 16 16

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

幼稚園児・児童・生徒・教職員の健康診断及び

就学時健康診断

7,407 7,150

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

・幼稚園児、児童、生徒及び教職員の健康保持増進を図ることにより、学校教育の円滑な実施とその成果の確保に質

 する。

・安全で衛生に配慮した学校給食の提供。

・学校環境衛生を維持・管理し、健康的な学習環境を確保する。

具体的な事業

内容

（～を行う）

・幼稚園児、児童、生徒の健康診断・教職員健康診断・就学時健康診断・環境検査測定業務・給食補助員の配置。

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

幼稚園児・児童・生徒・教職員

学校保健安全法

「めざそう！ね（値）」

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱

（八街市総合計画）

具体的施策

事業目的

（～という状態に

するために）

シート番号

の事 業教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

事務事業名 学校保健管理費 学校教育課

実施計画

所

管

課

等

教育委員会

健康づくりの推進

最終的な

受益者

幼稚園児・児童・生徒・保護者

2017

主査補・加藤亜季子

学校教育の充実



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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a 学校保健安全法の規定及び学校環境衛生の基準にそって適正に実施している。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

対象者は市立幼稚園児、児童、生徒及び学校教職員全

員であるため公平である。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

各健康診断については年間計画に沿って適正に実施する。検査対象年齢の見直しを行う。未受診者の事後指導を実施する。

また、労働者自身によるストレスへのセルフケアと、事業者によるストレスの要因の低減を目的としたストレスチェック制度を新たに実施する。

給食配膳室の衛生管理を徹底する。

取り組み方向

学校保健安全法の改正等に留意し、適切に事業を推進する。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

健康に対する関心が高くなり、健康教育の一環となっている。

健康保持増進及び疾病の早期発見指導及び早期治療。

学校環境を衛生的に維持した。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

給食補助員については、臨時職員であり、期間給対応により委託よりも安価となっ

ている。

健康診断検査等は健診専門機関へ委託。

外部総合評価

A A

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

市民からのニーズは

高いですか

a 健全育成や健康づくりの観点からニーズは高い。

AA

A

市の関与は妥当です

か

a 学校保健安全法の規定及び学校環境衛生の基準による事業のため妥当である。

A

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2368

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 人

2 千円

1 人

2 千円

1

5,447

-73-

5,648 5,448 5,213

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費

負担金補助及び交付金

特定・その他財源（ ） 千円

5,504 5,252 5,077

決算額

千円 5,648 5,448 5,213

一般財源 千円

千円 5,680

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

学校保健会・養護教諭会・保健主事会の健全な育成 197 193 180 182

児童・生徒に対する共済給付 471 475 686

6,113 5,277 5,066

学校保健会・養護教諭会・保健主事会負担金 197 193 180 182

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

日本スポーツ振興センター災害共済掛金 6,383

事業目的

（～という状態に

するために）

・学校管理下における児童、生徒等の災害に対し精神的、経済的負担の軽減を図る。

・学校保健会、養護教諭会、保健主事会の健全な運営を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

・負担金（日本スポーツ振興センター災害共済掛金、県郡学校保健会、県郡養護教諭会、県郡保健主事会）

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

直接の対象者

（～に対して）

幼稚園児・児童・生徒・養護教諭・保健主事

最終的な

受益者

幼稚園児・児童・生徒・保護者

具体的施策 学校教育の充実

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

主査補・加藤亜季子

学校教育課

健康づくりの推進

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 学校保健諸費

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1446

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 gakkyo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

シート番号
３２

の事 業教育委員会の事務事業評価シート



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a 安心・安全な学校生活を送るため必要性の高い事業である。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b

全市立幼稚園児、児童・生徒が対象であり、公平性はある

が、受益者負担はない。

BB

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

保護者、学校、教育委員会、日本スポーツ振興センター相互の連携を密にし、申請もれ、加入もれ等が生じないよう適切に処理する。

取り組み方向

関係機関と連携し、適正に事業を実施する。

ケガ、事故等を未然に防ぐため、学校保健会、養護教諭、保健主事と連携し、安全教育や安全点検等を充実する。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

幼稚園児、児童、生徒及び保護者の精神的、経済的負担の軽減が図られる。

学校保健会等の健全な運営が図られる。

A

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

月1回、学校（園）から申請のあったものを確認のうえ、遅滞なく日本スポーツ振興

センターに提出しており、給付金についても適正に処理している。

A

市民からのニーズは

高いですか

a 安心・安全な学校生活を送るため、対象者からのニーズは高い。

A

市の関与は妥当です

か

a 学校管理下における児童・生徒等の災害に対し必要な事業である。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

外部総合評価

A A

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2383

E-mail

社会教育活動の推進 開始 2015 終了

指標 指標の めざそう値（目 現状値

22.0

8

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 回

2 回

3 学級

4 講座

5 会場

6 回

7 講座

1 人

2 人

3 人

4 人

5 人

6 人

105

49

-75-

事業効果に関する

外部要因

家庭教育学級の学級生数は児童・生徒の減少や社会状況の変化により影響を受ける。

942

93

事業の効果

250

千円 68

805

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

社会教育振興大会において他部局と連携し著名な講師を招聘できた結果、参加者を大幅に増やすことができた。

地域コーディネーター講座については、地域の方々が学校支援に関わっていただく内容で平成２５年度までに全ての小学校区で開

催できたため、平成２６年度から市単独事業の講座は休止しています。

664

571

83

千円 1,010

799

２７年度

決算額

888

２５年度

（最終）予算額 千円 1,092

単位

一般財源 千円

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費 需用費

委託費役務費

社会教育振興大会の開催

家庭教育学級の学級生数

千葉黎明高等学校開放講座の参加者数

輝く女性の研修会の参加者数

893

85

372

２８年度（目標）

事業の実績

1

輝く女性の研修会の開催

家庭教育講演会の開催

家庭教育学級の実施

千葉黎明高等学校開放講座の実施

地域コーディネーター講座の開催

地域ミニ集会の実施

1 1

地域コーディネーター講座参加者数 8 0

社会教育振興大会の参加者数 589 249

家庭教育講演会の参加者数 395

1002

1 11

２５年度 ２６年度 ２７年度

最終的な

受益者

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

事業目的

（～という状態に

するために）

市民を対象とした各種学級、講座、研修会、講演会などをとおして、生涯にわたり生きがいのある生活と、心がかようまちづくりを

目標として、市民の学習に対する関心を高める。

市民を対象とした各種学級、講座、研修会、講演会など

直接の対象者

（～に対して）

市民

教 事 価 ト教育委員会の事務事業評価シート

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

社会教育法

具体的施策 自ら学ぶ生涯学習の推進

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

具体的な事業

内容

（～を行う）

教育基本法

生涯学習や文化活動についての市民の評価で

す。市民意識調査の結果が示す指標です。

地域と子どもをつなぐ活動を行うボランティアの

拡大が図られているかどうかを見ます

実施根拠

５ポイントの増を目標とします

毎年1地域で実施します

2017

実施方法

（八街市総合計画）

実施計画

生涯学習や文化活動につい

ての満足度

地域コーディネーター養成講

座の実施数

当該事業が該当

する個別計画等

443-1464

施策の大綱

基本構想

所

管

課

等

shakyo@city.yachimata.lg.jp五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

副主幹・土屋顕仁

３３
シート番号

教育委員会

社会教育課生涯学習振興費

市民

Ｄ 務Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分

3 3

1 1

15 15 15

3 3

5 6 5 5

15

1

1 0

1 1

00

1

④

事

業

コ

ス

ト

260

特定・その他財源（ ）

1,143956

0

２８年度（目標）

269 240 300

２６年度

0

1005

89

600

370

350

74

350

85

1000

400



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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外部総合評価

A BB

Bb

A

a

学習の需要を踏まえた学習の機会を提供し、生涯学習を振興することは地方自治

体の責務である。

講演会や大会へ多数の市民へ学習機会を提供できた。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市広報、ホームページ、メール配信等の情報技術を利用し、より多くの人に周知することで参加者を拡大する。

取り組み方向

多岐にわたる市民の生涯学習ニーズに応えるために、より充実した事業を展開する必要がある。

a

市の関与は妥当です

か

事務事業の今後

の方向性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

区分

AA

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑤

事

務

事

業

の

評

価

必要性

市民からのニーズは

高いですか

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

講座等で材料費等が必要な場合は参加者の負担として

いる。

地域力向上につながる講演会や講座等を実施することができた。

市民が主体的に参加する事業を企画していく。

効率性

公平性

a

事業の効率性を高め

られますか

ボランティアの活用等、経費の節減を積極的に行っている。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

一次評価 二次評価（総括）判定理由

市民の価値観が多様化され、生涯学習に対する市民の要求は高まっており、今後

も需要は増大すると思われる。

A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2387

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の めざそう値（目2件の指定増を目標とします。 現状値 18

指標 指標の めざそう値（目ベース値に近づけることを目標とします。 現状値 67

■ 直接実施 ■ 業務委託 ■ 補助金交付

■ 負担金 ■ その他 （
文化財ボランティアとの協働事業

）

単位

回

基

件

人

基

回

46

67

199

-77-

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

677

792

使用料等 123

407 700

149

677

792

２６年度 ２７年度

792

千円 130

千円 407 830

一般財源 千円

需用費

特定・その他財源（ ）

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 901 1,046 677

各種指定文化財の保存・整備活動数 13 17 22

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報酬 負担金補助金

委託費

事業効果に関する

外部要因

埋蔵文化財の取扱い(確認)の急激な増加については、東京電力㈱の電柱設置工事における確認を過去に実施してこなかったため、

届出を要する旨の指導を実施したことで、東京電力関係の確認状況が是正されたことによるもの。

28年度の文化財保護周知用立看板の目標値０については、他事業を実施するために、当該年度は見送ることとしたため。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

①文化財周知用立看板について、地元住民からの問い合せも多く、文化財に対する認知・周知に寄与している。

②文化財ボランティアは、定期的な活動のみならず、突発的な事業に対しても積極的に協力頂いている。また、普及活動面における

協力もいただき、講習会等を実施した上で、文化財ガイド等にも参加していただいた。

③埋蔵文化財の取扱い等について、土木工事等を実施する事業者に対し適切な指示・協議を行い、円滑に事業を推進している。

23

639

177

文化財保護周知用立看板の総設置数 73 74 75 75

1 1

出前講座の年間受講者数 665 618 581

埋蔵文化財の取扱い(確認等) 74 99

八街市文化財保護に関する条例 外

shakyo@city.yachimata.lg.jp

具体的施策

２８年度（目標）

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

文化財の保護・継承

（八街市総合計画）

当該事業が該当

する個別計画等

「めざそう！ね（値）」

実施計画

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

文化財周知用立看板

数

文化財の保護が図られているかどう

かを見ます。

文化財の保護が図られているかどう

かを見ます。

事業の効果

事業の実績

20

0

出前講座の実施 22 19 18

文化財保護周知用立看板年間設置数 1

具体的な事業

内容

（～を行う）

  ○指定文化財の指定・管理・活用

○埋蔵文化財の取扱い(照会・発掘調査等)

○各種文化財の保護

○市指定無形民俗文化財保持者への支援

○文化財ボランティアの育成及び活動支援

○市民へ郷土の歴史・文化を学ぶ機会の提供

基本構想

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

○指定文化財の指定・管理・活用

○文化財ボランティアの育成及び活動支援

・指定文化財(史跡・記念物)に関する管理等に重点を置くよう要望がある。

・文化財ボランティアの積極的に活用するよう要望がある。

実施方法 実施根拠

事業目的

（～という状態に

するために）

市民文化向上・発展のため、文化財の保護・活用・継承を図る。

直接の対象者

（～に対して）

①市民、土木工事等を行う者、文化財

②市指定文化財所有者・管理者・保持者

最終的な

受益者

市民

2017

３４

育 会 事 業 シ教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」 市指定文化財の件数

シート番号

文化財保護費
所

管

課

等

教育委員会

社会教育課

主査補 青栁好宏

443-1464

施策の大綱

文化財保護法 千葉県文化財保護条例



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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⑥

2８年度における

取組のＰＲと方向

性

文化財の活用として、郷土資料館と社会教育課、双方の事業に効果的・効率的な事業を推進する。

普及面では、継続的に冊子「八街の文化財」の活用や歴史文化財出前講座を実施しながら、市民の文化財に対する理解を深めていく。

また、文化財等の活用や保存整備を実施する中で、文化財ボランティアを積極的に活用しながら、ガイド等の啓蒙普及活動にも協力いただ

き、官民の協働事業として文化財の保護・継承を進める。

なお、市指定史跡へ保護注意プレート等を設置するため、実施計画の指標としている文化財周知用立看板の設置は見送る予定である。

取り組み方向

埋蔵文化財の取扱い等については法・条例に基づいて進めているが、現在の体制・対応を維持できるよう、事業者等へ理解と協力を求め

ていく。また、文化財保護については、市民の理解・認識を深めるために、文化財周知用立看板や各種講座等の普及活動を充実させ、官

民協働での保護意識・体制づくりを推進する

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

文化財の保存・活用及び法・条例に基づく事務・調査については、予算規模を考

慮しながら実施している。また、市民の文化財等に関する認知度を向上させるた

め、各種冊子の利用や出前講座等を実施しているが、引続き継続的な取り組みが

必要である。

a

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

総括及び事業実施上

の課題

⑤

事

務

事

業

の

評

価

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

区分 一次評価

文化財の規模等を勘案しながら実施しており、法・条例に基づく事業に関しては妥

当な水準である。文化財保護事業にいたっては、補助金の減額や一事業に対し複

数年度で段階的に実施するなど、財政状況を加味しながら対応している。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

市の関与は妥当です

か

必要性

市民からのニーズは

高いですか

法・条例に基づく事務・調査の他、行政のみが実施可能な業務が大半である。ま

た、郷土の歴史を知り、文化財を保護することは、国民の文化の向上・発展のため

に必要不可欠であるため業務の必要性は高い。

b

全ての事業成果及び市民からの期待値を数値として表し、把握することは難しいが、法･条

例に基づく事業については滞りなく推進している。また、文化財の保存･活用事業において

も、ボランティア等の応援を頂きながら整備を実施しており、予算・支出に配慮しながら、上位

施策である市民文化の継承に寄与している。

a

A

AA

出前講座・ボランティア活動支援等はわずかな消耗品費以外の支出はない。埋蔵文化財行

政における市教委負担についても、本市で実施される事業規模で、国・県の補助金を導入

することは、事務的負担や期間的制約が、事業者・教委双方に影響が大きくなり、現在の手

法が最も廉価且つ効率的であるといえる。

多くの業務が市・県・国民の利益に繋がるものであり、公平性は

極めて高い。また、埋蔵文化財行政においても原因者に対して、

現場の環境整備・現状復帰・本調査費用等、応分の負担をお願

いしている。

外部総合評価

A A

二次評価（総括）判定理由

A

a

一次総合評価

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

B

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2383

E-mail

青少年の健全育成 開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 事業

2 回

3 校

4 回

1 人

2 人

3 人

4 人

453

34

72

-79-

事業の効果

事業の実績

1200

少年少女つどい大会の参加者数

647

510

40

607成人式の参加者数

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

206

1,4522,377

需用費

事業効果に関する

外部要因

青少年相談員やボランティアの協力が必要。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

学校・家庭・地域の連携の元、青少年健全育成事業を実施し、その必要性をアピールできた。

２８年度（目標）

1,821（最終）予算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

決算額 特定・その他財源（ ） 千円

賃借料

2,505

589

1,658

一般財源

0

報償費

3,481

823

役務費 補助金

190

千円

2,567

2,395

通学合宿の修了者数 39 19 37

2,693

千円

686

千円

200

1

1233 1065

135

634

11

夏休み交流会の参加者数

4 0

2

3,328

50

２６年度 ２７年度

1

2

2 2

２７年度

2通学合宿の実施 1

実施計画

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

青少年教育事業及び青少年相談員の委嘱

事業目的

（～という状態に

するために）

1178

96

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

２８年度（目標）

2

スクールコンサートの実施 4 0

青少年相談員主催事業の実施 2

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

青少年健全育成

青少年の素行改善

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度

成人式の実施

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

具体的施策 子どもの教育・健全育成の充実

副主幹・土屋顕仁

443-1464

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 shakyo@city.yachimata.lg.jp

青少年教育事業をとおして青少年の健全育成を推進する。

社会教育法

実施根拠

基本構想

青少年健全育成費事業

実施方法

教育委員会

社会教育課

具体的な事業

内容

（～を行う）

2017

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

（八街市総合計画）

当該事業が該当

する個別計画等

シート番号

所

管

課

等

３５



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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A B

事務事業の今後

の方向性

B

青少年健全育成の中核組織となる「八街っ子サポート連絡協議会」を中心に、学校・家庭・地域が連携した事業を展開していく。

事業の結果を踏まえて内容の検証を行っていく。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

青少年健全育成の重要性を認識してもらうための啓発運動を実施し、事業の開催を広く周知することに努める。

スクールコンサートは平成２６年度をもって休止としている。

取り組み方向

外部総合評価

様々な体験活動を経験させることで、青少年健全育成につなげることができた。

⑤

事

務

事

業

の

評

価

AA

AAAA

AA

青少年を健全に育成することは社会的な課題であり、市の関与は必要である。

二次評価（総括）判定理由

b

次代を担う青少年を健全に育成することは社会全体が必要としている。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

区分 一次評価

総括及び事業実施上

の課題

a

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市の関与は妥当です

か

a

青少年を取り巻く環境が大きく変化している現代では、青少年健全育成は重要で

あり、さらなる拡充が求められるとともに時代に対応した事業を展開する必要があ

る。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a 食費等の実費を参加者の負担としている。

関係団体の協力を得ながら必要最小限の予算で事業を実施している。

一次総合評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2383

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

学級数

学級数

回

人

3,639

399

-81-

事業の効果

当該事業が該当

する個別計画等

443-1464

具体的な事業

内容

（～を行う）

市民

実施根拠

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分

2017

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

３６

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

実施計画

社会教育課

（八街市総合計画）

1.社会教育委員会議を開催し、社会教育事業について検証や提案を行う。また、教育委員会の諮問に対する答申や提言を行

う。

2.社会教育指導員による高齢者学級や生きがい短期大学への指導・助言を行う。

3.家庭教育指導員による家庭教育相談業務や幼・小・中学校で開催する家庭教育学級への指導・助言を行う。

事業目的

（～という状態に

するために）

市民

基本構想

実施方法

社会教育法、八街市社会教育委員に関

する条例、八街市社会教育指導員の設

置等に関する規則、八街市家庭教育指

導員の設置等に関する規則

市の社会教育の充実を図るため、社会教育委員を委嘱し社会教育に関する意見や教育委員会の諮問に答申を得る。

社会教育指導員及び家庭教育指導員を委嘱することで、高齢者教育及び家庭教育の充実を図る。

シート番号

直接の対象者

（～に対して）

最終的な

受益者

shakyo@city.yachimata.lg.jp

「めざそう！ね（値）」

副主幹・土屋顕仁

所

管

課

等

教育委員会

社会教育総務費（社会教育委員及び社会教育、家庭教育指導員の委嘱）

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

教 事 価 ト教育委員会の事務事業評価シート

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

具体的施策

①

事

務

事

業

の

概

要

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

5

高齢者学級の実施（自主学級） 10 10 10

家庭教育学級の実施 15 15 15

9

社会教育委員会議の開催 5 5 5

15

62

家庭教育学級修了者数 245 242 213 250

高齢者学級開催数 67 68 66

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

社会教育委員会議の意見等を事業に反映させ、活性化することができた。

高齢者学級へ社会教育指導員が関わることにより、充実した計画で学級運営を行うことができた。

家庭教育指導員が家庭教育学級を指導することで、円滑に充実した運営を実施できた。

２５年度 ２８年度（目標）

4,362

一般財源 千円

（最終）予算額 千円 4,332 4,294

0

２７年度

4,259

4,245 4,259

千円

4,217

決算額

需用費

千円
④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位

4,217

4,269

２６年度

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報酬

特定・その他財源（ ）

151

負担金及び補助金

4,245



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-82-

事務事業の今後

の方向性

a

市民からのニーズは

高いですか

a

区分

必要性

社会教育委員は社会教育行政の重要事項を審議し、指導員は高齢者教育、家庭

教育を推進するため大きな役割を担っているため市の関与は妥当である。

a

a

一次評価

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

二次評価（総括）判定理由

⑥

AAAA

効率性

AA

AA

社会教育委員は社会教育推進のため、年５回の会議を行っている。

委員定数の改正を行い、適正な人数での活動に努めている。

指導員は週３回の勤務で効率的な指導を行っている。

社会教育委員の意見を社会教育事業に反映させることで事業の充実が図られて

いる。

社会教育指導員、家庭教育指導員による適切な指導・助言は円滑な事業の実施

に貢献している。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

事業の効率性を高め

られますか

取り組み方向

社会教育委員は社会教育事業を検証するなどの重要な役割を果たしていただく。

高齢者教育、家庭教育の充実のため、社会教育指導員・家庭教育指導員がそれぞれの学級を継続的に支援していく。

社会教育委員の審議内容は、不特定多数の市民を対象

としている社会教育事業に反映される。

高齢者・家庭教育の支援は多数の市民を対象としてい

る

総括及び事業実施上

の課題

a

社会教育委員は社会教育事業の検証することで社会教育の推進に大きく貢献す

るとともに社会教育振興大会を主体的実施している。

人口の高齢化や家庭教育の必要性が注目されている現代には高齢者教育、家庭

教育を推進する指導員の必要性は高いと考える。

社会教育振興大会の充実を図り、市民に社会教育の重要性を訴える。

高齢者学級では年齢に応じた学習を行い、生活に役立つ知識を習得させる。

家庭教育の重要性を周知するとともに、知識を習得する期待を提供する。

外部総合評価

A A

AA

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

社会教育事業に市民の意見や要望を反映させるため社会教育委員は必要であ

る。

社会教育指導員及び家庭教育指導員は市民が自主的に高齢者学級及び家庭教

育学級を運営するための指導者として必要である

市の関与は妥当です

か

公平性

一次総合評価

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑤

事

務

事

業

の

評

価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2383

E-mail

芸術文化の振興 開始 2015 終了

指標 市民文化祭出演・出品者数 指標の出演・出品者数の推移を見ます めざそう値（目目標は設定せず経年変化をモニタリングします 現状値 1085

■ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 回

2 回

1 人

2 人

60

68

-83-

2017

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

（八街市総合計画）

当該事業が該当

する個別計画等

443-1464

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

シート番号

所

管

課

等

事業の効果

八街市民音楽祭及び市民文化祭を行う。

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

実施方法

文化ホールの建設

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

文化施設整備

３７

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

実施計画

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

文化振興事業

②

施策の大綱

市民

２８年度（目標）

具体的な事業

内容

（～を行う）

教育委員会

shakyo@city.yachimata.lg.jp

副主幹・土屋顕仁

事業目的

（～という状態に

するために）

市民文化の向上を図る。

基本構想

文化芸術振興基本法

1

市民文化祭の実施

市民音楽祭の実施 1 1 1

1

事業の実績

1

社会教育課

２７年度

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

社会教育法

具体的施策 市民文化の創造

実施根拠

1100

1 1

1060 1081 1085

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度

市民音楽祭の出演者・来場者数 1027 912

市民文化祭の出演・出品者数

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

市民文化祭、市民音楽祭ともに、市民が実行委員となり協働による事業実施ができた。

事業効果に関する

外部要因

事業への参加団体の固定化

886 980

２５年度

決算額

559 500千円

（最終）予算額 千円 580 517

千円

601 599

２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

580 0

特定・その他財源（ ）

一般財源 千円 559 500

賃借料 補助金 360

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位

580

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費 需用費 92



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-84-

二次評価（総括）判定理由

B

AA市民が実行委員となり協働により事業を実施している。

多数の市民が文化活動の発表の場として参加している。

文化芸術振興基本法により市が地域の特性に応じた施策を実施する必要があるこ

とから、市民文化の発表機会を提供することは必要と考える。

市と市民との協働により開催している。

文化活動団体は多数あり、市民の文化活動に対する需要は大きい。

区分 一次評価

市民からのニーズは

高いですか

a

市の関与は妥当です

か

必要性

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

市民文化の向上を図り、活動を発表する機会への参加を促していく。

実施日数や時間の制限により参加団体数に限りがあり、

参加者が固定化傾向にある。

期待された効果は得ら

れていますか

AA

a

事業の効率性を高め

られますか

a

外部総合評価

公平性

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

BB

b

効率性

有効性

B A

事務事業の今後

の方向性

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑤

事

務

事

業

の

評

価

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市民が実行委員となる協働により、市民文化祭・市民音楽祭を共に実施することが

できた。

参加者の固定化や会場施設の充実が課題である。

より多くの市民に参加してもらえるように、情報技術を活用したＰＲを行っていく。

芸術家作品の展示を行い、芸術鑑賞の機会を提供していく。

取り組み方向

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2383

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

□ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 ■ その他 （ こども１１０番推進委員会 ）

単位

1 枚

1 世帯

7

26

-85-

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

shakyo@city.yachimata.lg.jp

具体的施策

最終的な

受益者

市民

協力世帯募集、看板作成支援及び協力世帯に対する保険加入。

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

事業の効果

2017（八街市総合計画） 実施計画

こども１１０番推進委員会

「めざそう！ね（値）」

実施方法

具体的な事業

内容

（～を行う）

直接の対象者

（～に対して）

シート番号

副主幹・土屋顕仁

443-1464

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

３８

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

こども１１０番支援事業

区分 ２５年度

教育委員会

社会教育課

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

事業目的

（～という状態に

するために）

子どもたちに対する犯罪を未然に防ぎ、緊急避難場所の確保を目的としたこども１１０番事業の支援。

実施根拠

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

所

管

課

等

①

事

務

事

業

の

概

要

施策の大綱

事務事業名

２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

1058協力募集チラシ配布数 1237 1253 1163

1932 2000協力世帯数 1916 1928

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費 役務費

事業効果に関する

外部要因

ＰＴＡ連絡協議会の取り組み

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

事件・事故の発生時に子どもが逃げ込める場所を確保するとともに、看板を設置していただくことで、青少年への犯罪に対

する抑止効果を発揮している。

単位 ２５年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 109 295

決算額

105 291千円

130

特定・その他財源（ ） 千円

一般財源 千円 105 291

97

備品購入費

④

事

業

コ

ス

ト

区分

135 135

２６年度 ２７年度

130 0



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-86-

外部総合評価

A B

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

「こども１１０番の家」の看板を掲げることで地域の防犯意識の高さを示し、犯罪抑

止効果を発揮するとともに、子どもたちが安心して登下校できる環境を維持する。

協力世帯を増やすことと協力世帯の現状把握が課題である。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

区分 一次評価

市の関与は妥当です

か

b

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

AAAA

二次評価（総括）判定理由

児童・生徒を凶悪犯罪から守ることは社会的な課題である。

負担を求める部分はないと考える。

AA

学校・家庭・地域が連携を図る上でも市の関与は妥当である。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑤

事

務

事

業

の

評

価

AA

市PTA連絡協議会や学校と連携することで、事業の効率化を図っている。

看板交換作業等を職員が実施することで経費節減に努めている。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

AAa

児童・生徒に事件・事故遭遇時に避難できる場所があるという安心感を与えるととも

に、犯罪の抑止効果を発揮する。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市広報やホームページの活用と小・中学校の新入生がいる世帯にリーフレットを配布し、市民に周知を図る。

こども１１０番の家設置地区の周知看板の状況を確認し、必要に応じ補修を行う。

取り組み方向

協力世帯数を拡充し、安全で安心なまちづくりの推進を図る。

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線 2383

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

日

人

32

496

-87-

事業の効果

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

千円 696 1,205

13

642

委託料 賃借料

778

２６年度 ２７年度

642

特定・その他財源（ ） 千円

千円

事業効果に関する

外部要因

筍の放射性物質検査を実施する関係で、体験学習期間を短縮する場合がある（２６年度は短縮することなく実施できた）。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

子どもを含めたグループ等の体験学習により、自然体験や協力し合う心、親子の恰好のふれあいの場とすることができ、地域教育力や

家庭教育力の向上につなげることができた。

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 718 1,233 658

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費 役務費

696 1,205

101

一般財源

326

30 30

体験者数 307 339 341

２８年度（目標）

事業の実績

31体験学習期間の実施日数 25

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

実施計画

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

子どもと大人が一緒に行うたけのこ掘り体験施設及び市民に親しまれる施設（憩いの場）として維持するための管理（竹の間引き

や除草など）

２７年度

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

具体的施策

副主幹・土屋顕仁

443-1464

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 shakyo@city.yachimata.lg.jp

事業目的

（～という状態に

するために）

子どもたちに自然体験型の学習機会を提供することにより、調和のとれた人間形成を図るとともに市民の憩いの場を提供する。

実施根拠

基本構想

たけのこの里管理運営事業（社会教育施設管理運営費）

実施方法

教育委員会

社会教育課

具体的な事業

内容

（～を行う）

2017

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

（八街市総合計画）

当該事業が該当

する個別計画等

シート番号

所

管

課

等

３９



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 ■ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-88-

たけのこ掘り体験期間は4／1～5／1で終了している。ホームページで食品中の放射性物質量と体験期間をお知らせした。

５月～２月は市民の憩いの場として開放する（３月は筍育成期間のため閉鎖）。

取り組み方向

財政的な問題で委託による管理だけでは維持できないため、職員により管理作業が増大している。教育施設として維持するかも含めて活

用方法を検討していく必要がある。

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b

外部総合評価

C B

事務事業の今後

の方向性

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑤

事

務

事

業

の

評

価

公平性

二次評価（総括）判定理由

必要性

体験活動がより豊かな人間性の形成や思考・理解の基盤づくりに役立つと考える。

B

市有地ではあるが、関与のあり方に検討を要する。

BB

C

C委託及び市職員による作業で効率化を図っている。

自然体験施設として利用者からは好評である。

教育施設（自然体験）のため、無料が適当と考える。

市の関与は妥当です

か

区分

市民からのニーズは

高いですか

一次評価

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

c

c

b

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

c

体験者には好評であるが、たけのこ掘りができる期間は短いため、たけのこ掘りの

時期以外の活用方法が課題である。また、市の関与のあり方に検討を要する。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 文化財に対する関心の高さ めざそう値（目標設定）の考え方 現状値 3,575

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

日

回

人

人

人

人

賃金１，２４５、需用費４２１、役務費１９７、委託料１３0、賃借料80、備品購入費238、負担金５

2017

地方教育行政の組織及び運営に関する法律・社会

２０％増(2,428）

シート番号

郷土資料館管理運営事業
所

管

課

等

教育委員会

主任主事 川野史絵

市民及び来館者

文化財の保護・継承

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

kyodo@city.yachimata.lg.jp

教育法・博物館法・八街市郷土資料館設置条例

具体的施策

４４３－１７２６

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

来館者数

直接の対象者

（～に対して）

施策の大綱

最終的な

受益者

４０

事業目的

（～という状態に

するために）

市内外の方々から寄贈・寄託された各種資料や、発掘調査等で得られた考古資料を広く公開し、市民の郷土への関心やふるさ

と意識が深まることを目的とする。

具体的な事業

内容

（～を行う）

○常設展示の開催

○企画展示の開催

○体験参加型の展示

〇映像展示の実施

〇図書閲覧コーナーの充実

市民文化の創造と継承

実施計画（八街市総合計画）

郷土資料館

育 会 業 シ教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

事業の実績

1

古文書講座の開催日数

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

市民のみならず、来館される全ての方々

該当

項目

郷土資料館企画展において実施しているアンケート結果から

八街市の貴重な文化財や各種歴史資料を保存・展示・収蔵する施設として、プレハブの建物は不適格である。また、プレハブ施

設自体が老朽化していることも問題である。

企画展の開催数 2 2 1

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

0

3,753（5%増）

5 0 0 0

２８年度（目標）

1,240（2%増）

0

0

年間の来館者数 3,461 3,391 3,575

歴史講演会の開催数 0 1

古文書講座の応募者数 20 0 0

企画展開催中の来館者数 ①930、②995 ①1,159、②633 1,216

千円

歴史講演会の参加者数 0 104 0 0

２８年度（目標）

（最終）予算額

２６年度 ２７年度

千円

2,001

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

年間の来館者数については、団体の来館が増え、前年度比184人増（5.45%増）となった。10月から開催した企画展では、人気がある戦

国時代をテーマに選んだことで、来館者数は前年度比57人増(5%増)となり、同時期に若者の間で戦国ゲームが流行していたこともあり、

今まで来館しなかった若い世代が来館し、大きな成果であった。

千円 2,040 2,294 2,636

決算額

2,279

2,279 2,316

2,316

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

千円

2,336

事業の効果

-89-

特定・その他財源（ ）

一般財源 2,001

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

  



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

外部総合評価

A AA

二次評価（総括）

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価

a

一次総合評価

効率性

A

市の関与は妥当です

か

b

八街の歴史を多くの方々に理解してもらうため、調査・研究成果を常設展示及び企

画展示に反映できるので妥当と思われる。

A

郷土の歴史について知りたいという方のみならず、最近では、子どもたちが放課後

や長期休暇中に体験コーナーを多く利用するため、子どもの居場所づくりとしての

役割もある。

a

-90-

AA

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

今年度は昭和時代の八街についての企画展示を行う予定でおり、思い出を振り返ったり懐かしめる時代を扱うこともあり、歴史が好きな方の

みならず、今まで郷土資料館に来館したことがない方の来館も多く見込まれる。そういった方々に八街について興味を持ってもらい、繰り返

し来館していただくため、展示方法や内容、施設環境等の整備を行う必要がある。

取り組み方向

今まで八街の歴史に興味のなかった方にも郷土資料館について知っていただくため、展示内容に工夫を凝らしたり、施設環境を整えること

により、郷土資料館のさらなる発展に努める必要がある。

事務事業の今後

の方向性

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

A

広く一般に無料で開放している施設であり、公平性は保

たれている。

判定理由

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

総括及び事業実施上

の課題

a

企画展を開催し、常設展示の内容も変えることにより、市民の方に繰り返し来館い

ただき、市民の八街に対する認識は変わりつつある。

a

来館者に満足していただけるよう、限られた予算の中で展示方法などに工夫をして

いる。

事業の効率性を高め

られますか

  



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 資料数発刊数 指標の内容 資料集の整備状況 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値 2

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

市民及び八街の歴史に興味のある方々

単位

日

日

日

件

日

日

報酬４６、報償費1，３４９、旅費１０、需用費３８０、役務費８１０、負担金２５

1 1 1

4

２８年度（目標）

シート番号
４１

会 事教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 市史編さん事業費
所

管

課

等

教育委員会

郷土資料館

主任主事 川野史絵

①

事

務

事

業

の

概

要

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた ４４３－１７２６

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 kyodo@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策 市民の文化の創造と継承

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

文化財の保護・継承

実施方法 実施根拠

公文書館法・公文書等の管理に関する

法律・八街市史編さん委員会条例

直接の対象者

（～に対して）

最終的な

受益者

市民、八街の歴史に興味のある方々

資料集１冊の刊行

事業目的

（～という状態に

するために）

八街の歴史を調査研究し後世に歴史的遺産を伝えるため。

具体的な事業

内容

（～を行う）

○八街市史編さん委員会

○八街市史編さん委員会 近世専門部会

○八街市史編さん委員会 近現代専部会

○八街市史関連の図書の刊行

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

郷土資料館企画展において実施しているアンケート結果から

イラストを多用した『図解 八街の歴史』は分かりやすくて良い。

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

市史編さん委員会開催日数 2 2 2 2

近現代専門部会開催日数

1

2 2 4

近世専門部会開催日数

2

近世専門部会委員のべ活動日数 105 69 79 74

市史編さん委員会審議件数 4 4 4

近現代専門部会委員のべ活動日数 33 35 55 38

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度

決算額

千円 2,620

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

（最終）予算額 千円 2,844 3,299

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

近世専門部会では平成２１年度に「八街市史資料編近世二」を刊行し、現在は「八街市史資料編近世三」の刊行に向けて作

業を進めている。また、近現代専門部会を平成２４年度に結成し八街の開墾関係資料の整理を行い「八街市史資料編近現

代一」の刊行に向けて作業を進めている。

特定・その他財源（ ） 千円

一般財源 千円 2,6203,350
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3,301

3,350 3,301

事業の効果

3,416 3,315

  



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

外部総合評価

A A

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市内から新たに発見された古文書等について調査研究が進めば、さらに市民の

ニーズが高まると思われる。

AA

市の関与は妥当です

か

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a AAAA

b 市の歴史を明らかにする作業であるため、直営で実施すべきである。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

平成２３年度に「図解八街の歴史」を刊行し、幅広い世代・年齢層の方に八街の歴

史について知っていただけた。これは郷土資料館の来館者数の増加の要因の１つ

といえる。

⑤

事

務

事

業

の

評

価

効率性

AA

AA

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

近世専門部会では、「八街市史 資料編 近世三」の刊行に向けて古文書の整理作業を進め、近現代専門部会では、「八街市史 資料編 近

現代一」の刊行に向け調査研究を進める。また、好評であった『図解 八街の歴史』の在庫がなくなった為、28年度に1,000部増刷し、更なる

普及活動に努める。

取り組み方向

現在の進行状況を鑑みると、一般職ではなく古文書を読める専門職員の配置が必要と考える。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

-92-

事業の効率性を高め

られますか

a

現在の人員体制を続ける以上、長期的な展望を持ち、作業を続ける必要がある。た

だし、古文書の専門職員を配置できれば、人件費及び筆耕料を削減できる。

総括及び事業実施上

の課題

a

事業の成果は八街市史として広く公開されるので、公平性

に問題はない。

事務事業の今後

の方向性

一次総合評価

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

  



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

人

200

48

17

-93-

シート番号
４２

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 市民体育祭の開催（市民体育祭運営費）
所

管

課

等

教育委員会

スポーツ振興課

副主幹・横山幸子

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1465

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

当該事業が該当

する個別計画等

実施方法 実施根拠

スポーツ基本法

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

基本構想

事業目的

（～という状態に

するために）

市民の健康づくりとレクリエーションに対する意識を高め、併せて地域の融和を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

スポーツの祭典を通じて市民の健康づくりとレクリエーションに対する意識を高める。例年１０月開催。

八街市内8支部で競技を行い競う。

また、障がいのある者のオープン種目（パン食い競争等）の参加や昼食時間を利用してのアトラクション（公募）の実施。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

市民体育祭 1 中止 11

市民体育祭参加者数 2,717 02,628 1,600

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

本市最大のスポーツ行事であり、スポーツを通じて、市民の健康づくりとレクリエーションに対する意識を高め、併せて地域の融和を図

ることに寄与している。

オープン参加種目に障がい者の参加やニュースポーツの普及活動の一環として体育祭の種目にディスクゴルフを取り入れ、６０回記

念種目として来場者全員参加の種目等を企画した。また、例年混雑する駐車場の緩和のため、新たに駐車場を確保した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２６年度 ２７年度２５年度 ２８年度（目標）

2,8112,322

決算額

千円 2,717 5842,320

2,320一般財源 千円 2,717 584

特定・その他財源（ ）

0

需用費（食糧費） 負担金補助 319

賃借料（送迎バス等）

千円 2,804 585

千円

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費（消耗品費） 役務費



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-94-

外部総合評価

B B

一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

B

市の関与は妥当です

か

a

スポーツ基本法に唱われているように、体育の日において「広く国民があらゆる地

域及び職域でそれぞれその生活の実情に即してスポーツをすることができるような

行事が実施されるよう」市が関与する必要がある。

B

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分

a

毎年度、行事前後に関係団体等による会議を開催し、前回の反省を含め協議検

討を重ね、次年度の実施を行っている。また、テント等賃貸借を外部委託するな

ど、効率性を高めてきている。

a

市民のニーズは高くなっており、市内全域から参加者が集まる本市最大のスポー

ツ行事となっており必要である。

総括及び事業実施上

の課題

b

平成２７年度で第６０回を迎え、ニュースポーツの導入や来場者全員参加競技等

企画していたが、中止となってしまった。各支部や学校側の負担が大きいとの声も

あり今後の課題として検討していきたい。

一次総合評価

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b 平成２７年度で第６０回の歴史があり、参加者数からも成果がみられる。 B

BB

効率性

事業の効率性を高め

られますか

事務事業の今後

の方向性

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

例年実施しているように、関係団体等の会議はもとより、市広報紙、ホームページや防災無線等によりＰＲに努める。

取り組み方向

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市全体を各支部に分け参加者を募り、また、運動能力テ

ストや障がいのある方を含めオープン参加競技等企画計

画するなど公平性に問題はない。

本市最大の体育の日の行事であり、併せて、地域融和を図ることに寄与していることから継続して実施していかなければならない。平成27

年2月及び平成２８年3月に今後の市民体育祭の開催方法について、関係団体と協議をし、市民及び学校等の負担軽減を念頭に置き、ス

ポーツの祭典として継続していきたい。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

人

需用費（消耗品費） 210 自動車借上料

47

58

-95-

834

834

シート番号
４３

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 八街市ピーナッツ駅伝大会の開催（八街市ピーナッツ駅伝大会運営費）
所

管

課

等

教育委員会

スポーツ振興課

副主幹・横山幸子

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1465

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

実施方法 実施根拠

スポーツ基本法

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

冬季（耐寒）スポーツの一環として実施し、健康増進と体力の向上及びランニングについての関心を高める。

走る楽しさや喜びと共に地域融和の発展を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

駅伝大会の実施。

・一般の部（５区間、２１．００ｋｍ）・高校の部（５区間、２１．００ｋｍ）・中学男子の部（８区間、２１．００ｋｍ）

・女子の部（５区間、１２．３５ｋｍ）・オープンの部（５区間、２１．００ｋｍ）

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

２８年度（目標）

事業の実績

２５年度

1

事業目的

（～という状態に

するために）

八街市ピーナッツ駅伝大会 1 1 1

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２６年度 ２７年度

八街市ピーナッツ駅伝大会参加者数 457 442 460531

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

冬季（耐寒）スポーツの一環として実施し、健康増進及び体力の向上とランニングについての関心を高め、地域融和の発展を図った。

平成２６年度において、第５８回となっている。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

２５年度

千円 900 826 851

決算額

千円 847 767

884

一般財源 千円 847 767

特定・その他財源（ ） 千円

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

294

需用費（食糧費） 仮設トイレ・LED賃借料 158

役務費（保険料）



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-96-

外部総合評価

B A

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

生涯スポーツ推進に対し市民のニーズはたかまっており、参加者数の推移からも

必要である。

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a 市主催の冬季最大の行事であり、平成２７年度で５９回となり妥当であると考える。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

平成２７年度で第５９回の歴史があり、高校及びオープンの部の参加チームの増加

等からも有効である。

AA

取り組み方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

毎年度、行事前後に関係団体等による会議を開催し、協議検討し、実施を行って

いる。平成２１年度にコース・区間の変更を行い、安全性、効率性を高めてきてい

る。

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

５部門に分け募集を行い、それぞれの体力に見合うコー

ス・区間設定や障害者の参加受け入れ体制等公平性に

問題はない。

事務事業の今後

の方向性

冬季スポーツ行事として最大のイベントであり、継続して実施していく。コース等の見直しなど,現状を把握し、各関係団体の協力を得て、一

層の活性化を図ることが必要である。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

毎年度、前回の反省点を検証し次回大会を実施し今日に至っている。今後、さら

に市民のニーズに応えていく。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

例年実施しているように、関係団体等の会議はもとより、市広報やホームページ等によりＰＲを実施。また、八街の特産品の落花生とキャッ

ロットジュースのPRについても更なる検討をしていきたい。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

施設

施設

施設

人

人

人

需用費（消耗品費） 19

35

2,992

-97-

シート番号
４４

２５年度

3,374 3,487

4,468

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

賃借料 220

役務費（保険料）

委託料

4,489

決算額

千円 4,818 3,266

千円

4,818

千円 4,929

特定・その他財源（ ）

一般財源 千円 3,266

4,468

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

八街市における生涯スポーツの普及並びに幼児及び児童の安全な遊び場確保のために、学校の施設を学校教育に支障のない範囲

で幼児、児童、生徒及び一般市民の利用に供し、市民の運動意識高揚を図った。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

学校開放利用者（屋外運動場） 34,033 37,375 41,421 42,000

プール開放利用者 2,175 2,393 1,251 1,300

プール開放（八街北中学校、八街南中学

校）

2 2 2

学校開放利用者（屋内運動場） 187,032 178,098 169,800 172,000

2

15 16 16

学校施設開放（屋外運動場） 12 12 13

16

13

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

学校施設開放（屋内運動場）

事業目的

（～という状態に

するために）

八街市における社会体育の普及並びに幼児及び児童の安全な遊び場確保のために、学校の施設を学校教育に支障のない範

囲で市民の利用に供する。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市内小中学校の校庭、運動場、プールの一般開放を行い、施設の有効活用と市民の運動意識の高揚を図る。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

スポーツ基本法・社会教育法

八街市立小学校及び中学校の施設の開放に関する規則

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

副主幹・横山幸子

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1465

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 学校施設のスポーツ開放（学校開放推進費）
所

管

課

等

教育委員会

スポーツ振興課



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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A A

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

遊び場開放について、学校だより等による広報を依頼。今後においてもＰＲに努める。

プール開放については現在、広報紙・ホームページやポスター等により市民に周知しておりますが、更に学校関係等にちらしを配付する等

周知徹底する必要がある。

取り組み方向

学校施設のスポーツ開放、遊び場開放は市民のスポーツの振興及び意識の高揚のためにも継続して実施していかなければならないが、ス

ポーツ開放について、飽和状態となっており、今後も利用状況を把握．整理し、効率を図ることが必要である。また、学校プール開放につい

ては、利用状況を精査し、効率のよい利用方法等を更に検討する必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

現在、スポーツ開放については、飽和状態で待機待ちの状態であり、更に平成２７

～２８年度において耐震工事による利用停止など団体の利用箇所に制限がされ

る。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

カギの長期貸出しを平成２１年度から実施。また、管理については、平成２５年度遊

び場開放指導員の報償費廃止、更にプール開放については、引き続き入札を

行って効率を図った。

外部総合評価

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

学校施設のスポーツ開放にあたっては、団体登録を行

い、参加希望者がある場合、代表者を紹介（本人了解済

の団体）するなどしている。また、プール開放については

全市民を対象にしており、公平性は保たれている。

AA

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

市民の生涯スポーツに有効利用されており、現在飽和状態（待機あり）となってい

る。

AA

AA

市民からのニーズは

高いですか

a

市民の生涯スポーツの普及並びに幼児・児童の安全な遊び場確保のために市民

のニーズは高い。

AA

市の関与は妥当です

か

a 市で管理する学校施設を有効利用するための開放であり、必要不可欠である。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

■ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

回

回

回

回

722

1,937

333

-99-

3,865

3,480

3,480 4,596 4,175

4,473

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報酬 役務費 80

臨時職員賃金 負担金・補助金 882

需用費・費用弁償 賃借料・公課費 221

決算額

4,596 4,175 0

特定・その他財源（ ）

一般財源

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・本市スポーツ振興に係る基本的経費となっている。

・スポーツ推進審議会は教育委員会の諮問に応じスポーツ推進の重要事項について、調査審議し、教育委員会へ建議している。

・スポーツ推進委員については、市民体育祭をはじめとする各種大会等において、競技役員として活躍している。

また、ノルディック・ウォークをはじめとしたニュースポーツの推進や体験教室などの各種教室等で講師として活躍している。

④

事

業

コ

ス

ト

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額 4,978 4,523

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

スポーツ推進委員活動 54 48 51 55

スポーツ推進委員活動 52 48 51 55

スポーツ推進審議会会議 1 0 0 1

スポーツ推進審議会会議 1 0 0 1

スポーツ推進委員会会議 5 5 7 5

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

事業目的

（～という状態に

するために）

市のスポーツ推進を図るため、指導者の育成推進等

具体的な事業

内容

（～を行う）

・スポーツ振推進議会委員、スポーツ推進委員報酬

・印旛郡市体育協会負担金支出等

・スポーツ振興事業国内遠征激励費支出等

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

八街市スポーツ推進審議会条例

八街市スポーツ推進委員に関する規則

直接の対象者

（～に対して）

スポーツ関係者

最終的な

受益者

市民

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

（八街市総合計画）

具体的施策 自ら学ぶ生涯学習・スポーツ推進

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

生涯スポーツの推進

区分 単位

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 スポーツ推進審議会会議の開催等（保健体育総務費）
所

管

課

等

教育委員会

４５
シート番号

千円

千円

千円

千円

スポーツ振興課

副主幹・横山幸子

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1465



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

スポーツ推進審議会会議等で決定された事項は、市のス

ポーツ推進、各行事の円滑な運営に繋がるもので、公平

性に問題はない。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

スポーツ推進審議会会議については、必要時に招集し審議を行っている。

臨時職員を雇用・活用し業務を行っている。

外部総合評価

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

教育を取り巻く環境が激変する中、スポーツ推進審議会をはじめ、スポーツ推進委員会等の各種団体の意見を収集し、今後のスポーツの

推進に役立てていく。また、現状を把握し、スポーツ推進委員等のマンパワーを活用し、本市のスポーツ推進を図っていく。

取り組み方向

スポーツ推進審議会は、市スポーツ推進の重要事項を審議・決定する機関であり、継続して実施していく必要がある。また、スポーツ推進委

員によるニュースポーツの推進や運動を通した健康づくりの支援等についても、さらに、現状を把握し、本市の一層のスポーツ推進を図って

いくことが必要である。

事務事業の今後

の方向性

AAAA

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

市民のニーズに対応するため、スポーツ推進審議会会議への諮問を基本とし、業

務を遂行していく。また、市民のニーズにあった健康づくり等、スポーツの推進、振

興を遂行していく。

AA

A A

AA

AA

市の関与は妥当です

か

a

法に基づき市スポーツ推進の重要事項を審議、決定する機関であり不可欠であ

る。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

スポーツ推進委員会会議５回実施した。

本市スポーツ推進に係る基本的経費となっている。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市のスポーツ推進に対する市民のニーズは高くなっており、また、スポーツ推進の

重要施策を調査審議・決定するスポーツ推進審議会会議、各行事等役員に関わ

るスポーツ推進委員会は、市民の生活に直接関係があり、スポーツ振興や健康づ

くり等のためにも必要である。



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 ■ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

回

回

人

人

人

人

（スポーツ振興助成金）

202

305

204
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シート番号
４６

２５年度

0

200

3,588 3,568

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費（講師等謝礼） 役務費（保険料） 112

需用費（消耗品費） 補助金

需用費（食糧費）

千円 4,011 3,659

2,745

3,588

3,866 3,859

決算額

千円 3,722 3,568

特定・その他財源（ ）

一般財源 千円 3,522

千円

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

平成2７年度において、市民ゴルフ大会（3２回）、少年野球教室（3８回）、市ロードレース大会（3８回）と、市民に定着している事業と

なっている。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

市ロードレース大会 388 392 400

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

123

442

102

市スポーツ・レクリエーション祭（ｲﾝﾃﾞｨｱｶ、ｿﾌﾄ

ﾊﾞﾚｰ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ、ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ）

428 394 450

少年野球教室 112 105 120

少年野球教室、市ロードレース大会 各１ 各１ 各１

市民ゴルフ大会 140 153 140

各１

1 1 1

市スポーツ・レクリエーション祭 6 6 6

1

6

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

市民ゴルフ大会

事業目的

（～という状態に

するために）

各種スポーツ大会を開催し、市民の健康増進と相互の親睦を深める。

具体的な事業

内容

（～を行う）

市民を対象とした各種スポーツ大会の開催

・市民ゴルフ大会（５月）、近隣中学校交流野球大会（６月）、スポーツレクリエーション祭（８～翌年３月）、少年野球教室（１２月）、

近隣中学校交流柔道大会（１月）、ロードレース大会（２月）

各種スポーツ団体への活動補助金の交付

・体育協会 ・スポーツ少年団 ・家庭婦人バレーボール連盟

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

スポーツ基本法

各種大会開催経費等

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

副主幹・横山幸子

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1465

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 各種スポーツ大会の開催等（体育振興費）
所

管

課

等

教育委員会

スポーツ振興課



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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外部総合評価

A A

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

各関係機関及び団体との会議等の場や市広報紙・ホームページの活用によりＰＲに努める。また、各団体との信頼並びに協力体制の強化

取り組み方向

本市のスポーツ振興、生涯スポーツの振興とスポーツを通しての健康づくりに必要不可欠であり、継続して実施していかなければならない。

さらに現状を把握し、一層の活性化を図ることが必要である。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

各事業実施前後、関係団体等との打合せ会議を実施し、前回の反省等協議を行

い毎年実施している。今後、更に市民のニーズに応えていく。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

各事業前の関係団体等との打合せや実施後反省会等により翌年度の事業前に念

入りに協議を行い、毎年実施につないでいる。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市広報紙やホームページにより市全体に啓蒙を図ってい

るため、公平性は保たれている。

AAAA

a

本事業は、市民の生涯スポーツの推進への貢献が大きいため必要である。

AA

市の関与は妥当です

か

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 実施回数、参加人数の推移からも有効と考えられる。 AA

AA

a 市主催事業として、妥当であると考える。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

人

24

5
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シート番号
４７

２５年度

1 1 1

２６年度

副主幹・横山幸子

需用費（食糧費）

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費（消耗品費）

22

千円 5922

50

２５年度

23

決算額

千円 59 29

29

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円

特定・その他財源（ ）

一般財源

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

印旛郡市民へのスポーツの普及と健康増進を図り、地域スポーツの振興発展と青少年の健全育成を図った。

平成２７年度で第６７回の歴史がある。

千円

83 50

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２６年度 ２７年度

277 292 320327

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分

印旛郡市民体育大会（八街市参加

者）

印旛郡市８市町村、印旛郡市各市町教育委員会及び印旛郡市体育協会の主催で、郡市東西に分け、毎年開催されている。

平成２６年度八街市は、柔道（八街中武道場）と弓道（八街市スポーツプラザ）が会場となり開催。

1

２７年度 ２８年度（目標）

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

スポーツ基本法

事業の実績

印旛郡市民大会

事業目的

（～という状態に

するために）

印旛郡市民へのスポーツの普及と健康増進を図り、地域スポーツの振興発展と青少年の健全育成を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

443-1465

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

直接の対象者

（～に対して）

印旛郡市民

最終的な

受益者

印旛郡市民

（八街市総合計画）

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 印旛郡市民体育大会の開催（郡市民体育大会運営費）
所

管

課

等

教育委員会

スポーツ振興課

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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毎年度、前回の反省点を検証し次回の大会を実施し今日に至っている。今後、さ

らに印旛郡市民との振興を図っている。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

例年実施しているように、関係団体等の会議はもとより、市広報紙等によりＰＲに努める。

取り組み方向

印旛郡市民との交流を図り、体力向上とスポーツの普及を図るため継続して実施していかなければならないが、さらに現状を把握し、一層

の活性化を図ることが必要である。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

外部総合評価

A

a

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

毎年度、行事前後に関係団体等による会議を開催し、協議検討を行い次年度の

実施を行い、効率性を高めてきている。

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

A

AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

市体育協会各専門部等により、選考会等開催し推薦によ

り、選手を決定している。公平性に問題はない。

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a 平成２７年度で第６６回の歴史があり、参加者数からも成果がみられる。

a 印旛郡市の応分の負担として妥当である。

二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市の教育行政に対する市民のニーズは高くなっており、生涯スポーツ振興につい

ても同様である。印旛郡市全域より集まる印旛郡市最大のスポーツ行事となってい

る。

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

千円

千円

千円

人

千円

111 150

4,741 1

578
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工事請負費

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費（消耗品）・原材料 役務費（し尿汲取手数料等） 173

需用費（光熱水・燃料 委託料 6,391

需用費（修繕料） 賃借料 14,406

一般財源 千円 26,074 26,220 25,840

特定・その他財源（ ） 千円 875 841 710

千円 27,323 27,497 27,119 28,436

決算額

千円 26,949 27,061 26,550

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

社会体育施設を維持管理し、市民等が安全に利用できるよう努め、心身の健康と生涯スポーツの推進に寄与した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

（中央、東部、西部、南部、北部グラウンド、榎戸サッカー場）

社会体育施設使用料 992 875 710 841

グラウンド等施設保守管理委託料 6,499 6,688 6,392 8,058

社会体育施設利用状況 88,818 92,141 71,359 75,000

4,909 4,713 4,909

グラウンド等土地賃借料 14,443 14,406 14,406 14,392

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

グラウンド等光熱水費 4,692

具体的な事業

内容

（～を行う）

社会体育施設を維持管理し、安全に利用できるよう努める。

・（市営運動場、ゲートボール場、グランドゴルフ場）

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

直接の対象者

（～に対して）

社会体育施設（市営運動場）

最終的な

受益者

市民

事業目的

（～という状態に

するために）

市営運動場を維持管理し、安全に利用できるよう努め、市民の心身の健全な発達及び生涯スポーツの推進に寄与する。

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

実施方法 実施根拠

スポーツ基本法

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

体育施設の維持管理（体育施設維持管理費）
所

管

課

等

教育委員会

スポーツ振興課

副主幹・横山幸子

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-1465

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 suposhin@city.yachimata.lg.jp

過年度戻出金

シート番号
４８

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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外部総合評価

A A

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

取り組み方向

社会体育施設の維持管理は老朽化等により継続して実施していかなければならない。さらに状況を把握し、危険性及び緊急性から修繕等

優先順位を決め、維持管理すると伴に、コストのかかる物については、長期的に計画、要望していく必要がある。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

施設管理等重要事項についてはスポーツ振興審議会会議に諮るなどして決定し

ている。市民が安全に生涯スポーツを行っていけるよう各施設の状況を把握、管理

ししていかなければならない。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

保守など委託契約については、入札等により業者の選定を図ることにより効率的に

維持管理している。

AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

緊急性・安全性を考慮し、順位を決め実施することにより

公平に実施している。

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a 社会体育施設の老朽化により、市の維持管理は不可欠である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

市の社会体育施設であり、修繕等によりできる限り安全性を保持しているため有効

である。

AA

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価

a

二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 社会体育施設管理の適正な維持管理は利用者の安全を保っている。

事務事業の今後

の方向性

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

千円

千円

件

人

7,493

9,396

3,284

-107-

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位

17,461

27,779 0

16,533 21,695

２６年度 ２７年度

23,699

２５年度

6,238特定・その他財源（ ） 千円 5,700 6,084

千円 22,233

一般財源 千円

委託料

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 24,274 28,566 25,308 29,195

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

おおむねサービス提供はできている。

しかしながら、経年劣化による大規模な修繕箇所が増加しており、将来的なサービス提供の低下は避けられないと考える。

また、卓球台やバスケットゴール・トレーニング器具などの備品や、バレーボール・バドミントン等のネットなどの消耗品も劣化が著しい

ため、随時入替が必要である。なお、本年度において劣化した防球ネットの一部の刷新及び大会用卓球ネットを整備した。

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

需用費

使用料及び賃借料

施設利用人数 111,814 104,841 119,852 112,169

施設利用件数 7,324 7,807 8,223

施設の老朽化によるサービス水準の低下

を防止した

7,785

施設の安全性を維持した

473 633 434 776

委託関係 9,162 13,034 9,396

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

13,187

修繕関係

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

sports plaza@city yachimata lg jp

具体的施策 五の街 自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進

具体的な事業

内容

（～を行う）

スポーツプラザ各種施設（体育館・テニスコート等）の運営及び清掃・警備・夜間の施設管理などの業務委託並びに老朽箇所の

修繕等を行った。

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

４９

事業目的

（～という状態に

するために）

施設の維持管理を適正に行い、利用者が安全にスポーツを楽しむ場を提供する。

主として当施設の運営及び設備の維持・管理を適切に行うことによりスポーツ施設としての水準を維持することを目的とする。

（八街市総合計画）

スポーツプラザ

副主幹・櫻井靖嘉

443-8003

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

①

事

務

事

業

の

概

要

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

「めざそう！ね（値）」

実施方法

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

管理に関する条例

事業の効果

実施計画 2017

八街市スポーツプラザの設置及び

シート番号

スポーツプラザ管理運営費
所

管

課

等

教育委員会



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

取り組み方向

現在は部分的な改修に留まっているが、竣工後20年以上経過しているため大規模な修繕が必要であり、それにより将来的な維持管理費の

抑制が計られる。

また、各種競技等に使用する備品関係においても、随時入替を行い、良好なサービス提供をを図っていく。

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a AAAA

スポーツ振興に寄与する施設として、効率的な施設の維持管理を実施している。

外部総合評価

A A

効率性

期待された効果は得ら

れていますか

市の関与は妥当です

か

a 施設の規模や公共性の観点から市の関与は妥当である。

総括及び事業実施上

の課題

必要性

一次総合評価

個人・団体からの問合せや予約も多いことから、市民からのニーズは高い。

b

事業の効率性を高め

られますか

a

現在の状況を鑑みると、効率向上・コスト低減の余地はない。前述のとおり経年劣

化が著しく、大規模修繕等が必須である。

a

二次評価（総括）

市民からのニーズは

高いですか

a

AA

各施設の利用状況については微増微減はあるものの、概ね成果は得られている。

なお、各施設の備品が交換時期にきており、利用者からの要望もある。

AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

B

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

有効性

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

千円

千円

3,572
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２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

工事請負費

一般財源 千円 492 4,742 3,572

特定・その他財源（ ） 千円 17,775

千円 18,851 4,936 3,644 11,016

決算額

千円 18,267 4,742 3,572

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

体育館内排煙窓の開閉装置を交換したことにより、火災等発生時等館内に煙が充満することが無くなり利用者の安全面が向上した。

また、外灯についても不灯により体育館周辺が足元も見えない状態で、利用者の安全面及び車上荒らし等を危惧したが、改修により

安全面が向上し、施設利用者の不便が解消した。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

施設の老朽化によるサービス水準の低下

を防止した

施設の安全性を維持した

980

スポーツプラザB系統外灯設備改修工

事

2,592

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

スポーツプラザ体育館排煙窓オペ

レーター改修工事

事業目的

（～という状態に

するために）

主として社会体育施設としての水準を維持するために必要な改修等をすることを目的とする。

具体的な事業

内容

（～を行う）

スポーツプラザ体育館内に設置している排煙窓の開閉を行うハンドルボックス（ボックス交換：7ヶ所、クラッチベルト：7ヶ所）の修

繕を

行った。

スポーツプラザ入口から体育館周辺までの外灯が絶縁不良により不灯となったため交換工事を行った。

（水銀灯からLEDへ変更、5ヶ所）

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

八街市スポーツプラザの設置及び

管理に関する条例

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

具体的施策 五の街 自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」

所

管

課

等

教育委員会

副主幹・櫻井靖嘉

スポーツプラザ

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想 ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた 443-8003

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 sports plaza@city yachimata lg jp

（八街市総合計画）

シート番号
５０

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 スポーツプラザ整備事業費



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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外部総合評価

A A

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

取り組み方向

施工後20年以上経過しているため、大規模な修繕箇所が多々あり、財政状況を踏まえながら定期的な改修が必要であると判断する。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

スポーツ振興に寄与する施設として、安全で効率的な施設の維持管理を実施して

いる

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a 入札による工事請負のため、効率化は図られていると考える。 AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a 施設の規模や公共性の観点から市の関与は妥当である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b おおむね効果は得られている。 B

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a 経年劣化も激しいことから、市民のニーズは高い。

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標

指

標

の

内

容

めざそう値（目

標設定）の考え

方

現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 回

2 回

3 回

1 人

2 人

3 人

622

7,542

6,986

-111-

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

2,476

15,111

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

委託料

需用費

19,083

２６年度 ２７年度

17,587 0

報償費

千円 17,995 20,134

2,476 2,654

千円

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

各種講座の開催により、社会教育の推進という施策の実現に有効な手段となっている。

単なる知識学習だけでなく参加者間のコミュニケーションや人間関係を深めることが出来た。

２８年度（目標）

（最終）予算額 24,686

決算額

17,562 19,509

特定・その他財源（使用料） 千円

一般財源 千円 15,086 16,855

800出展者数 771 757 1,430

2,000

来館者数 4,321 5,114 4,133 4,800

1

1

主催事業参加人数（延べ人数） 2,563 2,291 1,981

ひまわり絵画展 1 1 1

学術及び文化に関する各種講座の開催 22 23 18

1 1 1

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

17

こうみんかん祭

当該事業が該当

する個別計画等

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

施設の老朽化が著しく、市民から備品等の整備要望が出ている。

具体的な事業

内容

（～を行う）

学術及び文化に関する各種講座等、こうみんかん祭、ひまわり絵画展の開催。

公民館運営審議会において事業の企画実施等につき調査審議。

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

５１

事業目的

（～という状態に

するために）

学術及び文化に関する各種講座、こうみんかん祭等の事業を行い、市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活

文化の振興、社会福祉の増進に寄与する。

委 の 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施計画

実施方法

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

社会教育活動の推進

公民館講座参加人数

生涯学習への関心の高さや公民館講座の魅力

度を見ます。

７５０人（2,700人）

自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

（八街市総合計画） 2017

443-3225基本構想

c kominkan@city yachimata lg jp

568（2,291）

施策の大綱

事業の効果

社会教育法

シート番号

中央公民館管理運営費
所

管

課

等

教育委員会

中央公民館

主査・並木啓雄

具体的施策



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

AA

必要性

区分 一次評価

a

有効性

二次評価（総括）判定理由

公平性

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

AAa

すべての市民を対象としているため効果はあると思われる。各種講座時のアン

ケート結果では、受講者の満足度は高いことから期待された効果は得られている。

AA

外部総合評価

A A

AAAAa

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

一次総合評価
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生涯学習活動の場を提供し、教育・文化活動を展開するのは公民館の重要な役割である。今後もより市民のニーズや時代にあった主催事

業を展開するとともに、公民館を地域づくりの拠点となるような事業の展開を図っていく必要がある。

効率性

市民からのニーズは

高いですか

a

a

学びを通した住民相互の出会いと交流、連携を促進し地域社会のコミュニケーションを図

る。また、今後とも広報やホームページを利用して主催事業のＰＲを積極的に行い、市民の

ニーズに応えた各種事業を実施する。

事業の効率性を高め

られますか

社会教育法で公民館で各種事業を行うことを推奨している。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

主催講座開催時にアンケート調査を実施し市民の社会教育に対するニーズを把握する。

市民からの要望やアンケート結果、社会情勢等を考慮しながら次年度の各種事業を計画し、多くの市民が参加できるような事業展開を

行っていく。

取り組み方向

事務事業の今後

の方向性

公民館運営審議会に諮り講座を開催しており、材料費等について受

益者負担としているため適切である。

市内唯一の公民館として実際の生活に即する各種事業を行い、日常生活に密着

した総合的な社会教育施設として必要不可欠である。

総括及び事業実施上

の課題

a

市の関与は妥当です

か

期待された効果は得ら

れていますか

公民館は単なる知識学習だけでなく参加者間のコミュニケーションや人間関係を

深めて行く事が出来る。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標

指

標

の

内

容

めざそう値（目

標設定）の考え

方

現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 回

2 回

3 回

1 月

2 月

3 月

482

２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

実施計画 2017社会教育活動の推進
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２５年度

事業目的

（～という状態に

するために）

事業の実績

社会教育法

所

管

課

等

教育委員会

中央公民館

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分

具体的施策 自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進

社会教育・生涯学習の拠点として重要な役割を果たしている中央公民館を、市民が安全に安心して利用できるようにするため

に施設の計画的な改修を行う。

委 の 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

主査・並木啓雄

443-3225

（八街市総合計画）

直接の対象者

（～に対して）

市民

最終的な

受益者

市民

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 c kominkan@city yachimata lg jp

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

５２

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

シート番号

中央公民館整備事業費

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

施設の老朽化が著しく、市民から備品等の整備要望が出ている。

具体的な事業

内容

（～を行う）

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

工事に伴う設計・監理・工事の事務手続きを迅速に行い、利用者・市行事にできる限り影響が少ない期間で工事を完成することができ

た。

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

864

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 18,676 864 482 31,402

２６年度 ２７年度

工事請負費

482 0

特定・その他財源（使用料） 千円 9,442

千円 18,661

482一般財源 千円 9,219 864

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

事業の効果



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 □ 現状維持 ■ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

外部総合評価

B A
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b

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

市の関与は妥当です

か

区分 一次評価

AA

a

社会教育法で公民館を設置し、市民への生涯学習の場を提供し、社会教育事業

を行う団体を支援することが規定されている。

AAAA

二次評価（総括）判定理由

市内唯一の公民館として市民の生活文化振興上、必要不可欠である。

整備事業については、その効果を考慮しなければならず、コスト

削減は難しい状況にある。老朽化した施設補修に関し必要最

低限になるよう検討を行い実施している。

B

施設の老朽化は進み、工事・修繕等のコストを押し上げる傾向があるので、効率

的な運営による努力が必要。

a

公民館は、市民の生活文化振興上、必要不可欠であり施設の早期改修・計画的

な改修は最も有効な手段である。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

b

中央公民館は、開館から３6年余り経過し、施設改修費等、今後数年間は多大な

財源が必要となる。

また、公民館にかわる文化施設が市内に無いことから、改修に伴う施設の休館等

で市民の文化活動にも影響が出る恐れがある。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

⑤

事

務

事

業

の

評

価

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

市民が公民館を安全に安心して利用していただくための環境整備とサービスの提供を確保する。

取り組み方向

事務事業の今後

の方向性

開館から３6年余り経過し施設設備の老朽化が著しく早期の改修が望ましいことから事業を拡充していく必要がある。

AA



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 人

2 件

3 件

4 件

5 回

5,747

11,183

1,447
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シート番号 ５３

6

図書館法・八街市立図書館設置条例・

八街市立図書館の管理及び運営に関

する規則

各種業務委託件数

各機器等の賃借・使用件数

10 1011 12

5

市民及び市内在勤・在学者

最終的な

受益者

市民及び市内在勤・在学者

108

図書館管理運営費（臨時職員の雇用、施設等の維持管理）
所

管

課

等

教育委員会

図書館

主査 金谷隆之

４４４－４９４６

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 toshokan@city.yachimata.lg.jp

務 ト教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事業のＰｌａｎ 事務事業の概要

①

事

務

事

業

の

概

要

「めざそう！ね（値）」

実施方法 実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

直接の対象者

（～に対して）

事務事業名

（八街市総合計画）

具体的施策 自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進

実施計画 2017社会教育活動の推進

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

エレベータの設置の要望及び館内の空調に関する意見が多数寄せられている。

事業目的

（～という状態に

するために）

市民が利用しやすい図書館としての環境整備・維持管理

具体的な事業

内容

（～を行う）

・臨時職員の雇用 ： 図書の装備、配架、返却などの事務補助

・業務委託 ： 清掃、警備、電気工作物保安管理、消防設備保守点検、空調設備保守点検業務など

・機器の賃借、使用 ： 複写機、トイレ洗浄・静除システムの賃借、書誌データなどの使用

・施設、設備等の修繕

・図書館協議会

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

Ｄ 事業のＤｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

-

臨時職員雇用人数 ： 通常6名、夏季1名・蔵書点検時2名増
9 10

施設、設備の修繕件数 0 11 3

5 5

2図書館協議会 2 2 2

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

臨時職員の雇用や施設、設備の維持管理などにより、安心・安全な環境のもとで、利用者に対して迅速なサービスを提供することが

できた。

２５年度

決算額

31,782 26,747

２８年度（目標）

一般財源

114

業務委託料

千円

61

26,747

図書館協議会委員報酬

管理運営用備品

（最終）予算額 千円 31,921 28,278 26,516

２６年度 ２７年度

27,165

単位区分

0

特定・その他財源（ ） 千円

千円

その他

28,083

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

使用料・賃借料

31,782 28,083 0

8,195

④

事

業

コ

ス

ト
臨時職員賃金

事業の効果



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価
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図書館サービスの提供にあたっては、安全・安心な環境の中で、迅速に対応でき

るよう求められている。

市が直接関与するよう法律や条例で定められた公共施設であり妥当である。

二次評価（総括）

AAAA

市民からのニーズは

高いですか

判定理由

必要性

a

区分 一次評価

公平性に問題はないが、公の財産に係る経費の適切な負担の

在り方の観点から、サービスを受ける者に一定の負担を求める

ことが必要となる可能性も予想される。対価不徴収の原則を維

持しつつ、一定の場合に受益者の負担を求めることについて、

その適否を検討る必要がある。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

ＣｈｅＣｈｅｃｋ 事務事業の評価

外部総合評価

AA AA

総括及び事業実施上

の課題

a

AA

生涯学習の場として、安心・安全な環境のもと、利用者の視点に立ったサービス

を提供した。

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

a

事務事業の今後

の方向性

有効性

期待された効果は得

られていますか

a 図書館運営について、概ね期待通りの成果を得られている。

市の関与は妥当です

か

a

公平性

限られた事業費の中で最大限の成果を得るために、維持管理に努めているが、行き過ぎ

た節減により読書環境や事務環境に悪影響が無いよう配慮している。図書館システム更新

を期に事務環境、業務プロセスの面に注力し、効率性の更なる向上を図る。

⑤

事

務

事

業

の

評

価

AA

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

今年度も適切な環境整備と利用者に対する迅速なサービスの提供を確保する。

取り組み方向

経年劣化に伴い修繕箇所が多くなると思われるが財政状況を考慮しながら、今後も図書館としての環境整備の維持、継続に努めるとと

もに、すべての市民が等しく図書館サービスを受けられるよう生涯学習施設の環境の充実を図る。

ｏ 後 事 向ｏ 後 事 向Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

AA

一次総合評価



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標

指標の

内容

めざそう値（目

標設定）の考

え方

現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 冊

2 回

3 回

4 回

1 冊

2 人

3 人

4 人

5 回

10,300

0

29
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シート番号
５４

①１人あたり図書貸出冊

数②図書館蔵書冊数

図書館に対する市民ニーズや自ら進んで

学習活動をしているかを見ます。

①4.93冊

②310,000冊

①4.84冊

②301487冊

社会教育活動の推進

図書館法・八街市立図書館設置条例・八

街市立図書館の管理及び運営に関する

規則

図書館管理運営費（資料収集、読書の普及、利用促進）
所

管

課

等

教育委員会

図書館

副主幹・高橋みち子

444-4946

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 toshokan@city yachimata lg jp

直接の対象者

（～に対して）

市民及び市内在勤在学者

最終的な

受益者

市民及び市内在勤在学者

委 の 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名

「めざそう！ね（値）」

具体的施策 自ら学ぶ生涯学習・スポーツの推進

実施計画 2017

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

図書館の蔵書について、活字が小さく読みにくいため、活字が大きな新版の本に順次買い替えの要望あり。また、市内に映画館が

ないため古い作品でなく、新作の映画上映会実施の要望あり。

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

（八街市総合計画）

事業の実績

6,900

おはなし会の開催数

事業目的

（～という状態に

するために）

地域の情報拠点として、市民誰もが等しく図書館サービスを受けることができる事業の展開により、読書活動の推進を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

地域の実情及び、利用者の要望を考慮しながら、計画的に資料収集・整理・保存を行い市民に提供する。また、市民の求める資料

を探し出すための援助や調査研究の援助を行うことにより、市民の自主的な学習活動を支援する。

図書館に来館しにくい地域に居住する高齢者や乳幼児を持つ親子のために移動図書館事業を行う。また、おはなし会・映画会な

どの各種集会事業を実施するとともに、地域の団体や学校等の求めに応じ司書を派遣し読書推進活動を支援する。

図書購入冊数 6,845 6,627 6,898

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 2５年度 2６年度 2７年度

70

2８年度（目標）

331,414

図書館ホームページの更新数 96 41 64

1,373 1,530

320,000

おはなし会の参加者数 1,051 849 975 980

図書貸出冊数 342,841 316,394

旅費 通信運搬費（判例体系）

1,530

図書館ホームページの閲覧数 50,181 59,079 54,109 60,000

講座、映画会の参加者数 1,466

事業効果に関する

外部要因

２５年度の司書派遣事業参加者数には、他自治体からの要請による読書推進事業、及び26年度の参加者数には日本図書館協会主催

の事業参加者数が含まれる。

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

図書館が良質なサービスを提供するためには、専門的な知識や豊かな経験を備えた職員と、図書館の理解者である市民との協働はかか

せないものである。市民ボランティアの方々と、よりきめ細やかな連携をとることにより、市内の子どもたちに対する読書支援サービスの機

会を広げることができ、実績数には反映されない部分もあるが、一定の成果を上げることができたといえる。

④

事

業

コ

ス

ト

単位 2５年度

決算額

2７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

2８年度（目標）

（最終）予算額 千円 11,912 11,918 11,875 11,878

2６年度 2７年度

11,875

特定・その他財源（ ） 千円

千円 11,909 11,918

一般財源 千円 11,909 11,918 11,875

1,332

報償費 食料費 7

貸出用図書購入費 図書館消耗品

113

76 73 79 79

司書派遣事業参加者数 2,140 1,709 1,477 1,500

事業の効果

講座、映画会の開催数 108 113 113

207



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-118-

外部総合評価

A A

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

AAAA

AA

市の関与は妥当です

か

a

これからの社会は知識基盤社会であり、市民の生涯学習を支える拠点としての図書

館の役割は重要性を増しており、市の関与は妥当である。

AA

図書館は、市民の読書・情報・学習の拠点として、誰もが気軽に利用でき、市民の暮

らしに役立つように、多様なサービスを展開しており、市民からのニーズは高い。

期待された効果は得ら

れていますか

a

地域の課題解決に対応するために、司書が地域や学校に出向くことにより、読書活動

の推進に努めた。子育て支援を中心に、乳幼児期からの家族での読書習慣の形成

や学校への読書支援に寄与できた。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a 経費の節減に努めるとともに、効率的な執行を図っている。 AA

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

⑥

2８年度における

取組のＰＲと方向

性

まちづくりを支える図書館をめざして、引き続き市民生活に必要な資料収集や情報発信に取り組んでいく。また、すべての子どもたちに、読書

の楽しさを知ってもらうためのきっかけづくりとして作成した、図書館オリジナルの読書手帳を積極的にＰＲする。読書の記録を形にすることで、

家庭や学校において、本を通じたコミニュケーションが活発になり、世代をつなぎ読書が盛んになるよう読書手帳の利用促進に努める。

取り組み方向

図書館は、市民の知る権利を保障する重要な社会的基盤として位置づけられており、生涯学習を進める上で重要な施設である。望ましい図

書館サービスを安定的に提供するために、今後、市民との協働事業を進めるにあたっては、サービスの質保証に向けた取り組みを研究しつ

つ、地域にとって多様な図書館サービスを展開できるように、各関係団体と連携を深めていきたい。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

近年の貸出冊数の減少に対し、危機感を持って方策を考え、図書館を利用しやすく

するために、移動図書館ステーション増設、市役所ロビーへのブックポスト設置、様々

な展示図書の企画、ジュニア司書の読書推進活動、市民協働による児童サービスな

どを実施してきた。すべてが必ずしも貸出に結びつくとは限らないが、短期的・長期的

両方の視点から今後も知恵を絞り、工夫して図書館サービスの向上を目指していく。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

事務事業の今後

の方向性

公立図書館は、入館料その他図書館資料の利用に対す

るいかなる対価をも徴収してはならない（図書館法第17

条）

有効性

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価



別記様式第1号 シート番号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

回

回

8

58

22

-119-

４４４－５２２２

施策の大綱

主事・山﨑芙実雄

市民

・視聴覚教材センター委員会議の開催

・視聴覚教材目録の作成

・機材・教材の維持管理

実施根拠

５５

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 tosyokan@yachimata.lg.jp

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

所

管

課

等

教育委員会

事務事業名

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

①

事

務

事

業

の

概

要

視聴覚教材センター管理運営

視聴覚教育を推進し、学校教育及び社会教育を充実し、市民の文化向上を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

視聴覚教材センター

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

（八街市総合計画）

具体的施策

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

視聴覚教材センター設置条例及び運営規則

直接の対象者

（～に対して）

市民・教職員関係者・青少年相談員・団体関係者など

事業目的

（～という状態に

するために）

実施計画

最終的な

受益者

「めざそう！ね（値）」

実施方法

2017

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

2

視聴覚教材目録の作成 2 1 1 1

視聴覚教材センター委員会議 2 2 2

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

視聴覚機材･教材の維持管理、貸出、目録作成等により視聴覚教育の推進を図れた。

２８年度（目標）

（最終）予算額 千円 135 76 88 76

２６年度 ２７年度

一般財源 千円 135 76

87 76

特定・その他財源（ ） 千円

需用費

備品購入費

決算額

千円 135 76

87 76

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

報償費

事業の効果



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-120-

外部総合評価

B B

判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b 視聴覚教材・機材については、ほぼ期待どおりの貸出効果であるため。

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価

市全体の教育活動の場で反映されており、公平性に問題

はない。

AAAA

B

市の関与は妥当です

か

b 市所有の機材・教材であるため。

B

b 特に、学校、官公署、各種団体からのニーズは高いため。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b 事務事業の見直し、改善により経費の削減に努めているため。 B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

一次総合評価

事務事業の今後

の方向性

総括及び事業実施上

の課題

b 事業の必要性は認められるが、管理運営に関し引き続き検討を要する。

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

新たに整備する機材及び教材を精査し、ひきつづき魅力ある視聴覚機材及び教材の貸出及び管理運営に努める。

取り組み方向

学校教育及び社会教育に関し、視聴覚機材及び教材活用の必要性は認められるが、当該機材及び教材の貸出及び維持管理が主要事

業であり、図書館との統合を図るため視聴覚教材センターの管理運営についての見直しが必要と思われる。



別記様式第1号 シート番号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終了

年度

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

台

本

件

件

360

-121-

５６

２０の増を目標 183

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

備品購入費

一般財源 千円 677 360 360 300

300

特定・その他財源（ ） 千円

千円 678 360 360 300

決算額

千円 677 360 360

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

視聴覚機材及び教材の活用により、学校、官公署、各種団体をとおして学校教育及び社会教育の内容をさらに充実させることに役立

でることができた。

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

（最終）予算額

事業効果に関する

外部要因

事業の効果

教材貸出件数 98 101 55 80

機材貸出件数 718 460 360 400

機材の購入 1 0 0 0

教材の購入 12 11 7 8

当該事業が該当

する個別計画等

基本構想

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

事業目的

（～という状態に

するために）

視聴覚教育を推進し、学校教育及び社会教育を充実し、市民の文化向上を図る。

具体的な事業

内容

（～を行う）

視聴覚機材・教材を購入整備して、各種団体に対して、貸出を行う。

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

①

事

務

事

業

の

概

要

実施方法 実施根拠

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

視聴覚教材センター設置条例及び運営規則

直接の対象者

（～に対して）

機材・教材の各種団体への貸出

最終的な

受益者

市民

（八街市総合計画）

具体的施策

実施計画 2017

「めざそう！ね（値）」 教材利用回数

主事・山﨑芙実雄

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた ４４４－５２２２

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街 tosyokan@yachimata.lg.jp

委 務 評 ー教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

事務事業名 視聴覚教材整備
所

管

課

等

教育委員会

視聴覚教材センター



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

-122-

外部総合評価

B B

B

B

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

今年度も、予算の範囲内において、有効に活用できる教材の購入をする。

取り組み方向

既存の機材・教材の有効活用を図りつつ、それぞれの年度、近況にあった新たな教材の確保をする。

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

b

既存の機材・教材の有効活用を図りつつ、利用団体等の要望を踏まえた、新たな

教材等の購入ができた。

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

市全体の教育活動の場で反映されており、公平性に問題

はない。

AAAA

市所有の機材・教材であるため。

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

b 視聴覚教材・機材については、ほぼ期待どおりの貸出効果であるため。

効率性

事業の効率性を高め

られますか

b 要望や意見・実績等を踏まえた、機材・教材の整備、貸出に努めている。

区分 一次評価 判定理由 二次評価（総括）

必要性

市民からのニーズは

高いですか

b 特に、学校、官公署、各種団体からのニーズは高いため。

市の関与は妥当です

か

b

事務事業の今後

の方向性



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終

了

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 □ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 千円

2 千円

3 千円

1 回

2 人数

3 パーセント

4

5,924

447

-123-

給食費収納管理ｼｽﾃﾑ等

賃金等

特定・その他財源（ ） 79千円

一般財源 千円 12,053 10,519

228

２８年度（目標）

11,527 7,061

9,255

２６年度 ２７年度

12,837

千円 12,288 10,747 9,334
④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

（最終）予算額 千円 13,084

235

収納率の向上 96.59

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・給食費収納業務の一元化により、業務が円滑となり、事務の簡素化が図られた

・臨時職員を適正に雇用することで、安全で安心な給食を配食することができた

事業の効果

447

96.83

2

5 4 5

97.00

報酬（給食センター運営委員） 20

447

運営委員会開催数 3 0 1

給食費収納管理用システム経費 441 447

２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

61

臨時職員賃金等 7,839 7,024 5,924 3,363

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度

35 0

臨時調理員数 6

事業効果に関する

外部要因

実施計画 2017

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

当該事業が該当

する個別計画等

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

・園児、児童、生徒に安定した給食を供給するため

①

事

務

事

業

の

概

要

基本構想

事業目的

（～という状態に

するために）

「めざそう！ね（値）」

具体的な事業

内容

（～を行う）

・給食センター運営委員会の開催

・給食事業に係る臨時職員の雇用等

・給食費収納管理システムの活用

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

（八街市総合計画）

具体的施策

kyushoku@city yachimata lg jp

育 会 業 シ教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

シート番号

実施方法 実施根拠

八街市学校給食センター設置条例

八街市学校給食センター管理運営規則

八街市学校給食費徴収規則

直接の対象者

（～に対して）

・幼稚園、小学校、中学校

最終的な

受益者

園児、児童、生徒、保護者

５７

事務事業名 学校給食センター一般管理事業費
所

管

課

等

教育委員会

学校給食センター

主査・田中一雄

４４４－１１８１

施策の大綱



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

A A

外部総合評価

BBBB

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

b 給食費の未納解消による公平性の確保を図る

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・平成２７年度の実績を踏まえ、２８年度においても、給食費収納業務が円滑に運営されることが見込まれる

・第二調理場調理業務について民間委託を実施し、より一層の効率化を図る

取り組み方向

・給食費収納管理ｼｽﾃﾑを活用した業務の一元化により、今後もより一層の未納対策を進める

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

事務事業の今後

の方向性

A

A

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

・第二調理場の民間委託を平成２８年度８月より実施

・給食費収納業務の一元化により業務が円滑となる

・運営委員はセンター運営に精通している学校長、ＰＴＡ、学識経験者がメンバー

・給食費収納業務の一元化により業務が円滑となる

二次評価（総括）

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

A必要性

市民からのニーズは

高いですか

a ・運営委員会は給食センター運営に係る重要事項の審議のため必要不可欠

市の関与は妥当です

か

a

・運営委員会は条例等に基づき重要事項を審議する機関として機能している

・給食事業は市が実施する事業である
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別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終

了

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 □ その他 （ ）

単位

1 千円

2 千円

3 千円

1

2

3

4

2,780

11,097

13,184

「めざそう！ね（値）」
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八街市学校給食センター管理運営規則

・給食の円滑かつ安定的な供給を図るために、給食センターの施設、設備等を良好な状態に保つ

2,780

1,707

最終的な

受益者

園児、児童、生徒、保護者

５８

事務事業名 学校給食センター調理場維持管理事業費
所

管

課

等

教育委員会

学校給食センター

会 事教育委員会の事務事業評価シート

実施方法 実施根拠

学校給食法 八街市学校給食センター設置条例

kyushoku@city yachimata lg jp

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

シート番号

４４４－１１８１ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

主査・田中一雄

（八街市総合計画）

具体的施策

当該事業が該当する

個別計画等

基本構想

施策の大綱 五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

②

市民意識調査等からの

結果分析その他市民か

ら寄せられた意見等

該当

項目

事業目的

（～という状態にする

ために）

具体的な事業

内容

（～を行う）

直接の対象者

（～に対して）

①

事

務

事

業

の

概

要

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度（目標）

実施計画 2017

13,255

修繕費 2,982 3,874

・給食センターの施設、設備等の適切な維持管理を行う

工事請負費 6,333 0 13,184

事業の実績

2,500

委託料 11,059 11,466 11,097

施設、設備の維持管理委託

施設、設備の修繕

④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

修繕費

工事請負費

特定・その他財源（ ） 千円 5,300

千円

一般財源 千円 15,857 16,113

事業効果に関する

外部要因

事業効果の総合分析（達

成できたこと）

・施設、設備等を適切に維持管理し、学校給食業務を円滑に運営することができた

・第一調理場の老朽化に伴う雨漏りの補修工事を実施した

２８年度（目標）

18,343

２６年度 ２７年度

（最終）予算額 千円

27,876

30,771

21,157 16,113

23,725 17,787

27,876

委託料

事業の効果



□ 受益者負担あり

■ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

A
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必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

AA

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

期待された効果は得ら

れていますか

市の関与は妥当です

か

a

・学校給食法に基づき市が実施する事業であり、限られた予算の範囲で優先順

位を定め対応している

・学校給食業務を円滑に運営するためには、施設、設備等の適切な維持管理が

必要不可欠

二次評価（総括）

a

・施設、設備等を適切に維持管理し、良好な状態に保ち安定的な給食の供給が

できた

AA

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

有効性

総括及び事業実施上

の課題

効率性

事業の効率性を高め

られますか

外部総合評価

一次総合評価

b

・施設、設備等を適切に維持管理し、良好な状態に保つと同時にコスト面も考慮

している

B

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

・給食の調理に要する費用（賄材料費は除く）は、全て市

の負担となっていることから公平性に問題はない

AAAA

A

事務事業の今後の方

向性

a

⑥

２８年度における取組

のＰＲと方向性

・給食センターの施設、設備等を適切に維持管理し、良好な状態に保つことにより安全で安心な学校給食の調理及び配食を行う

取り組み方向

・施設、設備等の老朽化が進み適切な維持管理を図るためには、計画的な改修が必要となりコスト増が考えられる

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向



別記様式第1号

【事務事業評価シート】

部局等

課

職・氏名

開始

年度

2015

終

了

2025 電話番号 内線

E-mail

開始 2015 終了

指標 指標の内容 めざそう値（目標設定）の考え方 現状値

■ 直接実施 ■ 業務委託 □ 補助金交付

□ 負担金 ■ その他 （ 給食費 ）

単位

1 千円

2 千円

3 千円

1 人

2 人

3

4

298,964

106,929
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委託料

賄い材料費

特定・その他財源（ ） 千円

一般財源 千円 159,923 161,054

309,387

２８年度（目標）

460,265 484,201

２６年度 ２７年度

477,906

千円 470,692 470,441 445,272
④

事

業

コ

ス

ト

区分 単位 ２５年度

決算額

２７年度の主な歳出節別内訳

（単位：千円）

（最終）予算額 千円 477,205

310,769

事業効果の総合分析

（達成できたこと）

・安全で安心な学校給食を円滑に配食することができた

事業の効果

106,929

319 299

消耗品費等 37,518

144,100

給食配食数／日（小・中学校） 6,082 5,881 5,694

委託料 107,583 108,392

・第一調理場（調理業務）を平成２０年度より民間委託している（平成２６年８月より３カ年契約）

２７年度 ２８年度（目標）

事業の実績

47,089

賄い材料費 313,880 312,627 298,964 291,012

③

実

績

・

成

果

区分 ２５年度 ２６年度

46,970 46,726

給食配食数／日（幼稚園） 336

事業効果に関する

外部要因

実施計画 2017

五の街 めざします！心の豊かさを感じる街

当該事業が該当

する個別計画等

Ｄ 務Ｄｏ 事務事業の実施

②

市民意識調査等か

らの結果分析その

他市民から寄せら

れた意見等

該当

項目

・学校給食事業は児童生徒の心身の健全な発達、食事についての正しい理解、望ましい食生活を身につけることなどを目的と

している

①

事

務

事

業

の

概

要

基本構想

事業目的

（～という状態に

するために）

「めざそう！ね（値）」

具体的な事業

内容

（～を行う）

・市内１３小中学校並びに市内３幼稚園への給食を供給

ひと・まち・みどりが輝くヒューマンフィールドやちまた

（八街市総合計画）

具体的施策

kyushoku@city yachimata lg jp

育 会 業 シ教育委員会の事務事業評価シート

Ｐ ｎ 事Ｐｌａｎ 事務事業の概要

シート番号

実施方法 実施根拠

学校給食法

八街市学校給食費徴収規則

直接の対象者

（～に対して）

・学校給食を受ける園児、児童生徒

最終的な

受益者

園児、児童、生徒、保護者

５９

事務事業名 学校給食センター調理場給食事業費
所

管

課

等

教育委員会

学校給食センター

主査・田中一雄

４４４－１１８１

施策の大綱



■ 受益者負担あり

□ 受益者負担なし

□ 新規 ■ 現状維持 □ 拡大・拡充 □ 統合 □ 縮小 □ 廃止 □ 休止 □ 完了

・ 一次評価 事務局等の評価

・ 二次評価 教育委員会の評価

・ 外部総合評価 教育に関して学識経験を有する者の識見を図ったうえでの評価

外部総合評価

A A

AA

ｎ 業 方Ａｃｔｉｏｎ 今後の事務事業の方向

公平性

事業効果の配分や受

益者負担は適切です

か

a

・保護者より賄い材料費を給食費として徴収しているが、

未納者が多い

⑥

２８年度における

取組のＰＲと方向

性

・給食費は賄材料費に全額充当しているが、未納者がまだまだ多いことから一層の未納対策を進める

・食材や燃料等の高騰の懸念もあることから、材料の選定や献立の工夫等により、給食内容の充実を図る

・第一調理場の調理業務については、引き続き民間委託を実施し円滑な運用を図る（平成２９年７月までの３カ年契約）

・第二調理場の調理業務については、８月より民間委託を実施し円滑な運用を図る（平成２９年７月までの１カ年契約）

取り組み方向

・平成２０年度より、引き続き第一調理場については民間委託（調理業務）となっているが、第二調理場についても８月から民間委託を実施

（平成２９年度７月末まで）、平成２９年度８月に両調理場を一括して委託をし効率化を図る

一次総合評価

総括及び事業実施上

の課題

a

事務事業の今後

の方向性

A

A

有効性

期待された効果は得ら

れていますか

a

効率性

事業の効率性を高め

られますか

a

・材料の選定や献立の工夫等により給食内容の充実が図られており、現状でのコ

スト削減は難しい

・児童生徒の心身の健全な発達、食事についての正しい理解、望ましい食生活を

身につけることができた

二次評価（総括）

Ｃｈ ｃ 事務Ｃｈｅｃｋ 事務事業の評価

⑤

事

務

事

業

の

評

価

区分 一次評価 判定理由

A必要性

市民からのニーズは

高いですか

a

・学校給食事業は児童生徒の心身の健全な発達、食事についての正しい理解、

望ましい食生活を身につけることなどを目的としている

市の関与は妥当です

か

a ・配食日数や配食内容等適切に供給している
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学校評価の考察方法

また、県の最終指標が出たことをふまえ,その数値との比較と、最終指標目標値との比較とした。

① 子どもの様子（規範意識や協調性）に関する項目

② 学習指導に関する項目

③ 家庭・学校・地域が連携して子どもを育てる環境に関する項目

◎ みんなで取り組む『教育立県千葉』プラン（千葉県教育振興基本計画）の数値目標

現状 最終指標目標現状値と最終指標

（平成２５年度） (H26年） 目標の比較

87.2% 85.0% ＋２．２

80.9% 85.0% －４．１

85.4% 85.0% ＋０．４③

「学校・家庭・地域が連携して子どもを育てる環

境が整っている」こと関する項目について、「満

足」「おおむね満足」と回答した保護者の割合目

標数値（「満足」及び「おおむね満足」と回答した

保護者の割合）

-１２９-

平成２７年度に学校が行った学校評価は、内部評価、外部評価を実施しているが、学校毎に調査

方法、質問事項、まとめ方も異なっていることから、このうち保護者を対象としたアンケート調査の結

果のうち、本年度も、県のみんなで取り組む『教育立県千葉』プラン（千葉県教育振興基本計画）に

数値目標が掲げられている、次の３項目に関する結果を抜粋し検証することとした。

なお、評価項目については、A．B．C．Dの４段階評価を採用している。また、評価結果は最終実施

（Ｈ２８年．２月）または、２学期末のものを記載することとした。

項 目

①

「子どもの様子（規範意識や協調性）」に関する

項目について、「満足」「おおむね満足」と回答し

た保護者の割合目標数値（「満足」及び「おおむ

ね満足」と回答した保護者の割合）

②

「学習指導」に関する項目について、「満足」「お

おむね満足」と回答した保護者の割合目標数値

（「満足」及び「おおむね満足」と回答した保護者

の割合）



評価コメント

-１３０-

・年々人口が減少しているのは国の施策に頼るしか道はないが、ある中学の不登校の数を見て唖然と

した。なんと学年の約１クラス位の生徒が不登校！！その中には長欠の生徒もかなり多い。この手立て

はないものか？

また、いじめの件数も多い。先生は、話はついているとおっしゃっていましたので、私は深刻な程では

ないのかと少し安堵。そんな中、登校している生徒が年々凛々しくなってきている姿がなんとも嬉しい。

元来、学校により、年度の生徒により、波があると言われていましたが、近年は特に良い方の波が

続いていることは良い傾向である。

・学校・家庭・地域の連携…連携は、それぞれが、それぞれの責任・役割を果たしているという前提条件

の下に可能になると考えます。そうでないと“連携”という言葉だけが一人歩きをしていることになって

しまいます。幼小中高の連携も同様であると考えます。

・教育の現場…何回か、幼稚園、小学校、中学校の活動や授業を参観させていただく機会を得ました。

多くの先生方が熱意と創意を持って指導に当っている姿がありました。

・長期欠席…学校は児童生徒に最善の教育を行う義務がある。保護者は児童生徒を登校させる義務が

ある。不登校≠学校？

・挨拶…近頃、近隣に於いて気持ちよく挨拶する子どもが増えました。挨拶は心の窓を開く。

・自学自習…自学自習は誰の為、親の為、教師の為、いや自学自習は自分の為。

・学校が好き…給食・友達・勉強・先生、何でも良い。家に無いものが学校にあれば。

・それぞれの園・学校が前向きに計画・実践・評価に努力していることがアンケートの結果・数値に表れて

いると考えます。

三次評価（総合評価）の意見等

・子どもの様子に関する項目のプラス評価は、９５．４％（幼）→８９．４％（小）→８２．８％（中）と、子どもの

成長に伴って下降し、厳しい結果となっているが、子どもの自我の発達から考えても自然な数値であると

考えます。学習指導に関する項目は、同様に９５．４％（幼）→８７．３％（小）→７６．６％（中）です。中学

は数値を見ると低いようですが、昨年は７４．７％でした。これは１．９％の上昇率であり、市内中学生徒

数に換算すると、肯定的回答をした生徒が約４０人増加したことになり、先生方の努力の結果だと思い

ます。学校・家庭・地域の連携に関する項目は、幼小とも県の目標を大きく上回っています。中学も目標

値には届かないものの、８１．２％と比較的高い数値です。過去３年間の数値もほぼ同様であることか

ら、

八街市の教育は、家庭・地域との連携がしっかり根づいていると言ってよいと思います。

・中学生の学習指導に関し、県の目標数値と比して（－）が多いのが気になります。保護者は学力に非常

に高い関心があると思いますので、学校と家庭の連携を更に高めれば学力向上にもつながると思料され

ます。

・学習指導に関する評価は、特に中学校で厳しい結果となっていますが、学校訪問で授業を参観すると、

ここ数年間で各小・中学校とも、教師主導の授業から問題解決的な指導過程のもと、学び合いを大事に

した児童・生徒自身が自ら学んでいく授業へと変容しはじめています。先生方のこれらの授業を変える

努力が、今後更に、保護者にも理解され、肯定的な評価への高まりへとつながっていくことを願ってい

ます。

・学校・家庭・地域の連携に関して、多くが肯定的な回答で大変良いことだと思います。でも、この質問に

否定的な回答をしている方々に対して、なぜ？と問うことがあってもいいかもしれません。行事等に参加

できない、また地域社会とつながりを持てないご家族・お子さんは孤立してしまうのではないでしょうか。

社会の中で人間関係を築いていく力や家庭教育の重要性を、必要な方々にこそ知っていただけるよう

フォローをお願いしたいと思います。

・本市小・中学校の課題は、学力向上と長欠対策であることは本年も同じです。しかし、各校が以前より

具体的な学力向上策を示し、活動してきているので、今後に大きな期待をしています。この２つの大きな

課題解決には、家庭の協力・理解が不可欠です。今後はいかに保護者・地域の教育力ＵＰを図るかが

重要であると考えます。

二次評価（教育委員）の意見等



小

学

校

主な質問項目として、

①学校生活の充実度

②家庭学習の習慣

③挨拶、返事、言葉遣いなどの生活習慣

など、子どもの様子から質問したものと、一部教師の指導の面からの質問事項がされている。

結果は８５％比較した場合、プラスとマイナスが混在しているが、全体としては概ね８９％程度

であった。

一概に学校間比較はできないが、「学校生活の充実度」の質問に対しての肯定的回答率が高

く、今後も子どもが楽しく充実した学校生活が送れるよう、ひきつづき取り組んでいただきたい。

中

学

校

質問項目としては、

①学校生活での充実度

②基本的な学習習慣

③社会や日常のルール（返事、挨拶）

など、子どもの質問事項がされている。

結果は、ややばらつきがあるが、プラス評価は平均で８２％程度で、全体的にはやや低い評価

となっている。

特に「学校生活の様子を家庭内で話しをする」ということに対して、肯定的回答率が低い結果と

なっている。

小学校に比べ回答率が低く、また小学校と質問内容が異なるため、学校間比較はできないが、

小学校よりプラス評価率が下降傾向を示しており、生徒指導の強化や取り組み、保護者と一体と

なった指導が必要とされていると思われる。

さらに、人を思いやる気持ちの希薄化がいじめ問題に発展する根底の一つであると考えられる

事から、家庭や地域との連携を更に図りながら、指導を行っていく必要性が示唆されている結果

と思われる。

-１３１-

幼

稚

園

共通した質問事項として、

〈保育の様子が家庭に伝わってきましたか。〉

の質問に対して、園に対するプラス評価は、９５．３％と高い評価を受けており、安定した園の運

営が、各家庭に伝わっているものと判断される。



小

学

校

質問事項としては、

①学習日課の工夫

②基礎基本や思考力、表現力などの学力の育成

③学年にふさわしい学力の定着度

④授業の工夫、わかる授業

⑤教師の取り組みの様子

などがある。

結果はプラス評価が概ね８７％程度であった。

概ね高い評価であったが、更に子どもにとって「解りやすい授業」を目指し、創意工夫を図った授

業改善を行っていくことが要求されているところである。

中

学

校

質問事項としては、

①基礎的学力の定着

②わかる授業の展開

③学習意欲を高める個々の生徒に応じた指導

④学習習慣の定着

などがある。

評価の結果は全学校の平均が７６％程度となっている。

中学生の保護者にとって学習指導に関しては非常に関心が高いところであり、期待も含めた厳

しい評価となっていることが予想されるが、「学力向上」の期待に応えるための努力を怠ることの

無いように実践していくことが必要である。

-１３２-

幼

稚

園

共通した質問事項として、

＜教師は、子どもの様子を把握し、適切な援助をしてくれましたか＞

の質問に対して、プラス評価は、すべて園で非常に高い評価を受けている。（３園の平均：９５％）

幼稚園では、園児一人一人の状況を把握し、一人一人に対応した、保護者のニーズにあった

援助がなされた結果と考えられる。



中

学

校

質問事項としては、

①授業参観や行事等の情報提供

②地域行事やボランティアへの参加、地域の方々との連携

などがある。

評価の結果はプラス評価が平均で８１％で、低い数値がある。授業参観に対する保護者の関

心・意識が薄いようであり、連携体制に疑問の残る結果ともなっている。しかし、学校だより等に

対しては、高評価であった。地域の信頼関係を保持する中で、社会全体で子どもを育てていくと

いう体制の中心となる場は学校であり、一層の積極的な情報発信と共に、協力を求める場が必

要と思われる。

-１３３-

幼

稚

園

共通した質問事項として、

＜地域の方々との協力や信頼関係ができていると思われますか＞

の質問に対して、ﾌﾟﾗｽ評価は、高い評価で、平均で９６％となっている。

今後も引き続き、地域の方の協力を得ながら円滑な園の運営を行っていただきたい。

小

学

校

質問事項としては、

①担任と家庭の連絡体制

②地域の学習や協力連携体制

③学校・学年・保健だよりの工夫

などがあった。

結果は、平均で９２％であり全体的に高い評価であった。各学校の努力が見受けられ、家庭、

地域連携の浸透はしていると思われるが、引き続き地域との連携を図りながら、円滑な学校運営

に努めていただきたい。




